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序 文

本書は、平成12年度に実施いたしました大分市中央町所在の府内城・城下町跡第

14次調査の発掘調査報告書であります。

調査地は、現在のガレリア竹町通りの西側に位置し、近世府内町においては「竹

町」と「笠和町」の町境部分にあたります。

調査の結果、明治以降の建物礎石から、江戸時代の「笠和町・竹町」に関連する

遺構群、近世府内町の成立段階と考えられる16世紀末～１７世紀初頭に位置づけられ

る遺構群など複数時期にわたる文化層が検出され、その成立から形成過程の一端を

明らかにすることができました。

併せて、これら町屋跡から出土した遺物につきましても、「竹町孫十郎様」に代

表されます竹町などの町名や人名が入った焼継資料も出土しており、当時の町に暮

らした人々の生活を窺わせる貴重な資料を得ることができました。

つきましては本書が、学術研究に寄与するとともに、文化財保護思想の高揚に一

助となれば幸甚に存じます。

最後に、調査から報告書刊行にあたり多大なるご配慮。ご協力を賜りました株式

会社ベツダイならびに関係各位に対しまして心から謝意を表すとともに、ご指導頂

きました大分県教育委員会をはじめ諸先生方には、深く感謝申し上げます。

平成１５年３月

大分市教育委員会

教育長秦政博



例 言

1．本書は、平成12年度、大分市中央町3丁目94番において、株式会社ベツダイ（代表取締役後藤公繁）の委

託を受け実施したマンション建設工事に伴う府内城・城下町跡第14次の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、株式会社ベッダイの協力のもと、大分市教育委員会が実施した。

3．発掘調査は、平成12年８月７日～同年１０月９日の期間で実施し、遺物整理は、調査終了時から、平成１３．１４

年度の３カ年にわたり行われた。報告書の作成は、遺物整理の最終年度の平成14年度に行われた。

4．調査における遺構の実測・写真撮影は、㈲九州文化財リサーチ・讃岐和夫・池遷千太郎・高畠豊・塩地潤

一・河野史郎がおこなった。

５．本書における遺物の実測・製図作業は、幸野麗・高木美智子・首藤直美・佐藤道文・高畠・塩地・河野が

行った。なお、一部遺物の実測に関しては、大分市教育委員会の委託を受け、㈲人間文化都市研究所・アジ

ア航測株式会社がおこなった。

６．本書における焼継文字等の文字資料の解読については、武富雅宣（大分市歴史資料館）がおこなった。

７．発掘調査及び報告書の作成に際して、下記の方々のご指導。ご助言。ご協力を頂いた。

永松文治、大橋康二（九州陶磁文化館)、木村幾多郎（大分市歴史資料館)、吉田寛（大分県教育委員会)、

岩尾美保子・佐藤容子・佐藤公子・武藤由紀子・河野誠・森永美紀・伊賀円香・佐藤志信・平田美智子・

藤原佳和子・小野千恵美・内田順子・木村藍子・羽田裕子・稗田智美・渡辺淑子・長尾宇華（大分市教育委

員会）

８．本書執筆・編集は、河野がおこなった。

凡 例

1．本書に用いた遺構略号は、ＳＫ：土坑、ＳＥ：井戸、ＳＤ：溝、ＳＢ：建物遺構、ＳＪ：埋饗遺構、ＳＸ：不明遺

構、Ｐｉｔ：小穴を表している。

２．遺構の規模及び、遺物の法戯については、ｃmを用いている。

3．遺構実測の基準及び方位は、国土座標（第Ⅱ座標系）を用いている。＊旧座標

４．本書に用いた陶磁器の分類及び年代観は以下の文献による。

肥前陶磁器九州近世陶磁学会編２０００『九州陶磁の編年』
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１．調査経過

府内城・城下町跡は、江戸時代、府内藩2.22万石の政治的・経済的な中心地となる府内城及びその城下町を周

知遺跡としたものである。そして、現在の県都大分市の中心部は、その大部分を府内城・城下町を踏襲して形作

られている。

府内城・城下町跡の発掘調査は、平成３年に大分県共同庁舎建設に伴って行われた府内城・城下町跡第１次調

査（府内城三の丸跡）を皮切りに、現在（平成14年度）までに15次を数えるに至っており、その内容についても、

前述の大分県共同庁舎や、大分市の公園リフレッシュ事業、民間社屋建設、民間マンション建設等に代表される

よう、近年の都心部再開発に伴い急速にその調査事例を増やしている。

このような状況下、株式会社ベツダイ（代表取締役社長須藤公繁）による中央町３丁目94番におけるマン

ション建設が計画され、平成12年４月28日付けで、大分市教育委員会に埋蔵文化財有無の照会がなされた。当該

地は、府内城下の竹町及び笠和町の一角にあたることから、大分市教育委員会は、平成12年５月２日に埋蔵文化

財の確認調査を行った。確認調査の結果、火災処理土坑をはじめとした大量の遺構群とその下層遺構と考えられ

る大型の遺櫛が検出され､これに伴って'7世紀初頭から１９世紀後半にかけての陶磁器を中心とした遺物群が出土

した。この調査結果を受け、ベツダイと大分市教育委員会は、直ちに協議を行い、平成12年度に本調査及び遺物

整理作業、翌平成13年度に遺物整理及び報告書作成を行うことで合意した。

発掘調査は、平成12年７月26日付けで、ベツダイと大分市教育委員会との間で、発掘調査業務委託契約が結ば

れ、平成12年８月７日から同年10月９日まで行われた。遺物整理に関して、平成１２年度については、調査終了後

直ちに行われ、翌平成13年度については、諸事情により平成13年７月16日に契約を締結し、平成１３年９月１日か

ら平成１４年３月31日までの半年間で行われた。このため遅れた遺物整理及び報告書の作成については、平成14年

度に行うこととし、平成14年４月２日改めて契約を締結し、平成１４年５月１日～平成15年３月31日まで行われた。

2．調査組織

平成１２年度（発掘調査及び遺物整理）

調査主体大分市教育委員会

調査責任者清瀬和弘（大分市教育委員会

事務局秦政博（大分市教育委員会

帯刀修一（大分市教育委員会

玉永光洋（大分市教育委員会

讃岐和夫（大分市教育委員会

福田誠一（大分市教育委員会

調査員讃岐和夫（大分市教育委員会

坪根伸也（大分市教育委員会

池遷千太郎（大分市教育委員会

高畠豊（大分市教育委員会

塩地潤一（大分市教育委員会

河野史郎（大分市教育委員会

教育長）

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

文化財課

ｊ佐
１
補
１
１
１
１
１
１
１
１
１

長
長
幹
長
査
長
任
任
師
師
師

課
課
主
係
主
係
主
主
技
技
技

－１－

Ｉはじめに



整理作業員

作業員

西村大（大分市教育委員会文化財課臨時職員）

岩下磨須美・内田裕毅・加藤芳男・河野一男・後藤好美・末田栄三・大東行雄・武石修吾・

長井節子・広岡サヨ子・深津イツ子・藤沢紗茅子・藤本政大・牧洋子・山崎輝子

山崎太蔵・浅久野セツ子・横田連・小村知治・金剛和弘・坂本真智子・塩月仁郎

園田フクエ・高野伸蔵・利光克寛・長野瑞恵・二宮要・河野和子・清末サキエ・牧隆志。

姫野美智子・太田重行・江崎義春・伊藤美津子・常行幸子・増本文子

平成１３年度（遺物整理）

調査主体大分市教育委員会

調査責任者御沓義則（大分市教育委員会

事務局帯刀修一（大分市教育委員会

玉永光洋（大分市教育委員会

讃岐和夫（大分市教育委員会

熊谷一秋（大分市教育委員会
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Ⅱ遺跡の立地と環境

１．遺跡の立地と環境

遺跡の立地する大分平野は、別府湾の南部に面しており、丘陵地・台地・低地の三つの地形で椛成される。こ

の大分平野には、東部の大野川と、中央部から西部にかけての、大分川という２大河川が存在しておりこの二つの

河川が前述した大分平野の地形に少なからず影響を与えている。今回の調査地である府内城・城下町跡は、大分

平野の中央部に位置する。大分川の河口付近、大分川の分流と住吉川の二流にはさまれた標高3.5～4.0ｍの微高地

に形成されており、遺跡のすぐ北側には別府湾が広がり、南側には、標高35ｍの高度をもつ上野丘丘陵が控えてい

る。

当該地区における遺跡展開の歴史は古く、以下、歴史的環境について、周辺主要遺跡の展開を中心に時代をおっ

て外観すると、縄文時代後期～晩期の遺物の出土が知られている大分川河川敷遺跡（２）、弥生時代中期後半の環

壕集落である上野遺跡群（４）、同じく後期終末から古墳時代初頭の集落が認められた大道遺跡群（５）、東田室

遺跡（６）、古墳時代には、全長50ｍを測る前方後円墳である大臣塚古墳（７）が築造される。古墳時代も終わり

古代への移行期（律令形成期）である７世紀代後半代には、被葬者として壬申の乱で活躍した大分君恵尺が推定

されている終末期古墳である古宮古墳（８）が築造され、中央政権との結びつきの深さを窺わせている。

古代に入ると、遺跡の南方、古国府遺跡群（１０）を中心とした古国府・羽屋の一帯と、上野丘丘陵一帯が、古

代豊後国の中枢となる国府推定域となっているが、近年、前者においては、官荷の前身施設とも考えられる羽屋井

戸（17）・羽屋園遺跡（18）が、後者においては、国司館の可能性が指摘される竜王畑遺跡（16）と、共に国府の

存在を裏付けるような遺跡が相次いで発見され、注目されている。

大友氏による豊後国支配が行われた中世であるが、現在、大友氏が実際に豊後に入国した３代頼泰段階の守護

所及び府中については諸説あり、不明な点も多いが、少なくとも戦国時代の段階には、現在の大分川の下流左岸一

帯の河岸段丘上にその中枢を移し、大友館（11）を中心とした、４本の南北道路（大路）と、５本の東西道路よっ

て区画される南北2.2km、東西0.7kmに及ぶ広大な範囲に及ぶ府内町（中世大友府内町）（14）を成立させている。

この府内町は、その北西の別府湾岸に大友氏による国際貿易の拠点となった沖ノ浜（15）とよばれる港を有し、南

西の丘陵部には、四方を土塁によって囲まれた極めて軍事的な色彩の強い上原館（上野大友館）（１２）と呼ばれる

もう一つの大友館を有した戦国都市として、大友氏の政治的・経済的中心として発展する。

２．府内城及びその城下町について

近世になり、中世府内町から移転する形で成立する府内城及びその城下町は、①総石垣化が区'られた織豊期系

の城郭である点、②別府湾に面し、北西部と北東部（中世府内町の舟入を踏襲する）の２つの舟人を有する点等、

中世府内町の機能を凝縮したものとなっている。以下、今回の調査対象となる府内城及びその城下町についてその

概要を記す◎

大友吉統（義統）徐国後の豊後は、小藩分立の体制が成立し、中世段階の中心地であった府内藩は、１７世紀前

半段階で、文禄３年（1594）と慶長４年（1599）の早川長敏、慶長２年（1597）の福原直高、慶長６年（1601）

の竹中重利、寛永11年（1634）の日根野吉明といっためまぐるしい領主の交代劇が見られる。しかし、明暦２年

(1656）の日根野家断絶の後は、２年間江戸幕府の管理下に置かれ、万治元年（1658）には、大給松平忠昭が藩主

となった。その後、明治４年（1871）まで大給松平氏が府内藩を領有することとなり、最終的には、文地領を含め、

現在の大分郡内を中心とした2.22万石の石高となった。
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府内城の築城に関しては、慶長２年（1597）に福原iIi脳よって始まり、（築城以前の.Ｗ||長敏や、入府当初の禰

原直高は、大友屋形（上原館）を修理して移り住んでいる）慶長４年（1599）にニノ丸束三頭櫓と三ノ丸家臣膿

敷が完成、その後、早川艮敏、竹中亜利と府内城の築城をIjlき継ぎ、慶長７年（1602）にljLlIlffiの天守閣を含む1；

要中心施設を完成させている。

城下町の建設は、竹中璽利により天守他'''心施設の完成に引き続き行われ、三の丸外側をＬ'測犬にljI1む形で、

東西約10町（1,100ｍ)、南北約９町（1,000ｍ）の範Iﾉ'1に町削りを敷き、町民を移住させた。慶長10年（1605)には

外堀を掘削し、慶長12年（1607）には、城下への入りｒｌとして笠和口・ルI|川口・塩九升口が設けられ、翌13年に

は、城下の北西に舟入を掘削し、京泊と命名、これにより城ド町もほぼ完成した。こうして完成した府内城ド町は、

門内の47町に加え、門外町として５町の計52町が存在し、宝永７年（1710）の段階でその人l~Iは、｜IIj内門外併せ

て19,687人を数え、都市としての発展性を窺わせている。

第１図周辺主要遺跡分布図（1/25,OOO）
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第２図府内城・城下町全 本図及び調査区位置図（折り込み）
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Ⅲ遺跡の調査

１．調査区の設定と調査概要

調査区は、府内城下町への西の入り口である笠和口から、府内城の西口に至る東西道路を東に約70ｍ、道路の

南端から５ｍ程南に入った部分に設定された。調査区は、調査区南東、南西にそれぞれ拡張区を有する全体に「．」

字状を呈する調査区で、面積は330㎡を測る。加えて調査区が設定された場所は、絵図による「笠和町」と「竹町」

の町境部分にあたり、これらに関連する遺構・遺物の検出が期待されるところであった。

調査の結果、明治以降の建物礎石から、近世府内城下町段階の「笠和町」「竹町」に関連する遺構群、近世城

下町形成段階と考えられる16世紀末～17世紀初頭に位置づけられる遺構群に至るまでの複数時期の遺構群が検出

された。

これら今回の調査によって確認された遺構群に関して、まず、火災処理土坑の一群の存在が特筆される。これら

の遺構については、複数時期にわたって形成されており、現在まとめられている府内城下町とその近辺でおこった

大火との整合作業も可能であり、調査区内における遺構変遷及び、府内城下町の被災状況を知る上でも貴重な資

料となった｡（なお、火災処理土坑に関しては、他遺構とは分けて、別項目を設けている）次に、「笠和町」と「竹

町」の町境については、区画施設と考えられる遺構や、前述した火災処理土坑の時期別の配置や、その他の遺構の

配置状況にから、町境が時期毎に変遷することが確認することができた。

この他、出土遺物に関しては、「竹町」等の町名を記した焼継文字資料を始めとして、人名、年号を記した文字

資料が一定量出土しており、その存在が注目されるところである。

今回確認された遺構群は、その検出層位及び、出土遺物の位置づけ等から、今後細分の可能性を残すものの、

①明治～近代、②19世紀前半～中頃、③18世紀末～19世紀初頭、④18世紀後半、⑤17世紀後半～18世紀中頃、⑥

17世紀前半、⑦16世紀末～17世紀初頭の、概ね７時期に分類された。以下、概ねこの年代観に添う形で、火災処

理土坑、その他の主要遺構及びこれらの遺構から出土した主要出土遺物について、その詳細を記す。

２．火災処理土坑（SK）及び出土遺物

前述したとおり、火災処理土坑の位置づけは、今回の調査の中でも特筆すべきものとなった。以下、この遺構及

び主要出土遺物の詳細を記す。

火災処理土坑については、①その埋土の中に多量の焼土塊が詰まった状況であること、②２次被熱を受け変質し

た遺物の存在が認められること、の２点を認定の条件とした。したがって、今回、焼土粒を含む程度の土坑につい

ては、都市遺跡の性格上２次的な流入の可能性も考え、その形態や規模に関わらず等に火災処理土坑から除外し

ている。

選定の結果、上記の条件を満たす火災処理土坑は、計13基となった。これらの火災処理土坑は、その平面形態

からは、隅丸長方形、不整方形、不整円形の３つに、その主軸方位からは、南北主軸のものと、東西主軸の２つ

に、時期的な位置づけに関しては、その出土遺物から概ね18世紀中頃～後半、１８世紀後半、１８世紀末～19世紀初

頭、１９世紀前半～中頃の４つの時期に、それぞれ分類することができた。

以下、火災処理土坑の遺構実測図（1/40）及び遺構観察表、その出土遺物実測図（1/3）及び観察表を提示し、

火災処理土坑の調査報告に変える。なお、遺構の詳細時期及び、府内城下町が被った火災との整合作業について

は、第Ⅳ章のまとめにて、その詳細検討を行うこととする。
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遺構種 遺構番号 グリッド

SＫ 212 Ｎ－７

SＫ ０１０ Ｎ－４

SＫ 1７１ ０－６

SＫ 209 Ｎ－５

SＫ 023 Ｎ－３

SＫ 205 Ｎ－５

SＫ 194 Ｎ－４

SＫ 215 Ｎ－６

SＫ 028 Ｎ－３

SＫ 360 Ｂ－３

SＫ ０１８ Ｎ－４

SＫ 1５１ ０－３

SＫ 210 Ｎ－５

形態 時期 規模（c､） 備考 挿図番号

不桜'11形 19世紀前半～中頃 212×１８０×６０ 火災処理土坑／南北主軸 第３図

隅丸艮方形 18世紀末～19世紀初頭 246×１２０×１００ 火災処理土坑／東西主軸 第３

隅丸長方形 18世紀末～19世紀初頭 300×１６２×152 火災処理土坑／南北主軸 第４図

隅丸長方形 18世紀末～19世紀初頭 224×１４２×９６ 火災処理土坑／南北主軸

隅丸長方形 18世紀後半（新） 120＋α×158×？
火災処理土坑／東西主軸
SKO28を切る

隅丸長方形 18世紀後半（新） 230×128×１３８
火災処理土坑／東西主軸
SK215を切る

隅丸長方形 18世紀後半 302×１４２×８８ 火災処理土坑／南北主軸

隅丸長方形 18世紀後半（古） 248×１４６×１１８
火災処理土坑／南北主軸
SK205に切られる

隅丸長方形 18世紀後半（古） 222×164×？
火災処理土坑／南北主軸
SKO23に切られる

不雛方形 18世紀中頃 168×８０＋α×４０ 火災処理土坑／南北主軸

隅丸長方形 18世紀中頃 224×１７０×１１２ 火災処理土坑／南北主軸

不雛方形 18世紀中頃
210×160×４０

火災処理土坑／南北主軸

隅丸長方形 18世紀中頃 229×１５２×１２０ 火災処理土坑／南北主軸

表１火災処理土坑遺構観察表

０

SＫ２１２

4.000

第３図火災処理土坑遺構実測図①（1/40）
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第４

第４

第５側

第５図

第５図

第６側

第６

第６図
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０

ＳＫ２０９

4.000

３．０００

SＫ１７１

２ｍ

4.000

3.000

第４図火災処理土坑遺構実測図②（1/40）
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第５図火災処理土坑遺構実測図③（1/40）
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第６図火災処理土坑遺構実測図④（1/40）
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表２火災処理土坑出土遺物観察表①

－２９－

遺物番号 実捌播号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SK212 １ 染付 蓋 (4.6） 広東碗蓋/焼継アリ焼継文字「竹町米差」 1780～1810 肥前

２ 染イ ↑ 蓋 (10.0リ (2.8） (5.6） 広東碗蓋 1780～１８１０ 肥向１

３ 染イ ↑ 蓋 ６ 銘款：大明年製 肥向１

４ 染イ １． 蓋 (１０.CD(3.0） (4.0） 端反碗蓋/網目文 1820～1860 肥向ｉ

５ 染１ ｔ 碗 7.2 ５ ３９ 筒形碗/外：矢文/内：五弁花 1780～1810 肥向』

６ 染１ ↑ 碗 ７ 5.1 ３２ 筒丸碗/外：格子文 1820～1860 肥向』

７ 染１ ↑ 碗 6.9 ５６ ３７ 筒丸碗 1820～1860 肥向ｉ

８ 染イ １． 碗 6.9 ５７ ３４ 筒丸碗/外：孟宗図文 1820～１８６０ 肥向
卓
■
■
■
ヴ

９ 染イ ↑ 碗 7.4 ５９ ３６ 筒丸碗 1820～1860 肥向』

1０ 染イ ↑ 碗 10.3 ５４ ４２ 外：コンニャク印判 １８世紀前半 肥向』

１１ 染イ ↑ 碗 1０ ５４ ４２ くらわんか手/大明年製崩れ 1700～1740 肥向ｉ

1２ 染イ ↑ 碗 9.9 ５ ３４ 肥向１

1３ 染１ ↑ 碗 (11.0 端反碗/焼継アリ 1820～１８６０ 肥向』

1４ 染イ ↑ 碗 (１０．５） (6.2） (4.2） 端反碗 1820～１８６０ 肥向』

1５ 染イ ↑ 碗 11.4 ６１ 6.7 広東碗 1780～1810 肥向ｉ

1６ 染イ ↑ 碗 (11.2,(６ 7） (8.4） 広東碗 1780～1810 肥向ｉ

１７ 染イ ↑ 碗 9.3 ５２ ４ 小碗 1820～1860 瀬戸･美濃

1８ 染付 碗 9.2 ５１ 3.7 小碗 1820～1860 瀬戸･美濃

1９ 陶器 碗 ９ ５ ３４ 小碗 19世紀前半 京都･信楽

2０ 染付 小坪 ６ ３ ２６ 網目文 1780～１８２０ 肥前

2１ 染付 小坪 ７ 3.8 ３３ 18末～19中頃 中国

2２ 染付 小坪 6.7 3.8 ２９ 銘款：不明/外：瑠璃紬/内：線描きによる花唐草 18末～19中頃 中国

2３ 染付 小坪 6.4 3.2 ２６ 19世紀前半 京都･信楽

2４ 土師器 小皿 6.2 0.9 ２２ 施袖かわらけ

2５ 土師器 小皿 ６ 施袖かわらけ

2６ 染付 皿 10.5 2.5 5.9 口紅/内：楼閣山水文 1810～1860 肥前

2７ 染イ 『 皿 ９４ 蛇の目凹形高台 1810～１８６０ 肥iｉ』

2８ 染イ ↑ 皿 14.2 ４ ９３ 蛇の目凹形高台/楼閣山水文 1780～1860 肥向
ロ
日
■
■
口

2９ 染イ ↑ 皿 14.2 3.6 ９５ 蛇の目凹形高台/楼閣山水文 1780～1860 肥iｉ
●
■
日
■
ロ

3０ 染（ ↑ 皿 13.4 ３８ ４８ 見込蛇の目粕剥ぎ/菊唐草文 1820～1860 肥向 i(波佐見）

3１ 染イ ↑ 皿 ２７ ４９ 焼継アリ／楼閣山水文・雷文帯 肥向

3２ 染イ ↑ 紅皿 ７ ３８ ２６ ｢小町紅京都四条紅平」朱書き/外：笹
18世 ｄ末～
9柵紀巾噛 肥向

3３ 染イ Ｉ 皿 6.6 ３２ ２８ 紅皿/外：笹
1８ 世後半～
9冊純前半 肥iｉ

3４ 染イ ↑ 鉢 14.7 ６６ ７ 八画鉢/焼継アリ焼継文字「竹町□や」 1820～1860 肥向

3５ 青磁 鉢 17.2 ７９ 9.6 蛇の目凹形高台/輪花 18世紀後半 肥iｉ

3６ 染付 鉢 (15.6, ８４ 5.9 銘款：渦「福」／内：コンニャク五弁花 1860～1860 肥、 i(波佐見）

3７ 陶器 油差し 6.4 ９３ 4.1 19世紀 関西

3８ 陶器 人形 獅子

3９ 陶器 人形 人物

4０ 陶器 植木鉢 12.6 12.6 9.2
1８ 己末～
９１雌l1Iltﾋﾛ 瀬戸･美濃

4１ 陶器 植木鉢 (22.51(16.CＤ 1６ 18世 ｄ後２
９１噸

一

〃
一
己

1前半 瀬戸･美濃

4２ 陶器 土瓶 8.9 9.8 13.7 18世紀後半 関西

4３ 瓦質土器 火鉢 (28.20 7.2 18.8

ＳＫＯ１０ １ 染付 碗 7.8 6.2 3.8 筒形碗/外：格子地菊花/内：五弁花 1770～1780 肥前

２ 染付 碗 (11.2, コンニャク印判 1730～1740 肥iｉ

３ 染付 碗 (1１．０ 外/七宝繋ぎ/内：四方綴 18慨【噸~僻 肥iｉ

４ 青磁染付 碗 1０ 6.6 4.1 内：四方概・コンニャク五弁花 1760～1780 肥iｉ

５ 染付 蓋 １２ 2.6 ５６ 広東碗蓋/SK209-4とセット 1780～1８１０ 肥iｌ

６ 青磁 蓋 1２ 2.5 ３５ 1760～1780 肥Ｎ

７ 染付 皿 12.3 ４ ４５ 見込蛇の目袖剥ぎ/内：斜交線 1750～１８１０ 肥Iｉ i破佐則

８ 染イ ↑ 皿 1３ ４ 3.1 ７１ 見込蛇の目紬剥ぎ/内：花唐草コンニャク五弁花 1750～1８１０ 肥１１ i(波佐見）

９ 染イ ↑ 皿 1８ ４ ５５ ９２ 銘款:渦｢福｣/内:コンニャク五弁花･扇･笹／外:唐草 1750～1810 肥、 i(波佐見）

１０ 染イ ↑ 皿 1３ ７ ４７ ７９ 銘款 馬字状渦｢桶｣/内:コンニャク五弁花／外:唐草 1750～1810 肥iｌ i破佐則

1１ 染イ Ｉ 皿 １３ ８ ４６ ７５ 銘款 渦｢福｣／内:コンニャク五弁花･扇･竹／外:唐草 1750～1810 肥１１ i(波佐則

1２ 染イ Ｉ 皿 1２ ７ ３９ ７４ 銘款 渦｢桶｣／内 コンニャク五弁花･竹／外:唐草 1750～1810 肥１１ i倣佐則

１３ 染イ 1． Ⅲ 1３ ５ ３８ ７５ 銘款 渦｢福｣／内 コンニャク五弁花･扇･花／外:唐草 1750～1810 肥１１ i(波佐則



表３火災処理土坑出土遺物観察表②

－３０－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

1４ 染付 皿 13.2 3.6 7.8 銘款:渦｢福｣/内:コンニャク五弁花･蛸唐草／外:唐草 1750～1810 肥前(波佐見）

1５ 染付 皿 14.1 4.5 8.4 蛇の目凹形高台/銘款：渦「福」／内：花/外：唐草 18世紀後半 肥前

1６ 陶器 蓋 18世紀後半 関西

1７ 陶器 土瓶 １０ 18世紀後半 九州

1８ 陶器 土鍋 20.2 18世紀後半 関西

１９ 陶器 鉢 2１ 9.7 8.6

2０ 陶器 播鉢 (15.0叩き成形
18世 己後半～
9世紀前半 肥前

2１ 陶器 播鉢 叩き成形
１８世 。後半～
9世紀前半 肥前

2２ 陶器 饗 (30.2） 18世紀後半 肥前

2３ 瓦質土器 混炉 (2３ 4０ 在地

2４ 瓦質土器 火鉢 (2８ CＤ 在地

2５ 瓦質土器 鉢 (2７ CＤ (7.4） (19.CＤ 在地

2６ 土師器 培焔 (3４ CＤ 把手ｂ２
18世 己末～
９１{l紀中噸 在地

2７ 土師器 培焔 (3１ 4） 把手ｂ２
18世 己末～
9i廿紀中頃 在地

SK171 １ 陶器 土瓶蓋 4.5 １．８ 4.3 181 己後半 九州

２ 染付 蓋 4.2 １ 5.2 外 格子地に菊花 18世紀後半 肥前

３ 青磁染付 蓋 8.5 ３ 3.4 内 四方樺コンニャク五弁花 1750～1780 肥向 ｉ

４ 染付 蓋 (9.6） 外 花/内：四方擬／６とセット 18世紀後半 肥向 ｉ

５ 染イ ↑ 蓋 11.9 3.3 6.4 広東湾蓋/外：梅・漢詩 1780～1810 肥iｉ
今
■
■
■
、

６ 染イ 1． 碗 ４ 外：花／４とセット １８世紀後半 肥向 ｉ

７ 染イ Ｉ 碗 (9.8） (5.2） (3.6） くらわんか手 1700～1740 肥向 ｉ

８ 染イ ｔ 碗 (7.6） 外 雪輪/内：四方鰯 1780～1810 肥向

９ 染イ↑ 碗 7.4 6.1 3.6 外 格子地菊花/内：五弁花 1780～1810 肥向

１０ 染イｔ 碗 (8.4） (５ 4） (3.2） 外 紅葉/内：五弁花 1780～1810 肥向』

１１ 染付 碗 11.8 ６２ 4.2 外 花 1770～1780 肥向〕

1２ 青磁染付 碗 (10.3(６ 7） (3.8） 内 四方概：コンニャク五弁花 1750～1780 肥向〕

１３ 青磁染付 碗 11 ７１ ４ 内 四方擬：コンニャク五弁花 1750～1780 肥向』

1４ 青磁 碗 5.6 ５５ 3.2 18世紀後半 肥向ｉ

1５ 陶器 碗 7.1 ５２ 2.8 若松 18世紀後半 関西

１６ 色絵染付台付小坪(10.1） 外：吉祥文字・娼婦 1780～1810 肥前

1７ 陶胎染付 香炉 (10.29(6.7） (4.4） 18世紀前半 肥向』

１８ 青磁 香炉 １０ ５７ ４ 1690～1740 肥向ｉ

１９ 青磁 香炉 9.4 ８６ 5.5 蛇の目高台 肥向』

2０ 染付 皿 1４ ４４ ７７ 銘款:馬字状渦｢福｣／内:コンニャク五弁花･竹／外:唐草 1750～1810 肥同 i(波佐則

2１ 染イ Ｉ 皿 13.4 ４５ ８２ 銘款:渦｢福｣／内:コンニャク五弁花･扇･竹／外:唐草 1750～1810 肥向i(波佐見）

2２ 染イ Ｉ 皿 1４ ４３ ７２ 銘款:馬字状渦｢福｣/内:コンニャク五弁花･扇･花/外:唐草 1750～1810 肥向i(波佐見）

2３ 染イ Ｉ 皿 13.8 ４５ ７６ 銘款:渦「福」／内:コンニャク五弁花・扇/外:唐草 1750～1810 肥向 i(波佐見）

2４ 染イ↑ 皿 １４ ４ ３７ ８７ 蛇の目凹形高台/内：松樹・松竹梅/外：唐草 １８世紀後半 肥向 ｉ

2５ 染イ↑ 皿 (1４ 4０ (３ 9） (９ 0） 蛇の目凹形高台/内：松樹・松竹梅/外：唐草 18世紀後半 肥向

2６ 白磁 皿 1７ １ ５３ ９２ 蛇の目凹形高台 18世紀後半 肥向 ｉ

2７ 青磁染付 皿 (2２ 2， (３ 0） (14.8,銘款:｢大明成化年製｣／ハリ支え/S209資料との過柵間接合 17世紀後半 肥向
今
■
■
■
、

2８ 陶器 皿 (2２ l） (４ 7） (8.1）

2９ 白磁 紅皿 3.8 １５ １ 型押し貝殻状
18世 ｕ
９
瀞
雌

へ

β
む
き

1前半 肥前

3０ 白磁 紅皿 5.6 1６ 1.6 型押し貝殻状
18世 己
９

３
－
１

愛
廿

一

夕
一
つ

1前半 肥前

3１ 陶器 皿 宜興窯か？ 18世紀後半 中国

3２ 色絵染付台付小坪 5.8 5.7 3.4 外：蘭人・烏・犬
18世 ｄ
９
愛半～
廿紀前半 肥前

3３ 染付 鉢 1８ 11.5 ８ 外・内：花 1780～1810 肥向 ｉ

3４ 陶器 鉢 7.6 刷毛目 1780～1860 肥向

3５ 染付 瓶 1３ 12.4 ４ 外 松竹梅
8世ｄ
９
鰐 一

ク
ヰ
キ

1前半 肥前

3６ 染付 瓶 １．４ 12.6 4.1 外 松竹梅
8世己
９
jt2
fM

戸

1１

〃
宰
至
一
画
。
▲ i半 肥iｉ ｉ

3７ 染付 瓶 3.8 26.1 ８５ 外 松葉．
8世ｄ
９
舞

喫

戸
詞
Ⅲ
Ⅲ

夕
守
●
勺
９
コ i半 肥向

3８ 色絵染付 仏花瓶 1.6 10.2 ３８ 外 松竹梅
ｑＪＢ三二 』

Ｑ
ソ

鰐
雌

【
上

〃
写
宅
君
３
。 i半 肥前

3９ 染付 油壷 2.4 ８．７ ３４
18世 己
９
野 《
『

ク
ニ
竜
Ｊ
二 i半 肥向

4０ 陶器 瓶 ５６

4１ 陶器 瓶 3.5

4２ 染付 水滴 青海波に亀 18世紀後半 肥前



火災処理土坑出土遺物観察表③

－３１－

遺物番号 実測播号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

4３ 陶器 蓋 (9.6）

4４ 陶器 土瓶 (9.4） 18世紀後 膿 関西

4５ 陶器 土鍋 (7.4） １８世紀後 |皇 関西

4６ 陶器 土鍋 (19.2》 18世紀後 聡 関西

4７ 陶器 播鉢 33.3 13.6 14.9 叩き成形 １８世紀後 |皇 肥前

4８ 陶器 播鉢 3２ 16.2 1４ 叩き成形 18世紀後半 肥前

4９ 陶器 播鉢 (13.2） 18世紀後半 肥前

5０ 陶器 喪 16.9 19.2 11.2

5１ 陶器 喪 1２

5２ 瓦質土器 火鉢 11.6 16.4 1４ 在地

5３ 瓦質土器 火鉢 在地

5４ 瓦質土器 火鉢 (18.6） 在地

5５ 瓦質土器 火鉢 (22.9 在地

5６ 土師器 培焔 (15.1） 在地

SK209 １ 染付 蓋 ４ 18世紀後半 肥向ｉ

２ 青磁染付 蓋 8.6 内：四方棚コンニャク五弁花 1760～1780 肥向ｉ

３ 染付 碗 (6.8） 5.3 ３７ 外：雪輪/内：コンニャク五弁花・四方樺 1770～1780 肥向ｉ

４ 染付 碗 (11.5, 6.4 ６６ 広東碗／SKO10-5とセット 1780～1810 肥前』

５ 青磁染付 碗 (7.2） 6.4 ３８ 内 四方操コンニャク五弁花 1760～1780 肥向ｉ

６ 青磁染付 碗 (11.0,(6.7） (４ 2） 内 四方裸コンニャク五弁花 1760～1780 肥向Ｉ

７ 染付 碗 (11.① 外 コンニャク印判 1690～1740 肥向ｉ

８ 陶器 碗 7.6 5.4 3.6 18世紀 関西

９ 白磁 猪口 4.9 ３ 3.3
18世紀
1９
災半～
廿紀前半 肥向 i(波佐見）

１０ 青磁染付 皿 (22.2,(3.0） 04.8,銘款:｢大明成化年製｣/ハリ支え/S209資料との遺構間接合 17世紀後半 肥向 i破佐則

１１ 染付 皿 (24.0(3.1） (16.CD内：蛸唐蕊/ハリ支え？ 18世紀前半 肥、 ｉ

1２ 染付 皿 (8.0） 蛇の目凹形高台 18世紀後半 肥甫 ｉ

1３ 青磁染付 皿 (１３．３ 4.6 (８ 6） 銘款 渦「福」 1780～1860 肥向 』

1４ 染付 皿 13.2 3.8 ７７ 銘款 渦｢福/｣内：コンニャク五弁花・花/外唐草 1750～1810 肥間 ｉ

1５ 染イ ↑ 皿 (９ 8） 見込み蛇の目袖剥ぎ/内：コンニャク五弁花 18世紀前半 肥向 ｉ

1６ 染イ Ｉ 小坪 ５ 2.7 ４４ 肥向 i(波佐見）

1７ 染イ Ｉ 紅皿 (7.0） 外：笹
１８世 己後半～
9出紀前半 肥向 ｉ

1８ 染イ 1。 紅皿 9.6 3.9 2.6 外：笹
18世 己後半～
9慨紀前半 肥向 ｉ

1９ 青磁 香炉 (7.8） 肥前 I

2０ 青磁 香炉 (15.CＤ 肥向 ｉ

2１ 青磁 香炉 (１１.CＤ 肥向 ｉ

2２ 青磁 香炉 3.4 蛇の目高台 肥向 ｉ

2３ 染付 香炉 ８ 肥向 ｉ

2４ 白磁 蓋 6.1 3.7 肥向ｉ

2５ 白磁 蓋 7.6 18世紀前半 肥向ｉ

2６ 陶器 蓋 (7.2） 2.6 5.6 １８世紀前半 肥向ｉ

2７ 陶器 土鍋 ９ 18世紀後半 関西

2８ 陶器 土瓶 6.7 6.8 4.5 18世紀後半 関西

2９ 染付 鉢 (16.8,(１１．２， (8.2） 外：花

3０ 染付 瓶 3.8 1780～1810 肥向

3１ 陶器 播鉢 1４
18世紀
１９
農半～
廿紀前半 肥向

ＳＫ２０５ １ 染付 蓋 10.6 2.8 3.6 内 船
18世紀
1９
糞半～
廿紀前半 肥向

午
■
■
■
、

２ 染付 蓋 11 3.4 4.4 外 牡ノ }/内：四方鰯 18世紀後半 肥向 ｉ

３ 染付 蓋 11.2 3.5 ５ 外 牡ノ }唐草/内：四方綴/12とセット 18世紀後半 肥向 ｉ

４ 染付 蓋 4.5 外 内 竹 18世紀後半 肥向
年
■
■
■
、

５ 青磁染付 蓋 3.6 内 コンニャク五弁花 18世紀後半 肥向
午
■
■
■
■

６ 青磁染付 蓋 (10.0, 内 四方椴 1760～1780 肥向 ｉ

７ 青磁染付 蓋 1１ 3.5 4.6 銘款：渦「福」／内：四方樺 1760～1780 肥向ｉ

８ 染付 蓋 1０ 3.9 2.4 蓋付鉢/花唐草 18世紀前半 肥向』

９ 染付 蓋 (14.0 蓋付鉢 18世紀前半 肥向ｉ

1０ 染付 碗 9.6 5.2 3.5 くらわんか手 1700～1740 肥向１

11 染付 碗 (8.2） 外：笹/内：四方織 18世紀後半 肥前ｉ



火災処理土坑出土遺物観察表④

－３２－

遺物番号 実測播号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

1２ 染付 碗 12.8 ６ 5.2 外：牡丹/内：四方慨 18世紀後半 肥前

1３ 青磁染付 碗 (11.20 内：四方綴 1760～1780 肥向
◆
●
■
Ⅱ
９

1４ 青磁染付 碗 10.7 6.6 4.5 銘款：渦「福」／内：四方樺コンニャク五弁花 1760～1780 肥向 ｉ

１５ 青磁 碗 ８ 5.7 ３４ 1700～１７４０ 肥向

1６ 青磁 碗 8.8 ６ ３６ 1700～1740 肥向

1７ 陶器 碗 8.4 5.6 ２４ 18世紀中頃~後半 京都･信楽

1８ 陶器 碗 ９ 6.5 ４６ 18世紀中頃~後半 京都･信楽

1９ 陶器 碗 ３ 砂目積み段階 1610～1630 肥前

2０ 染付 猪口 6.6 18世紀中頃~後半 肥向

2１ 白磁 猪口 (7.6） (5.8） (５ 0） 18世紀中頃 肥向

2２ 白磁 猪口 (6.6） (5.6） (４ 6） 18世紀中頃 肥向

2３ 染付 蓋付鉢 8.3 4.6 ４４ 18世紀前半 肥間
つ
●
Ⅱ
Ｈ
ｇ

2４ 白磁 蓋付鉢 (8.0） (4.2） (３ 8） 18世紀前半 肥向ｉ

2５ 染付 蓋付鉢 (７ 4） 外：氷裂地 肥向
今
ｄ
■
■
□

2６ 染１ Ｉ 皿 9.8 ２ ６６ 口紅/蛇の目凹形高台 18世紀後半～末 肥向

2７ 染イ ｔ 皿 (10.2,(2.0） (６ 6） 口紅/蛇の目凹形高台 18世紀後半～末 肥向ｉ

2８ 染イ ↑ 皿 1１ ５ ２４ ７４ 銘款 ｢大明成化年製」／ハリ支え/内 五弁花 18世紀前半 肥向ｉ

2９ 染イ ↑ 皿 (１１ CＤ (２ 4） (７ 0） 銘款 ｢大明成化年製」／ハリ支え/内 五弁花 18世紀前半 肥向ｉ

3０ 染｛ ↑ 皿 (1１ 20(２ 2） (６ 8） 銘款 ｢大明成化年製」／ハリ支え/内 五弁花 18世紀前半 肥向 』

3１ 染イ ↑ 皿 (1３ 5） (３ 2） (８ 3） ハリ支え/内：蛸唐草五弁花/外：花唐草 1710～1740 肥向
。
■
■
■
●

3２ 染｛ ↑ 皿 (1３ CＤ (３ 4） (７ 2） 銘款：渦「福」／内：コンニャク五弁花/外：唐草 18世紀後半 肥向 i(波佐見）

3３ 染イ ↑ 皿 (1４ CＤ 18世紀後半 肥向 i破佐則

3４ 染イ １． 皿 1３ ６ 4.7 8.8 銘款：渦福/内：コンニャク五弁花・扇・花 18世紀後半 肥向 i(彼佐則

3５ 染｛ ↑ 皿 1０ ２ ２６ 5.6 銘款：渦「福」／内：花/外 唐草 18世紀後半 肥ｉ

3６ 染イ ↑ 皿 (1９ の(３ 8） (12.0六角皿/銘款：渦「福」／内 鶴/外：唐草・雷文帯 18世紀前半 肥iｉ

3７ 染イ ↑ 皿 (1９ 4） (３ 8） (12.0六角皿/銘款：渦「福」／内 鶴/外：唐草・雷文帯 18世紀前半 肥iｌ

3８ 陶器 皿 1２ ２５ 6.4 菊皿 18世紀後半 京都･信楽

3９ 陶器 皿 ｑ2.0,(２ 4） (6.4） 菊IⅢ 18世紀後半 京都･信楽

4０ 陶器 皿 1２ ２４ 6.4 菊皿 18世紀後半 京都･信楽

4１ 染付 皿 2６ ４７ 13.4 ハリ支え/内：蛸唐草/外：唐草 １８世紀前半 肥iｉ

4２ 白磁 紅皿 4.3 １５ １．６ 型押し貝殻状 18世紀後半 肥iｉ

4３ 白磁 紅皿 5.4 １４ １２ 18世紀後半 肥前

4４ 白磁 紅皿 6.2 １９ ２６ 外計笹 18世紀後半 肥前

4５ 白磁 皿 ６６

4６ 陶器 皿 12.4 3.5 ４９ 内 笹 18世紀後半 京都･信楽

4７ 陶器 皿 １３ 内 笹 18世紀後半 京都･信楽

4８ 陶器 皿 3.4 内 笹 18世紀後半 京都･信楽

4９ 陶器 皿 (１１．０ 砂目穣み 1610～1630 肥前

5０ 青磁 香炉 (11.0》 18世紀後半 肥１１

5１ 青磁 香炉 6.4 蛇の目凹形高台 18世紀後半 肥Ｉｉ

5２ 陶器 蓋付鉢 8.5 6.3 5.2

5３ 染付 蓋付鉢 (20.CD 蓋：花唐草柵寿/54とセット 18世紀前半 肥前

5４ 染イ ↑ 蓋付鉢 (21.0リ (11.2）(12.9リ 鉢：花唐車/ハリ支え/53とセット 18世紀前半 肥１１

5５ 染イ ↑ 蓋付鉢 蛸唐草 18世紀前半 肥Iｉ

5６ 染イ 1． 片口 (15.40 肥iｉ

5７ 染付 仏花瓶 5.6 18世紀後半 肥1１

5８ 陶器 瓶 5.4

5９ 陶器 土瓶 (9.6）

6０ 陶器 饗 肥1１ ？●

6１ 陶器 徳利 7.8 18世紀代 肥iｉ ？●

6２ 陶器 播鉢 (35.4） 18世紀後半 肥iｉ

6３ 陶器 播鉢 16.2 18世紀代 肥iｉ

6４ 土師器 焼塩壷 13.4 4.5 8.2 ｢泉湊伊織」 18世紀後半 堺

ＳＫ１９４ 1 青磁染付 蓋 (10.0(3.2） (3.2） 銘款：渦「柵」／内：四方樺コンニャク五弁花 1750～1780 肥前

ワ
ー 青磁染付 碗 (11.4） 6.6 4.4 銘款：渦「柵」／内：五弁花四方襟 1750～1780 肥Iｉ

３ 青磁染付 碗 (7.5） 6.3 3.9 内：四方潔コンニャク五弁花 1750～１７８０ 肥Ｈ



火災処理土坑出土遺物観察表⑤

－３３－

６

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

４ 陶器 碗 4.2 胎土目穣み 1580～１６１０ 肥前

５ 陶器 碗 9.2 5.8 ４１ 18世紀後半 瀬戸･美濃

６ 土師器 皿 (7.8） (1.5） ４５ 在地

７ 土師器 皿 (４ 9） 在地

８ 陶器 皿 1３．３ ４．９ ２４ 見込蛇の目軸剥ぎ 1690～1780 肥前

９ 染付 皿 (14.,(2.7） (５ 4） 初期伊万里/菊花文 1610～1630 肥前

１０ 染付 皿 (2.9） ３ (６ 9） 見込み蛇の目袖剥ぎコンニャク五弁花 1680～1740 肥前

1１ 染付 皿 (20.0》 3.2 (14.0リ 銘款：「大明(成化)年製｣/外：花文/内：牡丹/ハリ支え？ 1650～1690 肥前

１２ 陶胎染付 香炉 (9.6） 6.9 5.2 18世紀後半 肥前

1３ 染付 瓶 ３．７ 18世紀後半 肥前

１４ 染付 瓶 (8.8） 18世紀後半 肥前

1５ 陶器 喪 (18.2） 18世紀後半 肥前

1６ 陶器 土鍋 (17.1） 18世紀後半 関西

1７ 陶器 播鉢 (17.2011.7 11.3 肥前

1８ 陶器 播鉢
1８ ｄ
９
盤半～
I+紐航､限 堺

1９ 陶器 播鉢 18世紀前半 肥前

2０ 陶器 播鉢 18世紀前半 肥前

2１ 陶器 翌 (9.8）

2２ 陶器 灯火具

2３ 陶器 灯火具 (5.4）
18世紀未～
191M紐liij半 肥前

2４ 陶器 饗 (12.4） 16世紀 備前

2５ 瓦 軒丸 径14.5cm/珠文１６/巴反時計回り

2６ 土師器 焼塩壷 (5.7） (7.9） 3.8 18世紀後旦Ｉ 堺

2７ 土師器 焼塩壷 (５ 2） (4.5） (5.0） ｢泉湊伊織」 18世紀後１ 堺

2８ 土師器 焼増壷著 ５８ 1.9 7.8 １８世紀後半 堺

ＳＫＯ２３ １ 染付 碗 ８８ 6.3 3.8 外：コンニャク印判団餌十若松 1690～1740 肥前

２ 青磁染付 碗 (９ 0） 内：四方柵 1760～1780 肥前

３ 陶器？ 碗 ８ 6.3 3.6 筒形碗/外：蛸唐草/内：四方繍・五弁花 1740～1780 肥前

４ 陶器 瓶 7.2 外：刷毛目 18世紀後半 肥前

ＳＫ２１５ １ 染付 碗 (9.4） ５ 3.6 くらわんか手 1700～1740 肥前

２ 染付 碗 10.2 5.4 ４ 小広東碗/外：算木文 1770～1780 肥前

３ 染付 碗 (１０．８》 内：四方樺/外：破れ砲申文 1740～1780 肥前

４ 青磁染付 碗 3.6 内：コンニャク五弁花 1770～1780 肥前

５ 陶器 碗 4.2 砂目 1610～1630 肥前

６ 染付 蓋 10.4 2.4 ４ 内：四方慨 18世紀後半 肥前

７ 染イ ↑ 蓋 10.4 ２ ４ 内：四方樺 18世紀後半 肥前

８ 染１ j・ 皿 １２ 3.9 4.6 見込蛇の目袖剥ぎ/内：斜交線 18世紀後半 九州

９ 染１ ↑ 皿 13.3 4.2 ７２ 銘款：渦「福」／外：厩草/内：五弁花 18世紀後半 肥1１ i(波佐則

１０ 染イ↑ 皿 1４ 2.3 ４６ 18世紀後半 肥iｉ i(波佐見）

１１ 染イ 1． Ⅲ 14.2 ４ ８３ 蛇の目凹形高台/銘款:渦｢桶｣/内：松竹梅・蛸唐草 1780～1860 肥『

1２ 染イ↑ 皿 13.2 2.3 ４６ 初期伊万里 1610～1630

1３ 陶器 瓶 ８

1４ 陶器 瓶 5.6

1５ 陶器 喪 30.8 18世紀前半 肥前

1６ 陶器 饗 2０ 肥向

1７ 陶器 饗 1９ 叩き成形 肥Ｗ

1８ 陶器 饗 23.6 18.4 肥間

1９ 陶器 播鉢 (3４ 4） 3４

2０ 陶器 播鉢 ０４ 4） 18世紀後半 肥1１

２１ 陶器 播鉢 (2９ ① 18世紀後半 肥1１

2２ 陶器 播鉢 (2９ ① 18世紀後半 肥1１

2３ 陶器 播鉢 (2９ ０ 18世紀後半 肥iｌ

2４ 陶器 鉢 (2８ 4）

2５ 瓦 軒丸 1０ 5.7 ４ 径１４．５cm/珠文１６/巴反時計回り

2６ 瓦質土器 火鉢 9.4 8.6 5.5 在地

SKO18 １ 陶器 碗 9.6 6.2 ４ 外：刷毛目 1650～1690 肥前



表７火災処理土坑出土遺物観察表⑥

－３４－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

２ 陶器 碗 10.6 6.9 4.6 18世紀中頃 京都･信楽

３ 陶胎染付 碗 9.6 ６７ ４２ 18世紀前半 肥間

４ 陶胎染付 蓋付鉢 1０ ６８ ４５ 18世紀前半 肥向

５ 染付 碗 8.2 ４２ ３５ 外 コンニャク印判紅葉 1690～1740 肥向

６ 染イ ↑ 碗 7.7 ４４ ３７ 外 コンニャク印判 1690～1740 肥前

７ 染イ 1． 碗 10.1 ５４ ４２ 外 コンニャク印判団観十若松 1690～1740 肥向〕

８ 染イ ↑ 碗 10.1 ５４ ４２ 外 コンニャク印判団鶴十若松 1690～1740 肥前
。
■
Ⅱ
Ⅱ
卓

９ 染イ ↑ 碗 10.4 ６３ ４４ １３とセット 1700～1740 肥iｉ
白
け
Ⅱ
Ⅱ
□

10 染イ ↑ 碗 10.2 ５８ ４２ 銘款：崩れ「大明年製」 1700～1740 肥向
◆
▲
■
■
Ｐ

11 染イ 1． 碗 9.4 ５７ ３８ 1700～1740 肥向ｉ

1２ 染イ ↑ 碗 9.7 ５ ４２ 銘款：崩れ渦「福」 1700～１７４０ 肥向 』

１３ 染イ ↑ 蓋 9.3 2.9 ４４ ９とセット 1700～1740 肥前 ｉ

1４ 染｛ ↑ 皿 13.4 3.4 ７８ 銘款：「大明年製」崩れ/内：コンニャク五弁花 1680～1740 肥向i(波佐見）

1５ 染付 皿 13.2 3.4 ７５ 銘款：「大明年製」崩れ/内：コンニャク五弁花 1680～1740 肥向 i(波佐則

1６ 陶器 鉢 ７５

SK360 １ 染付 碗 1０．１ 5.1 ４３ 外：コンニャク印判桐葉 1690～1740 肥＃

２ 染付 碗 (10.4） (5.6） (４ 3） 銘款：渦「福」 1700～1750 肥向

３ 染付 碗 (４ 0） 銘款：「大明年製」 1680～1740 肥向

４ 陶胎染付 碗 (１０．０ 6.7 ４２ 18世紀前半 肥iｉ

５ 陶器 碗 (10.4） 7.5 ４８ 外：刷毛目 1650～1690 肥１１

６ 陶器 碗 (４ O） 京焼風陶器/呉器手碗 1680～1690 肥間

７ 白磁 碗 8.8 5.7 ４４ 色絵素地？ 17世紀後半 肥１１

８ 陶器 碗 (３ 6） 京焼風陶器/高台無袖 1680～1690 肥１１

９ 色絵染付 小碗 6.2 3.1 ２５ 外：羽子板羽根 1710～1740 肥向

1０ 染付 皿 9.6 2.2 ６３ 口紅/内：コンニャク印判/外唐草文/銘款｢大明成化年製」 18世紀前半 肥前

1１ 染イ Ｉ 皿 ７４ 蛇の目凹形高台 1740～1780 肥iｉ

1２ 染イ ↑ 皿 (14.2》 ロクロ型打/外：唐草/内：陽刻花文 18世紀前半 肥向

１３ 染{『 皿 (14.0ハリ支え/内：山水文/発色不良 18世紀前半 肥前

1４ 染イ Ｉ 皿 12.2 3.6 ４ 見込蛇の目袖剥ぎ/折松葉文
１７世紀後』
1811坊

一

夕
今
今

肥向

1５ 染イ ↑ 皿 (12.3 3.6 ４ 見込蛇の目軸剥ぎ/折松葉文
17世紀後』
l８ｆｌＭ

一
》
Ⅷ

〃
・
ぞ
１
－ 肥Ｗ

1６ 染イ Ｉ 紅皿 (6.6） (2.4） (2.8） 外：笹 18世紀中頃 肥向

1７ 染イ ↑ 紅皿 6.6 2.7 2.9 外：笹 18世紀中頃 肥向

1８ 白磁 猪口 5.2 17世紀前半 肥1１

1９ 陶器 皿 (20.2） 5.2 ７ 刷毛目/見込蛇の目袖剥ぎ 1680～1690 肥＃

2０ 土師器 焼塩壷 7.2 2.1 8.2 布目アリ 1720～1740 堺

2１ 染付 瓶 3.2 14.5 4.5 外：蛸唐草 18世紀前半 肥前

2２ 染付 水注 (４２） 18世紀中頃 肥前

2３ 色絵染付 香合 鶏／SKl51-6と同一個体 18世紀前半 肥前

SK210 １ 土師器 焼嬉壷著 7.6 ２ 8.4 布目アリ １８世紀中頃 堺

２ 土師器 焼塩壷 ８．５ 6.4 6.4 布目アリ／｢サカイ泉州磨生御塩所」 1720～1740 堺

３ 土師器 焼塩壷 16.9 19.2 11.2 布目アリ／｢泉湊伊織」 18世紀中頃 堺

４ 白磁 蓋 7.4 3.8 2２ 壷蓋 １７世紀前半 肥前

５ 染付 蓋 9.4 2.5 3.4 銘款「大明年製」 1700～1730 肥iｉ

６ 染付 蓋 (10.① 蓋付鉢/外：氷裂地菊花 １８世紀前半 肥向

７ 染付 碗 9.9 5.3 7.1 外 雲竜＊混入品か？ 1780～1810 肥iｉ

８ 染付 紅皿 ６ 2.1 3.2 外 笹 18世紀中頃 肥向

９ 陶器 香炉 (16.2》 (8.9） (10.0, 18世紀前斗 京都･信楽

１０ 陶器 饗 16.2 27.2 14.6 18世紀向 i斗 肥前

11 陶器 播鉢 (32.4）(14.1）(16.6） 叩き成形 １８世紀向 i斗 肥Iｉ

SK151 １ 色絵染付蓋付小鉢 (4.4） (2.7） (1.6） 18世紀向 i半 肥前

２ 染付 碗 (10.2） 外：コンニャク印判団餌十若松 1690～1740 肥向

３ 陶器 碗 (11.0,(6.5） (4.2） 刷毛目 1650～1690 肥１１

４ 染付 皿 (12.9》 (3.2） (4.7） 1630～1640 肥向

５ 陶器 播鉢 18世紀前半 堺

６ 色絵染付 香合 頚／SK360-23と同一個体 18世紀前半 肥前



２．その他主要遺構

火災処理土坑以外に確認された遺構については、土坑（ＳＫ)、井戸（SE)、建物跡（SB)、不明遺柵（ＳＸ）小

穴（Pit）等がある。

これらの遺構群については、その出土遺物から概ね16世紀末～１７世紀初頭、１７世紀前半、１７世紀後半～18世紀

中頃、１８世紀後半、１８世紀末～19世紀初頭、１９世紀前半～中頃、明治以降の７つの時期に、それぞれ分類するこ

とができた。

以下、今回の調査で確認された主要遺構について、遺構図及び観察表を提示し、その他の遺櫛群の調査報告に

変える。
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構観察表①

4４

遺構種 鋤播号 グリッド 形態 時期 規模(c､） 備 考 挿図番号

SＫ 452 Ｎ－５ 不整円形
6世 三ノ

ー

己
７
<～

ﾅ錦細函 l70x70x45 京都系土師器と唐津がセットで出土 第26図

SＫ 269 Ｎ－５ 不整円形
6世己
７
槙～
廿紀初而 （）x115x16 中国染付碗Ｅ群十京都系土師器 第82図

ＳＫ 363 ０－５ 不整円形
6世 三銭

ｉ

己
７ 初耐

～

紀 24lｘ（）ｘ9０ SK305＞ＳＫ３６３ 第82図

ＳＫ 391 ０－５ 不整円形
6世 急

ノ
ｉ

己
７

一
言
、

ｆ紀初和 （）ｘ７５ｘ３２ SK384＞ＳＫ３９１ 第82図

ＳＫ 392 ０－４ 不整円形
6世 一

『
ノ
ｉ

己
７

一
ざ
、

ﾅ紀初菰 （）xl63x28 SK390・Pit428＞ＳＫ３９２ 第82図

Piｔ 421 Ａ－５ 隅丸方形
6世 二

ノ
ｉ

己
７
横～
廿紀初頭 38ｘ３２ｘ４７ SK392＞Pit421 第82図

SＫ 444 Ｎ－４ 長円形
6世 言

ノ
ｉ

己
７
坂～
M線初萌 l33x（）×4６ 胎十日積唐津十防長系播鉢 第82図

SＫ 762 Ｂ－７ 隅丸長方形
6世 言″

１

己
７
帳～
廿紀初而 (210)×（）ｘ3２ 胎十日唐津十?州窯系染付皿 第82図

SＫ 763 Ｃ－７ 隅丸方形
6世 －

２
ｉ

巴
７
K～
廿紀初師 （）ｘ（）ｘ8０ 備前焼薬研 第82図

SＫ 454 Ｎ－５ 不整形
16世 言

ノ
ｉ

己
７
ドー
廿紀初面 （）x320xl5 南端部に集石あり 第82図

SＸ 225 ０－３ １７世紀前半 35ｘ1０ 石列/建物の礎石又は雨落ち状の遺構と考えられる 第24図

SＸ 307 Ａ－４ 長円形 17世紀向i半 385ｘ５３ｘ５ 石列/建物の雨落ち状の遺構か？ 第24図

SＫ 259 Ｎ－６ 円形 17世紀向i半 94ｘ８８ｘ３８ 唐津・財塙・砥石が出土する 第25図

SＫ 267 ０－６ 長円形 17世紀向i半 (165)ｘ(110)ｘｌ２３ 砂目唐津と初期伊万里がセットで出土 第26図

Piｔ 278 Ｎ－６ 長円形 １７世紀向i半 96ｘ６４ｘ３７ 柱穴状の小穴に石が詰まった状態検出される 第25図

Piｔ 280 Ｎ－６ 長円形 17世紀向i半 55ｘ４３ｘ２６ 柱穴状の小穴に石が詰まった状態検出される 第25図

ＳＫ 295 Ｎ－３ 隅丸方形 17世紀間i半 232x221x130 大型土坑/湧水点まで掘り下げられている 第26図

ＳＫ 305 ０－６ 隅丸方形 17世紀向i半 308x267x138 大型土坑/湧水点まで掘り下げられている 第26図

ＳＫ 315 ０－３ 長円形 17世紀間j半 l52x102x56 砂目唐津と初期伊万里がセットで出土 第26図

Piｔ 398 ０－３ 円形 17世紀向j半 60ｘ５８ｘ３２ 柱穴状の小穴に集石がやや浮いた状態検出される 第25図

ＳＫ 432 Ａ－３ 隅丸方形 17世紀向i半 353x298x142 大型土坑/湧水点まで掘り下げられている 第25図

SＥ 755 Ｃ－６ 隅丸方形 17世紀向i半 222ｘ(222)ｘ9３ 井戸の最深部を石組みによって囲んでいる 第27図

ＳＫ 261 Ｎ－６ 隅丸方形 17世紀向j半 100×（）×3０ SK171＞ＳＫ２６１ 第82図

ＳＫ 298 Ｎ－３ 円形 17世紀間i半 SK229＞ＳＫ２９８ 第82図

ＳＫ 300 ０－４ 隅丸長方形 １７世紀向i半 l83x137xll7 第82図

Piｔ 306 Ｎ－４ 円形 17世紀向i半 第82図

ＳＸ 326 ０－４ 17世紀向i半 64ｘ７ 石列 第82図

ＳＫ 329 Ａ－６ 17世紀向i半 SK313＞SK327＞ＳＫ３２９ 第82図

ＳＫ 349 Ａ－７ 円形 １７世紀向i半 100~xllO~ｘ7５ SK346＞ＳＫ３４９ 第82図

Piｔ 353 Ｎ－３ 円形 17世紀向i半 40ｘ４２ｘ５０ 第82図

ＳＸ 420 ０－４ 不整形 17世紀向i半 447ｘ２６６ｘ６ 集石あり／SK383＞SX415＞ＳＫ４０３ 第82図

Ｐ ｔ 436 ０－５ 長円形 17世紀向i半 第82図

Ｐｔ 474 Ｎ－３ 長方形 17世紀向i半 44ｘ３０ｘ３９ 第82図

Ｐ ｔ 477 Ａ－６ 長円形 17世紀向i半 (80)ｘ５７ｘｌ４ 第82図

SＫ 528 Ｂ－３ 隅丸長方形 １７世紀向i半 215xl72x104 SK524＞SK527＞ＳＫ５２８ 第82図

整地層 530 Ｂ－３ 17世紀向i半 第82図

SＫ 531 Ｃ－４ 17世紀向i半 SK531＞ＳＫ５３９ 第82図

SＫ 541 Ｂ－３ 長円形 17世紀向i半 l56X120x27 Ｐit534.537＞ＳＫ５４１ 第82図

SＫ 741 Ｂ－６ 不整形 17世紀向i半 l10x140x29 第82図

SＫ 748 Ｃ－７ 不整円形 17世紀向i半 210~xllO~ｘ109 第82図

SＫ 749 Ｂ－７ 長円形 17世紀向i半 l25X96x90 SK744＞ＳＫ７４９ 第82図

SＫ 759 Ｂ－６ 不整形 17世紀向i半 280~x254x97 ＳＥ755＞ＳＫ７５９ 第82図

SＫ 765 Ｃ－７ 隅丸方形 17世紀向i半 98ｘ７２ｘ２５ SK766＞ＳＫ７６５ 第82図

SＸ 801 Ｎ－４ １７世紀向i半 石列／Pit303＞SX801 第82図

整地届 802 Ｎ－７ 17世紀間i半 ｢上紺■（屋か？）町金作」墨書唐津出土 第88図

整地層 415 ０－３ 17世紀向i半 初期伊万里・砂目唐津・備前播鉢 第82図

Ｐiｔ 268 Ｎ－５ 長円形 17世紀向i半 l30x108x30 第82図

SＫ 292 Ｎ－７ 隅丸方形 １７世紀間i半 7lｘ（）×2２ ＳＫ２１２＞Pit292＞Pit264 第82図

SＫ 341 ０－３ 不整形 17世紀向i半 300×（）ｘ9４ Pit320・Pit319＞ＳＫ３４１ 第82図

SＫ 390 ０－４ 長円形 17世紀向間 SK390＞ＳＫ３９２ 第82図

SＫ 397 ０－３ 不整形 17世紀向科 SK397＞Pit398 第82図

Ｐiｔ 488 Ｎ－４ 円形 17世紀向筒 40ｘ３０ｘ３０ 第82図

Ｐiｔ 491 Ａ－３ 円形 17世紀向同 第82図

SＫ 501 Ｎ－５ 17世紀向科 74ｘ４６ｘ７９ Pit484.485＞ＳＫ５０１ 第82図

Ｐiｔ 503 Ｎ－４ 円形 17世紀向i斗 第82図

Ｐiｔ 504 Ａ－４ 円形 17世紀向i半 第82図



遺構種 騨騒号グリッド 形態 時期 規模(c､） 備 考 挿図番号

Ｐiｔ 508 Ｎ－５ 円形 17世紀前半 第82図

SＫ 539 Ｃ－３ 不整円形 17世紀前半 ＳＫ536.531＞ＳＫ５３９ 第82図

SＫ 540 Ｂ－４ 17世紀前半 SK533＞ＳＫ５３１ 第82図

整地層 542 Ｂ－３ 17世紀
h4

第82図

SＫ 339 Ａ－４ l7i1紀1噸~俊半 200ｘ（）ｘｌ９ SX309＞SK339＞ＳＫ３４０ 第81図

Ｐiｔ 223 Ａ－５ 17世紀1噸~後半 第81図

SＸ 309 Ａ－５ １７雌1噸~畔 l23x7 石列/SX309＞SK339＞ＳＫ３４０ 第81図

SＸ 310 Ａ－５ 17世紀中頃~畔 68×８ 石列/SK308＞ＳＸ３1０ 第81図

SＫ 327 ０－６ 17世紀【噸~畔 ＳＫ３１３＞ＳＫ３２７ 第81図

SＫ 333 Ａ－６ 17世紀1噸~畔 （）xl30xl8 SK313・ＳＫ３２８＞ＳＫ３３３＞ＳＫ３４４ 第81図

Ｐiｔ 336 Ｎ－３ 17世紀'噸~後半 Pit304＞Pit336 第81図

SＫ 340 Ａ－４ 17雌1噸~後半 250×l87x58 SX309＞SK339＞ＳＫ３４０ 第81図

Piｔ 461 Ａ－５ 円形 17雌噸~後半 70ｘ７０ｘｌ５ SK461＞ＳＫ４９９ 第81図

SＫ 499 Ａ－５ 長円形 17噸噸~後半 l70x45~ｘ3９ SK461＞ＳＫ４９９ 第81図

SＫ 517 Ｂ－４ 17悩帥頃~後半 llrx96~ｘｌｌ SK517＞ＳＫ５２７ 第81図

SＸ 527 Ｂ－３ l7i蝿1噸 SK517＞ＳＫ５２７＞ＳＫ５２８ 第81図

SＥ 500 Ｃ－４ 不整円形 17世紀後半 （）×（）ｘｌ６２ 裏込部に石を秘める状況で確認される 第27図

Piｔ 2７ Ｎ－３ 17世紀後半 SKO23＞０２７ 第81図

SＫ 367 Ｂ－４ 17世紀後半 第81図

Ｐiｔ 370 Ｃ－３ 17世紀後半 第81図

SＫ 515 Ｂ－４ 不整円形 17世紀後半 184~×88~ｘ3７ SK515＞ＳＫ５１８ 第81図

SＫ 516 Ｂ－３ 長円形 17世紀後半 SK516＞ＳＫ５１７＞ＳＫ５２８ 第81図

SＫ 518 Ｂ－４ 長円形 17世紀後半 SK518＞ＳＫ5１９．５２０ 第81図

SＫ 519 Ｂ－３ 長円形 17世紀後半 l26x47~ｘ2５ ＳＫ５１８＞ＳＫ５１９ 第81図

SＫ 522 Ｂ－３ 長円形 17世紀後半 168~×70~×2９ 第81図

SＫ 524 Ｃ－４ 長円形 17世紀後半 llOx82x22 SK524＞ＳＫ５２７＞ＳＫ５２８ 第81図

SＫ 533 Ｂ－４ 17世紀後半 第81図

SＫ 743 Ｂ－４ 17世紀後半 瀬戸・美濃産陶器蓋 第81図

SＫ 750 Ｃ－６ 長円形 17世紀後半 ll6x50x11 SK750＞ＳＫ７５２ 第81図

SＫ 761 Ｃ－７ 隅丸長方形 17世紀後半 83~x104X82 第81図

整地層 493 Ｂ－３
17世紀中唄～
181什紀前半 第81図

SＫ 229 Ｎ－４ 長方形 18世紀Ii畔~頓 （）xl20x79 遺構の北半部は調査区外となる 第27図

SＫ 274 Ａ－３ 円形 18噸i畔~中頃 l38Xl30x82 第27図

SＫ 478 Ｃ－３ 長方形 18雌ii畔~中頃 (270)×(130)ｘ4５ 遺構の南端部が調査区外となる 第27図

Ｐiｔ １１９ Ａ－３ 長円形 18雌i畔~中頃 45ｘ３５ｘｌｌ 第80図

SＫ 180 Ａ－３ 不整円形 181鯉iii伴~Ｉｌ１頃 124×l00x24 SKl51＞ＳＫ１８０ 第80図

SＸ 286 Ｂ－３ 18世紀前半~中頃 第80図

Ｐiｔ 348 Ａ－７ 長円形 18世紀前半~【噸 80~×8４ SK338＞ＳＫ３４８ 第80図

SＫ 372 Ｂ－３ 18世紀i畔~【噸 220×17~ｘ3５ SXl81＞ＳＫ３７２ 第80図

Ｐiｔ 428 Ａ－４ 円形 18世紀緋~【|頓 60ｘ５５ｘ９５ ＳＫ３９０・Pit428＞ＳＫ３９２ 第80図

SＫ 483 Ｂ－３ 長円形 18世紀ii畔~中頃 l54x103x23 第80図

Ｐiｔ 304 ０－３ 方形 18世紀Iiii半~中頃 37×27~×4４ Pit304＞Pit336 第80図

Ｐiｔ 312 Ｃ－３ 円形 l8i雌ii畔~中頃 72ｘ７０Ｘ２２ 第80図

整地層 342 ０－３ 18雌前半~中頃 第80図

SＫ 368 Ｂ－３ 長円形 18雌ii畔~中頃 90ｘ６３ｘ３６ 第80図

Ｐiｔ 482 Ｃ－４ 円形 18雌前半~中頃 57ｘ５４ｘ１４ 第80図

整地層 514 Ｂ－３ 18世紀ii畔~1噸 第80図

ＳＥ 1０６ Ａ－４ 円形 18雌1噸 256ｘ(256)xl50~SE118＞施106 第30図

Ｐiｔ 319 Ａ－３ 円形 18世紀[噸~後半 84×34~×1５ SK341＞Pit319 第79図

SＫ 206 Ｎ－５ 方形
18世紀末～
191廿錦如而 117×１１４×8３ 最上面に瓦等が敵かれる状態で検出される 第29図

SＫ 254 ０－５ 隅丸長方形 18世紀後半 290xl55xl74 SK209＞ＳＫ２５４＞ＳＫ２５７ 第30図

SＫ 704 Ａ－７ 長円形 18世紀後半 175×130×6５ SK136＞Pit237＞ＳＫ７０４ 第28図

SＫ 156 ０－４ 円形 18世紀後半 100~ｘ９０ｘ５３ SK156＞ＳＫ１２９・ＳＫ１８８ 第79図

SＫ 178 ０－３ 方形 １８世紀後半 88~×9ｌｘ３ SKO28＞ＳＫ１７８ 第79図

Ｐiｔ 203 Ａ－３ 円形 18世紀後半 48ｘ４４ｘ２３ 第79図

SＫ 211 ０－６ 18世紀後半 SK153＞ＳＫ２１１＞ＳＫ２１５ 第79図

構観察表②
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遺構種 遡溌号グリッド 形態 時期 規模(c､） 備 考 挿図番号

Ｐiｔ 237 Ａ－７ 円形 １８世紀後半 60ｘ５５ｘｌ７ SK136＞Pit237＞ＳＫ７０４ 第79図

Ｐiｔ 238 Ａ－７ 円形 １８世紀後半 65ｘ５５ｘ３１ 第79図

ＳＫ 257 ０－５ 隅丸方形 18世紀後半 30~x150x105 SK254＞ＳＫ２５７ 第79図

ＳＫ 265 ０－６ 18世紀後半 （）ｘ８５ｘ２５ SK265＞ＳＫ２７２ 第79図

ＳＫ 313 Ａ－６ 長円形 18世紀後半 l66xlOOx75 SK313＞ＳＫ3３３．３２７．３２９ 第79図

ＳＫ 328 Ａ－５ １８世紀後半 l20x80x37 SK328＞ＳＫ3３３．３４４ 第79図

Piｔ 362 Ｂ－３ 長円形 18世紀後半 50ｘ３０ｘｌＯ SX181＞Pit362 第79図

整地層 405 Ｃ－３ 18世紀後半 SD405＞ＳＫ4８０．４７８ 第79図

Piｔ 204 Ａ－３ 円形 18世紀後半 30ｘ２７ｘ４０ 第79図

SＫ 308 Ａ－５ 18世紀後半 l60x130~ｘｌ３３ SK308＞ＳＸ３1０ 第79図

SＸ 521 Ｃ－３ 18世紀後半 l98xlO5x3 第79図

SＸ 181 Ｂ－３ ｢．｣字状
8世己後半～
9冊紀初面 lO5x45 建物の基礎か？/溝状遺構に石が詰まった状態 第30図

SＸ 230 ０－３
8世己後半～
91廿紀初而 58ｘｌ５ 石列 第78図

SＫ 2５ Ｎ－３ 円形
8世己末～
91廿紀初而 SKO25＞ＳＫＯ２３ 第78図

SＫ 117 Ａ－４ 長円形
8世己末～
９１廿緑初而 l00x57~ｘｌ５ 第78図

SＫ 185 Ａ－５ 円形
8世己末～
9価紀初頭 95ｘ９５ｘ５７ 第78図

SＫ 206 Ｎ－５ 方形
１８世 己末～
9出紀初耐 l17x114x83 最上面に瓦等が敷かれる状態で検出される 第29図

Piｔ 201 Ａ－７ 円形
1８ 己末～
９１廿紀初詑 78~ｘ７７ｘ３０ SK136＞Pit201 第78図

ＳＫ 233 ０－５ 長円形
8世己末～
９１廿紀初而 45~x130x40 SＫ220.226＞SK133＞SK245＞ＳＫ２５４ 第78図

ＳＫ 239 Ａ－７ 長円形
8世己末～
9出紀初苑 75~xl24x57 SK239＞SE250（裏込） 第78図

ＳＫ 245 ０－５ 隅丸長方形
8世 己末～
9出紀初而 67~xll2x50 SＫ220.226＞SKl33＞SK245＞ＳＫ２５４ 第78図

Piｔ 371 Ｃ－６ 長円形
8世己末～
9f廿紀初而 l24x90xl7 SK371＞Ｐit3７７．３８２ 第78図

ＳＫ 723 Ｂ－７ 長円形
8世 己末～
9世紀初頭 157~ｘ７７ｘ５０ SK717＞ＳＫ７２３ 第78図

ＳＫ 727 Ｂ－６ 隅丸長方形
8世己末～
9柵銀初而 89ｘ７５ｘｌ６ SＫ720.724＞ＳＫ７２７ 第78図

Ｐiｔ ５ ０－４ 長円形
8世己末～
9出紀初頭 SKOO5＞010／陶器灯火具 第78図

Ｐiｔ ８ Ｎ－４ 長円形
8世己末～
9世紀初耐 SKOO8＞０１０ 第78図

ＳＫ ９ Ｎ－４ 隅丸長方形
8世己末～
９１廿紀初而 SKOO9＞０１０ 第78図

ＳＫ 1６ Ｎ－４ 長円形
8世己末～
91廿線初而 SKO16＞０１８ 第78図

SＫ 2０ Ｎ－４ 円形
18世 己末～
91廿紀初而 SＫＯ２３．０２８＞020 第78図

SＫ 189 Ｎ－７ 長円形
18世 己末～
９１廿紀初而 ll6x26~ｘ2０ 第78図

SＫ 196 ０－６ 円形
18世 己末～
９１廿紀初而 l12xlOOx72 SK215＞１９６ 第78図

SＫ 220 ０－５ 円形
18世 己末～
9出紀初面 l02x104x30 SK220＞245,254／広東碗 第78図

ＳＫ 707 Ｂ－６ 不整円形
18世 己末～
9出紀初師 第78図

ＳＫ 735 Ｂ－７ 長円形
18世 己末～
9冊繰初面 ll8x82X42 第78図

ＳＥ 118 Ａ－３ 円形 18世砿~11胎1M隙 (240)ｘ（）ｘｌ６０ 上面を撹乱に切られる/凝灰岩割り抜きによる井筒 第32図

ＳＥ 250 ０－７ 円形 18111珠~聯鵬 323ｘ(320)xl30‐ 瓦組上げによる井筒 第32図

SＫ １３７ Ａ－３ 長円形 19慨2前半~中頃 l80xl37x47 SK37＞ＳＫ１９５ 第31図

SＫ 184 Ａ－７ 円形 19雌前半~中頃 l61xl35x80 SK184＞ＳＫ２０１ 第31図

SＫ 330 Ａ－６ 円形 l9ii紀前半~[噸 285x262xl28 SK369＞ＳＫ３３０ 第31図

SＫ 728 Ｃ－７ 方形 19世紀前半~中頃 244xl76x30 SＫ709.724＞ＳＫ７２８ 第31図

Ｐiｔ 221 Ａ－５ 長円形 19世紀前半~噸 50ｘ３５ｘ３３ 第77図

SＫ 222 Ａ－５ 円形 19世紀前半~中頃 80Ｘ７５ｘ３０ 第77図

Ｐiｔ 247 Ａ－６ 長円形 19班前半~中頃 86ｘ50~ｘ4６ 第77図

SＫ 724 Ｃ－６ 長円形 19慨揃半~中頃 l92xll4x23 SK716＞SK724＞ＳＫ７２８ 第77図

Ｐiｔ 120 Ａ－３ 円形 19雌前半~中頃 65ｘ45~ｘ3９ SKl98＞Pitl20 第77図

SＫ 198 Ｂ－３ 19噸前半~中頃 SX198＞181 第77図

Ｐiｔ 200 Ａ－５ 19雌前半~中頃 第77図

Ｐiｔ 227 Ａ－３ 19世紀jiii半~中頃 第77図

SＫ 311 Ｃ－３ 19世紀iii半~中頃 l22x68x18 SK311＞ＳＸ１８１ 第77図

Ｐ ｔ 702 Ｃ－７ 円形 19雌前半~中頃 80Ｘ７２ｘ３６ SK702＞716／土製人形 第77図

Ｐ ｔ 703 Ｃ－６ 隅丸方形 19雌前半~中頃 45~ｘ47~Ｘ3４ SK726＞703＞７１６ 第77図

Ｐ ｔ 2２ Ｎ－３ 長円形 明治～ 81ｘ４０ｘｌＯ 礎石建物SB800の一部 第33図

Ｐ ｔ 197 Ｎ－７ 長円形 明治～ 90ｘ６４ｘ２０ 礎石建物SB800の一部 第33図

SＫ 369 Ｂ－６ 隅丸長方形 明治～ (195)xl57x82 SK369＞ＳＫ３３０ 第31図

ＳＢ 800 明治～ 礎石建物 第33図

SＫ 719 Ｂ－７ 円形 明治～ ll3x60~ｘ6５ SＫ709.724＞SK728/緑軸瓶掛（墨書入り）混入 第77図

表１０遺構観察表③
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遺構観察表④表１１

３．その他主要遺構出土遺物

火災処理土坑以外に確認された遺構から出土した遺物については、陶磁器類（肥前陶磁器・関西系陶器・瀬戸・

美濃産陶磁器・備前焼・輸入陶磁器類）を主体に、瓦、瓦質土器（火鉢・培焔)、土師器（京都系土師器・糸切

り土師器)、金属器（銭・管）等がある。

これらの遺物群については、遺構でも述べたように、概ね、１６世紀末～17世紀初頭、１７世紀前半、１７世紀後半

～18世紀中頃、１８世紀後半、１８世紀末～19世紀初頭、１９世紀前半～中頃、明治以降の７つの時期に分類すること

ができた。

以下、今回の調査で出土した遺物の中でも火災処理関連遺構以外から出土した遺物について、その実測図及び

遺物観察表を提示し、出土遺物についての調査報告に変える。

－４７－

遺構種 澱播号グリッド 形態 時期 規模(c､） 備 考 挿図番号

SＫ 1７ Ｎ－４ 長円形 明 ヘ
ム
ロ ｌ２０ｘ６０Ｘ５ SKOl7＞０１８ 第77図

SＪ 142 ０－７ 円形 明 台～ 40ｘ３８ｘ２５ SJl42＞SE250/埋め饗 第77図

ＳＫ 152 Ａ－３ 明 一ム
ロ 81Ｘ７０ｘ３０ SKl21＞ＳＫ１５２＞ＳＫ１５１ 第77図

SＫ 165 Ａ－３ 明 へ
ム
ロ l10x68x45 第77図

SＪ 190 ０－７ 明Ｉ台～ 92~Xll5~ｘ2０ SJl90＞ＳＫ１７１ 第77図

ＳＫ 375 Ｂ－６ 明‘ ヘム
ロ 135~ｘ７５ｘｌＯ SK369＞ＳＫ３７５ 第77図

SＸ 380 Ｂ－７ 明 一
ム
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表１２その他主要遺構出土遺物観察表①

－８７－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＫ３６９ １ 染付 蓋 9.1 2.7 3.4 外：月・ススキ・雁/2とセット 丘代

/330 ２ 染イ ↑ 碗 10.4 ４８ 3.7 外：月・ススキ・雁／１とセット 丘代

３ 染｛ 1． 蓋 (9.0） ２６ ３ 花 丘代

４ 染イ 1． 碗 ９６ ４６ 3.6 菊/漢詩/価 丘代

５ 染イ ↑ 碗 ９３ ４９ 3.3 菊 丘代

６ 染（ ↑ 碗 ８８ ８２ ６ 型紙摺り 丘代

７ 染（ ↑ 碗 ８1 ７1 4.4 外：雁・葦・月／内：山 丘代

８ 染イ Ｉ 皿 ９７ １７ ６ ｢浪巷梅屋」 丘代

９ 染イ１ 皿 10.2 ２１ ６ 壷・花／「為雲為柄楚裏正」 丘代

1０ 染イ↑ 皿 9.5 ２５ 4.6 龍 丘代

11 染イ 1． 皿 10.3 １８ ６４ 牡丹と獅子 丘代

1２ 色絵染付 皿 1０ 1９ ５７ 人物 丘代

1３ 色絵染付 皿 9.9 １９ ５６ 人物 丘代

1４ 色絵典付 皿 9.6 ２８ ５８ 人物 丘代

１５ 染付 皿 8.2 ２３ ３ 菊・熊 丘代

1６ 染付 碗 ９．９ ６６ 5.7 陶胎 丘代

1７ 染付 k指 15.6 ６２ ７８ 丘代

1８ 色催染付 1,杯 6.4 ２８ ２４ 船・網1： 丘代

1９ 色絵染付 1,坪 ６１ ３２ ２４ 軍配・蘭浦 丘代

2０ 色絵染付 1,杯 ６８ ３ ２６ 色絵井 地 丘代

2１ 色絵染付 1,坪 ６８ ３ ２６ 色絵井 地 丘代

2２ 色絵染付 1,坪 ６６ 3.2 ２４ 銘竹・椎 丘代

2３ 也絵染付 1,坪 ７２ ３２ ３ 若松・側 丘代

2４ 色絵染付 1,坪 ６６ ２５ 2.4 ｢富iAi隆作」 丘代

2５ 染付 1,坪 ６６ ５１ ３ 丘代

2６ 染｛ Ｉ 1,坪 ６５ ４７ 2.4 丘代

2７

2８

染イ

染｛

↑

Ｉ

1,杯

1,坪

７

6.8

４
’
４

６
’
９

2.8

2.8

丘代

丘代

2９ 染（ 1． 1,坪 ７ ４８ 2.6 丘代

3０ 染{'。 レンゲ 近代

3１ 染（ ↑ 蓋 8.8 2.7 3.7 端反碗鎧/環状松竹梅・雷文滞/花 1820～1860 肥前

3２ 染（ ↑ 蓋 8.8 ２５ ４1 花 18世紀後半 肥前

3３ 染（ ↑ 小碗 6.7 ５６ ２８ 筒丸形碗 1850～1860 肥前

3４ 染イ ！ 碗 1０ ５５ ４１ 端反慰 1850～1860 肥前

3５ 染イ Ｉ 碗 9.8 ５６ ３６ 端反， 1850～1860 肥前

3６ 染イ 1． 碗 10.3 ５６ ４ 端反砂 1850～１８６０ 肥前

3７ 染イ l・ 碗 1０ ６ 3.6 端反聯 1850～1860 肥前

3８ 矧 ↑ 碗 1０ 5.6 ４ 端反附 /三亜格子文 1850～1860 肥前

3９ 劉 ↑ 碗 9.8 ５５ 3.2 端反研 1850～1860 肥前

4０ 概 ↑ 碗 10.4 ５９ ３８ 端反研 1850～１８６０ 肥前

4１ 染{1． 碗 1０ ８ ４９ ３８ 端反研/見込み蛇の目袖剥ぎ 1850～1860 肥前(i雌則

4２ 染{Ｉ 碗 1１ ７ ６６ ４５ 端反附 1850～１８６０ 肥前

4３ 染イＩ 碗 1１ ７ ６７ ４８ 端反附 /花・鶴 1850～1860 肥前

4４ 染イ↑ 碗 11５ ６７ ４４ 端反碗/棚 1850～1860 肥前

4５ 色絵染付 1,碗 8.8 ３ ４３ 肥前

4６ 色絵染付 l,碗 8.7 4.5 ２８ 肥前

4７ 陶器 l,碗 8.6 4.3 ２９ 端反碗/高台無袖
18仙紀フ
l９ｉ

一
一
△
、

t紀中城 京・信楽

4８ 陶器 l,碗 ９ ５ ３ 端反碗/高台無袖
181世紀フ
1９１

一言
、

己中賊 城 信楽

4９ 陶器 l,碗 6.6 4.7 2.6 緑利l/高台撫紬 関Ｉ
．
Ｉ

5０ 陶器 l,碗 ６５ ４６ 2.8 緑紬/高台撫袖 関Ｉ
・
１

5１ 白磁 皿 ８６ ２５ 3.6 見込み蛇のｕ袖剥ぎ 肥前

5２ 土師器 皿 ５６ １１ 2.6 施袖かわらけ

5３ 土師器 1m ５４ ０９ ３ 施袖かわらけ

5４ 白磁 皿 ９３ ２ ５ 寿文 19世紀中頃 美濃

5５ 白磁 皿 12.7 3.9 7.2 蛇のullI1型間台/足付きハマ痕アリ 1780～1860 肥前

5６ 陶器 皿 9.5 1６ 小判IⅢ/緑利l/龍 1830～1844 淡路

5７ 染付 皿 1３．３ ３１ 8.2 蛇の目凹形i１． 台/内 山水/外：唐草 1820～1860 肥Iｉ

5８ 染付 皿 1３ ３１ 8.1 蛇のⅡ凹形i:． 台/外 唐草 1820～1860 肥Iｉ

5９ 染付 皿 13.5 ４２ 7.9 蛇の目凹型高台/足｛tきハマ痕アリ／雷文帯/花 1780～1860 肥前



表１３その他主要遺構出土遺物観察表②

－８８－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＫ３６９ 6０ 染付 Ⅲ 12.6 3.9 8.1 蛇の目凹形間台/内：花・蝶/外：府草 1820～1860 肥向

/330 ６１ 染｛ ↑ Ⅲ (15.0 ４３ 8.4 蛇の目凹型間台/楼閣山水/口紅 1820～1860 肥向

6２ 染１ ↑ Ⅲ 14.8 ４５ ９ 蛇の目凹型高台/足付きハマ痕アリ／禰文帯/花/唐草 1780～1850 肥1１

6３ 染イ ↑ Ⅲ 15.2 ４７ ９ 蛇の目凹形商台/内：環状松竹梅・花/外：唐草 1820～1860 肥1１

6４ 染イ ↑ Ⅲ 1３ ３３ 7.2 蛇の目IIIl形間台/111水/唐草 1820～1860 肥前

6５ 染イ 1． Ⅲ 24.7 ４３ 9.7 軟質陶器質胎土/朝顔

6６ 染イ ↑ 剣 1５ ７７ ７．１ 内：機閣111水/焼継アリ/焼継文字「□□や□□□□□□」 肥iｉ

6７ 染イ↑ 剣 1８ ５６ 10.3 蛇の目凹形高台/内：人物・花/外：花 1820～1860 肥Ｗ

6８ 判 ↑ 剣 1３ ４５ 6.4 蛇の目凹形高台 1820～1860 肥１１

6９ 判 卜 針 1５．５ ７３ ６９ 蛇の目凹型高台/足付きハマ痕アリ 1820～1860 肥向

7０ 糊 Ｉ 剣 1５ ４ ６４ ６７ 蛇の目凹型高台/足付きハマ痕アリ／砺文帯 1820～1860 肥向ｉ

7１ 染１ ↑ 針 1６ ２ ５８ ６２ 笹/菖蒲 肥向ｉ

7２ 陶；
２
つ
了 針 1５ ６ ８３ ６４ 目跡アリ

7３ 陶器 鉢 １５ ８ ５７ ８５ 緑紬 1830～1844 淡路

7４ 陶器 灯火 8.7 １９ ３８ 油Ⅲ 19世紀中頃 ;〔・信楽

7５ 陶器 灯火具 10.8 ２３ ４ 油Ⅲ 19世紀中唖 ;て・信楽

7６ 陶器 灯火具 10.4 １７ ４ 受付Ⅲ 19世紀中唖 黄・信楽

7７ 陶器 灯火具 ひょうそく／褐袖 １９世紀iｉ ｒＩ 罰戸・美濃

7８ 陶器 灯火具 ひょうそく／褐袖 19世紀1１ i２Ｉ 廟戸・美濃

7９ 陶器 灯火具 ひょうそく／褐袖 １９世紀１１ j半 瀬戸・美濃

8０ 染付 蓋付鉢 (9.0） (5.0） (8.6） 肥前

8１ 染付 蓋付鉢 (7.6） ３ 蓋 肥前

8２ 染付 蓋付鉢 6.9 2.6 4.4 肥前

8３ 陶器 カンテラ 19世紀中頃 ･信楽

8４ 色絵染付 脚付坪 6.2 肥前

8５ 染付 脚付坪 (6.8） 肥前

8６ 陶器 蓋 5.2 1.6 3.4 土瓶蓋 18世紀後半 九州

8７ 陶器 水、 ７ ９５ ８ 19世糸ｉ 中頃 瀬戸・美濃

8８ 陶器 行，Ｉ 1４．２
ー

０ ５ 5.3 飛びガンナ
１８１１t紀フ
1９１
５
－ Iiiili 関西

8９ 陶器 行斗 (18.0リ ９７ 8.1 飛びガンナ
l8iit紀ア
１９１

＃
一 Iiii､Ｉ 関西

9０ 陶器 土瓶 (5.1） ７７ 4.7 不明型盤アリ

9１ 陶器 土瓶 8.6

9２ 陶器 土瓶 1０ 11.6 8.5

9３ 陶器 土瓶 9.2 11.5 8.6

9４ 陶器 捜瓶 7.2 1５．２ 1２ 褐袖 19世紀中頃 瀬戸・美濃

9５ 染付 瓶 1.4 13.8 ４ 蛸唐草 19世紀前半 肥前

9６ 染付 瓶 2.4 19世紀前半 肥向

9７ 白磁 瓶 5.2 19世紀前半 肥向

9８ 陶器 瓶 ４

9９ 陶器 瓶 ４

1００ 陶器 酒器 5.2 22.8 7.2 ・信楽

1０１ 陶器 酒器 4.5 ･信楽

102 陶器 饗 35.5 37.1 15.6 唐津 18世紀 肥前

1０３ 土師質 混炉 2０ ７ 20.2 18.4 円形/長方形スカシ 19世紀前半~!'噸 油地

104 土師質 混炉 (1９ 20(12.8）(210円形/円形スカシ(3連） 19世紀前半~中頃 ６地

1０５ 瓦質土器 焼炉 (1４ ０ 円形/外面木目圧痕アリ 19世紀前半~IＩ 頃 、地

1０６ 土師質 幌炉 (1２ ０(9.4） (14.3円形/円形スカシ 19世紀ii畔~!’ 頃 油地

1０７ 瓦質土器 混炉 (24.4） 19世紀i畔~'Ｉ 頃 油地

108 土師質 混炉 (34.0 19世紀前半~Iｌ 頃 在地

109 瓦質土器 火鉢 22.6 7.7 1６ 19世紀ii畔~Iｌ 頃 在地

110 瓦質土器 火鉢 22.4 箱火鉢 19世紀ii畔~IＩ 頃 在地

ＳＫ７１９ １ 陶器 瓶掛 1７ ｢職十二機一久榊明殉｣鑑アリSKl別.18とiiil一難/6脚堰人品 19世紀Ii畔~ｌｌ 頃 瀬戸・美濃

ＳＫ７２４ １ 染付 碗 (12.8） 6.7 ７ 広東碗/楼閣111水 1780～1８１０ 肥前

２ 染イ ↑ 碗 7.5 4.7 6.2 内：禰文帯/外：梅・竹/焼継アリ・焼継文字 1820～1860 肥向

ＳＫｌ３７ １ 染イ ↑ 蒜 (8.0） (2.6） (3.0） 端反碗蓋 1820～1860 肥向

２ 染イ 1． 蓋 1０ ３ 4.3 内：四方槻・花/外：花 18世紀後半 肥前

３ 染１ 1． 蓋 (10.0リ (3.4） (4.2） 端反碗談/山水 1820～1860 肥iｉ

４ 染イ ↑ 蓋 (9.2） 蓋付鉢/梅 18世紀後半 肥１１ ｉ

５ 染イ ↑ 蓋 2.5 3.4 素描/内：環状松竹梅・雷文帯/外：花 1820～1860 肥向 ｉ



表１４その他主要遺構出土遺物観察表③

－８９－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SK137 ６ 染付 蓋 10.4 3.1 4.1 莱描/内：花・雷文帯/外：花 1820～1860 肥向

７ 染イ↑ 蓋 9.1 ２５ ３ ８ 端反碗藍 1820～1860 肥前

８ 染イ l・ 蓋 10.5 ３ 1 ４ ６ 端反碗蒜 1820～1860 肥向 ｉ

９ 染イ↑ 蓋 8.9 ２８ ３ ６ 端反碗蓋/松・鶴・太陽/17碗とセット 1820～1860 肥向

1０ 染イ↑ 蓋 8.8 ２９ ３４ 端反碗蓋 1820～1860 肥向 ｉ

11 染（↑ 碗 9.5 ４ ８ ３ ６ 紫術/内:環状松竹梅･蘭文＃ /外:花/焼継アリ･焼継文字｢安殿」 1820～1860 肥向 ｉ

1２ 染イ ↑ 碗 10.4 ５ ３ ３７ 内：環状松竹梅・禰文 勝/外：花 1820～1860 肥向

1３ 染イ ↑ 碗 (7.8） 格子地菊花 1780～1８１０ 肥向
◆
日
Ⅱ
Ⅱ
①

1４ 染｛ 』． 碗 (8.6） 蛸隣草

1５ 染（↑ 小碗 6.2 5.1 ３ 丸文 1850～1860 肥前

1６ 染{↑ 碗 (10.9 ６ １ ４ 九文 1850～１８６０ 肥前

1７ 染１ ↑ 碗 9.7 ５５ 3.5 端反碗/松・鶴・太陽/9.10蓋とセット 1820～1860 肥前

1８ 染１ 1． 碗 ０２．０ ６ ４ ６ 1 外：牡丹唐草/内：四方襟 １８世紀後半 肥前

1９ 染１ ↑ 碗 8.8 ４ ９ ３７ 鮒反碗/焼継アリ・焼継文字「竹町孫十郎様」 19世紀前半 瀬戸・美濃

2０ 染１ '。 碗 ９ ３ ４ ４ ４４ ｲＩ 唐草文/清朝磁器/餓徳鎖
１８世紀，
1９１

一
一
・
、

I･紀前半 中国

2１ 染｛ ↑ 碗 ９２ ４ ８ ４ ３ ｲＩ 隣草文/清朝磁器/餓徳鎖
１８１１t紀，
1９１

一
己
。
、

鴫1前半 中国

2２ 染｛ ↑ 小杯 ６６ ３ ３ ２ 1 柚 19世紀前半 肥前

2３ 染イ ↑ 小杯 ６８ ３ ワ
ー ５ iｊ 隣 19世紀前半 肥前

2４ 染イ ↑ 小杯 ８ ６ 4．１ ３７ 蛎蛎/花 1820～1860 肥前

2５ 染（ ↑ 小杯 (７ 6） (４ 1）(３ O） 肥前

2６ 陶器 小杯 12.2 ４ ６ ３２ 19世紀中頃 信楽

2７ 陶器 小杯 5.5 ４ ２ ２７ １９世紀前半 瀬戸･美澱

2８ 陶器 仏飯器 ５ ４ ３ 1 ワー ８ 19世紀中頃 瀬戸･美濃

2９ 染付 紅皿 (３ 8） ２６ １６ 19世紀中頃 関西

3０ 染付 皿 ６ ２ ２９ ２ ４ 19世紀中頃 関西

3１ 染付 ⅢI ５ ７ ５ ７ ３ ４ 梅
l8i吐紀， 一

曲
①
遥

雌,qliiil2 肥向

3２ 陶器 Ⅲ 1０ ４ ３ ２ ｢人阪新町お終紅」
１８Mｔ紀， く

卜i11Iiii半 肥向

3３ 染付 肌 11.3 2.6 ６ ２ 内：椿/外：唐草・ハ １冊 １８世紀前半 肥向

3４ 染付 皿 11.6 ３ １ ６ ４ 内：互弁花・矢/外 唐埴・渦福 １８世紀前半 肥向

3５ 染付 皿 (8.6） ２ ７ ４ ４ 角lⅢ/内:蛸唐草･方形松竹梅/外:唐草･｢成化年製」 18世紀前半 肥向

3６ i1瀧染付 皿 (18.3(２ 6） (12.0ハリ支え/内：松 18世紀前半 肥向

3７ 染付 Ⅲ (１０．２(２ 7）(6.0） 楼閣山水/口紅 1820～1860 肥向 ｉ

3８ 染（ ↑ lⅢ 13.8 ４ 1 7.6 銘款:渦｢福｣/内:コンニャク五弁花･扇･笹/外:唐草 1750～1810 肥前(波佐見）

3９ 染イ ↑ Ⅲ (10.2蛇の目凹形高台/花 1780～1860 肥前

4０ 染イ i， 皿 8.6 ワワー◆ｰ 4.7 梅

4１ 染｛ ↑ Ⅲ１ 8.2 2.1 ４ 楼閣111水 1820～1860 肥前

4２ 青磁 盤 (13.2

4３ 陶器 Ⅲ (6.4） 唐津／Ⅱ期/砂目械み 1610～1650 肥前

4４ 陶器 皿 (14.0(3.7）(５ 6） 唐沌／Ⅱ期/砂目俄み 1610～1650 肥前

4５ 陶器 IⅢ (1３ 、(４ 6） (５ 6） Ａｌ榊t/Ⅲ期 1650～1690 肥前

4６ 陶器 鉢 １５ ７ ６５ ６６ 八角鉢 18世紀後半 関西

4７ 陶器 鉢 ０(６ 4）(５ 4） 唐測/Ⅲ期/内・外：刷毛目 1650～1690 肥前

4８ 陶器 行 |Z (1７ ２(４ 5）(４ 6） 飛乙 ガンナ １８世紀後半 関西

4９ 陶器 譜 7.6 ３ ３ 順乙 ガンナ １８世紀後半 関西

5０ 陶器 譜 4.5 １４ ３ 土瓶蓋 18世紀後半 九

5１ 陶器 蓋 10.2 ２ ５ 士瓶蓋 18世紀後半 九州

5２ 陶器 蓋 18世紀後半 関西

5３ 陶器 水柱 6.2

5４ 陶器 土瓶 7.6 11.9 ９ 18世紀後半 九州

5５ 陶器 土瓶 7.4 9.6 6.6 順びガンナ 18世紀後半 関西

5６ 陶器 急須 8.9 9.1 7.6 把手襲側に刻印アリ

5７ 陶器 鉢 ｑ０．０

5８ 陶器 花瓶 2.6 ､４ 7.4 焼締陶器/蔓貼り付け

5９ 瓦 軒丸瓦

6０ 陶器 播鉢 (１２．０

6１ 磁器 水滴 立体的に山水を表す 肥前

6２ 陶器 人形 犬．

SKl84 １ 白磁 蓋 (9.4） 8） 18世紀後半 肥前

２ 陶器 蓋 3.8 内：五弁花・四方繍/外：渦福 18世紀後半 肥前



表１５その他主要遺構出土遺物観察表④

9０

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SK184 ３ 染付 蓋 (9.6）(2.5）(3.8） 端反碗蓋/内 雷文帯／ 1820～1860 肥向

４ 染イ 1。 蓋 5.8 ２ ２ ８ 端反碗蓋/内 雷文帯 1820～1860 肥向

５ 染イ 1． 蓋 9.2 2.8 ３２ 素描/内：花 雷文帯/外：花 1820～1860 肥向 ｉ

６ 染イ Ｉ 皿 ００．０ (２ 5）(５ 6） 山水/口紅 1820～1860 肥向 ｉ

７ 染イ Ｉ 皿 ｑ5.0４ ５ ８４ 蛇の目凹形高台/山水/口紅 1820～1860 肥向

８ 染イ '． 皿 11.8 ４ ７ ４ 見込み蛇の目袖剥ぎ/内：二重斜格子文 1820～1860 肥育 i(波佐見）

９ 染イ ↑ 碗 9.2 ４５ 3.2 内：五弁花/外：紅葉 18世紀後半 肥向 ｉ

1０ 陶器 碗 11.2 ８ １ ５ 唐津/Ⅲ期 1650～1690 肥間

11 陶器 碗 9.6 ４ ９ 4.2 下部に褐紬がかかる

1２ 染付 碗 ５ 内外：蕪 18世紀後半 肥前

1３ 陶器 蓋 5.8 1.6 4.2 土瓶蓋 18世紀後半 九州

1４ 陶器 蓋 8.4 １８世紀後半 関西

1５ 陶器 行平 11.4 6.6 5.8 飛びガンナ
181M妃フ
191

へ
牙
、

己前半 関西

1６ 陶器 片口 (16.310.3 6.6 目跡アリ

1７ 陶器 壷 8.4

1８ 陶器 瓶掛 (18.0 SKl84-18と同一個体/範・獅子 19世紀i畔~中頃 瀬戸・美濃

1９ 陶器 壷 ､７ ２

2０ 瓦間土器 壷 ､５ ０

2１ 陶器 播鉢 6０ ０ '8世i揃前半 肥前
2２ 陶器 播鉢 ､１ ０

2３ 陶器 播鉢 ６０ ８
１８世紀フ
1９１Ｉ紀前半 福岡

2４ 陶器 播鉢 G７ ２
18世紀〉
１９１Ｉ 半 肥前

2５ 陶器 播鉢 6０ ０ 18世紀前半 肥前

2６ 陶器 播鉢 ６１ ２ '8世獅原前唯 堺
2７ 陶器 播鉢 ､５ ０ 17世紀後半 肥前

2８ 陶器 播鉢 ０６ ３

2９ 陶器 橘鉢 G１ ３

3０ 陶器 揺鉢 (11.0 備前

3１ 陶器 橘鉢 (14.0
l8iIt妃
1９ 半

～

Ii;ｉ
t半
１紐 肥前

3２ 陶器 播鉢 (11.0
１８世紀ヌ
1９１

一
一
今
、

肥前

3３ 陶器 播鉢 (11.0

3４ 石 硯

SK222 I 染付 蓋 (9.6） 内：四方襟 18世紀後半 肥前

２ 背磁染付 蓋 3.7 コンニャク五弁花・渦編 18世紀後半 肥向』

３ 染付 蓋 9.5 2.8 3.9 端反碗蓋/内:雷文帯/焼継アリ･焼継文字「□□や」 1820～1860 肥向Ｉ

４ 染イ ↑ 碗 10.3 5.6 4.4 端反碗/柳 1820～1860 肥向ｉ

５ 染イ ↑ 碗 (10.0 端反碗/山水 1780～1810 肥向ｉ

６ 染イ i・ 碗 ００．，(5.8）(3.1） 広東碗 18世紀後半 肥前ｉ

７ 染｛ ↑ 碗 (9.2） 181M紀後半 肥向ｉ

８ i1i磁典付 碗 (7.6） 四方樺 18世紀後半 肥向ｉ

９ 染付 碗 (7.0） 側面に沈線・側面中央に鉄誘を巡らす 18世紀後半 肥向ｉ

1０ 陶器 碗 7.5 5.6 4．１ 横縞 18世紀後半 関西

1１ 陶器 碗 (10.0(5.6）(4.1） 藁灰袖 19世紀初頭 荻

1２ 陶器 碗 (9.8） １８世紀
1９＃ 前半 京・信楽

1３ 陶器 碗 (9.7） (5.5）(3.2） 笹 18世紀前半 京・信楽

1４ 陶器 碗 (8.4） (5.1）(３ 0） 18世紀後半 京・信楽

SK222 1５ 染付 猪口 (6.6）(6.1）(４ 5） 草 18世紀後半 肥前

1６ 染イＩ 猪口 (６ 6） 蛇の目凹形高台 1780～1720 肥前

1７ 染｛ 1。 猪口 (8.1） (6.3）(６ 4） 蛇の目凹形高台/草花/四方裸 1780～1720 肥前

1８ 染イＩ 皿 (9.7） (2.8）(５ 5） 外：唐草 18世紀後半 肥前

1９ 染｛ ↑ 鉢 14.8 6.8 ７５ 内：山水・梅/外山水/蛇の目高台／「富貴長春」

2０ 染｛ ↑ 蓋付鉢 (13.0(5.8）(８ 2） 蛸唐草 18世紀 肥前

2１ 陶器 箱庭道具 家

2２ 白磁 小坪 1.8

2３ 染付 仏飯器 3.9 格子地半菊文 1780～1860 肥前

2４ 染付 紅皿 (7.1） (3.4）(2.6） 笹 l81It紀
1９iｆ 航半 肥前

2５ 白磁 紅皿 4.6 1.4 0.9 型打成形 1780～1810 肥前

2６ 陶器 鉢 ､1.3 唐津/Ⅳ期/内外：刷毛目 1690～1780 肥前

2７ 陶器 蓋 ６ 1.9 4.2 土瓶蓋 18世紀後半 九州



表１６その他主要遺構出土遺物観察表⑤

－９１－

遺物番号 実測謄号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地
SK222 2８ 陶器 蓋 7.5 土瓶蓋

2９ 陶器 蓋 7.8 2.7

3０ 陶器 土鍋 (15.2(6.7）(5.1） １８世紀
1９
受半～
『l前､限

3１ 陶器 土鍋 (8.2） 18世紀
１９
愛半～
什紀前､Ｉ

3２ 陶器 不明陶器/上半部に褐袖がかかる

3３ 陶器 描鉢 ０２．０ 8世
』
一
Ｊ
０
面
Ｉ

Ｄ
ヂ
』
《
四
一
》

一
言
」

ﾅ紀前半 堺

3４ 陶器 描鉢 ､７ ０ 8世 言
“
Ｉ

ｄ
９

一
言
廷

ｻ紐Ｉiii、 肥前

3５ 陶器 描鉢 ８２ ０04.9(14.0 8世 ご
“
ｉ

己
９

一意
蛇

ｆ綿前半 肥前

3６ 陶器 播鉢 6３ ２０６．３ (12.2 8世 彦
馴

一
二
↓
、

ｆ紐前半 肥前

3７ 瓦質土器 培焔 ､９ ０ 上端部に貫通しない孔 18世 己
9１

一
一
・
、

t紀前､限

Pit221 1 染付 蓋 ３ 焼継アリ／内：概文帯 1820～１８６０ 肥前

２ 染付 蓋 ００ ０(2.2）(5.0） 外：蔓・花／「(大明）年（製)」 18世紀後半 肥前

３ 染付 碗 (10０ 端反碗 1820～1860 肥前

４ 陶器 饗 ､１ ０

５ 陶器 鉢 ８８ ０ 府津/Ⅳ期/内：刷毛目 1690～1780 肥iｉ

ＳＫ７２８ １ 青磁染付 蓋 (8.8）(2.5）(3.5） 内：コンニャク五弁花・四方裸 1770～1880 肥向

２ 染付 蓋 9.5 2.9 ３２ コンニャク印判/菱 18世紀後竺Ｉ 肥iｉ

３ 染イ ↑ 蒜 9.4 2.4 ３ ９ 内：花・四方槻/外：扇 18世紀後斗 肥、

４ 染イ ↑ 蓋 10.1 2.3 ５ 笹/雀 18世紀後半 肥iｉ

５ 染｛ ↑ 蓋 10.1 ３ ５ ６ 広東碗蓋 1780～1810 肥iｉ

６ 染１ Ｉ 碗 1３ 7.1 ７ ５ 広東碗/外：花/内：鷺 1780～1810 肥iｉ

７ 青晦 付 碗 6.9 ６ ３ ６ 内：コンニャク五弁花・四方裸 1770～1880 肥iｉ

８ 染１ ↑ 碗 ７５ ６ ３ １ 花・蝶 18世紀後半 肥前

９ 染１ ↑ 碗 ７４ 5.7 ３６ 竹/五弁花 18世紀後半 肥前

1０ 染１ Ｉ 断 ７ ５ ６ ２ ４ ２ 若;松 18世紀後半 肥前

1１ 陶器 価 ７ 1 ５ ８ ３ ８ 横縞 18世紀後半 関西

1２ 青磁染付 耐 11.5 ６ ４ ４ ２ 内：コンニャク五弁花・四方縄/外：渦福 1770～1880 肥前

1３ 陶器 耐 8.6 ６ ３ ３ ５ 18世紀後半
▲
｜
Ｔ
Ｊ

万
ｑ
〃 ･信楽

1４ 陶器 碗 ９ ６ ５ ３ 18世紀後半
▲
ｌ
Ｔ
Ｊ

Ｆ
Ｌ
〃 ･信楽

1５ 染付 IⅢ (14.3４ ４ ８ ６ 蛇の目1111形高台/‘Ｍ ･雲 1810～1860 肥前

1６ 陶器 Ⅲ 9.2 ２ ３ ５ 足ハマ状の{j跡アリ 18世紀後竺Ｉ ･信楽

1７ 染付 1１１１ 内：扇・コンニャク五弁花/外：唐草 18世紀後竺Ｉ 肥前

1８ 陶器 Ⅲ ５ 2.6 2.2 18世紀後半 京・信楽

1９ 白磁 紅Ⅲ１ 4.7 1.4 １３ 型打成形 1780～1810 肥前

2０ 染付 小坪 7.4 ４ ２ ６ コンニャク印判/紅葉 18世紀前半 肥前

2１ 染付 紅Ⅲ１ 7.4 3.4 ２ ７ 筏 18世紀後半 肥前

2２ 染付 小坪 5.1 3.9 ワー ７ 寿 18世紀後半 肥前

2３ 土師器 Ⅲ１ ５ ６ 底部糸切り離し 在地

2４ 陶器 蓋 4.6 2.6 土瓶蓋

2５ 陶器 蓋 ６ 3.7 土瓶蓋

2６ 陶器 鉢 17.2 7.9 ６ 外：緑袖/内：黄袖/口縁部付近：褐袖

Ｓ247 １ 染付 碗 (9.4） 端反碗/焼継アリ 1820～1860 肥前

S709 １ 染イ ↑ Ⅲ１ 13.8 3.3 8.8 蛇の目凹形高台/筏 1810～1860 肥前

２ 染イ ↑ IⅢ 14.7 3.8 9.2 蛇の目凹形高台/内：花/外：唐峨 1810～1860 肥前

３ 染イ Ｉ IⅢ 10.2 2.5 ６ 楼閣山水 1810～1860 肥前

４ 染イ 1． IⅢ 1３ 3.1 ８ 楼閣山水/口紅 1820～1860 肥前

ＳＸｌ８１ １ 染イ 1． 儲 4.6 菊花 18世紀後半 肥前

２ 染イ Ｉ 儲 ６ ｢大明年製」崩れ銘／コンニャク五弁花 18世紀後半 肥前破佐則

３ 染イ ↑ 噺 5.9 広東碗／「成（化）年（成)」 1780～18100 肥前

４ 陶胎染付 噺 10.8 7.4 ４ ６ 18世紀 肥前

５ 陶胎染付 価 00.0(7.0） (７ 2） 18世紀前斗 肥前

６ 陶胎染付 価 00.0(7.0） (４ 4） 18世紀前半 肥前

７ 陶器 碗 (10.3(7.2） (５ 0） 唐津/Ⅲ期/尚台内施袖 1650～1690 肥前

８ 染付 Ⅲ１ (７ 2） 17世紀前半 中国

９ 染付 lⅢ 蛇の目凹型
今
口 1740～1780 肥前

1０ 青磁 lⅢ 蛇の目凹型 :lj台 １８世紀後半 肥前

11 染付 ilIl (13.3(3.5） (8.2） ｢大明年製」崩れ銘／コンニャクノi:弁花 18世紀前半 肥前

1２ 染付 Ⅲ１ (13.0(3.5） (8.0） 内：コンニャク而弁花・墨弾き/外：唐草・渦編 1680～1740 肥前(雌則

1３ 陶器 Ⅲ (12.0(3.7） (4.4） 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 肥前



表１７その他主要遺構出土遺物観察表⑥

－９２－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＸｌ８１ 1４ 染付 皿 (12.23.5 4.4 見込み蛇の目粕剥ぎ/流水文？ 1680～1740 肥向i(波佐見）

1５ 染付 IⅢ ５ 唐津/Ⅱ期/砂目穣み 1610～1650 肥向 ｉ

1６ 染付 皿 5.2 唐津/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前 ｉ

1７ 青磁 皿 04.3(4.7）(7.6） 肥向 』

1８ 陶器 皿 (5.2） 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥ﾛ

1９ 白磁 小坪 ７ 4.7 3.4 18世紀前半 肥向

2０ 陶器 鉢 (11.8唐津/Ⅳ期/内：刷毛目/砂目横み 1690～1780 肥向

2１ 陶器 壷 1２ 焼締陶器/底部(こへラ記号「三」アリ 17世紀後半 傭向

2２ 陶器 播鉢 ８０．０(１３．３(13.0 １８世紀前半 術iｉ

2３ 石製品 不明 凹石/２次被熱 在地

2４ 石製品 不明 在地

SK185 １ 染付 仏飯器 6.8 3.9 6.4 斜格子文 1780～1860 肥前

２ 染１ ↑ 蓋 (11.2(４ 6）(３ 4） 外 牡丹唐草/内四方縄 １８世紀後半 肥前

SK206 1 染１ ↑ 蓋 9.8 ３ ３ ３６ 内 コンニャク五弁花・四方潔/外：松 18世紀後半 肥向

２ 染１ ↑ 蓋 (10.0(２ 7）(５ 2） 外 ｢大明（年製)」・算木文 18世紀後半 肥前

３ 染１ ↑ 碗 ｑ1.9(６ l）(６ 6） 広東碗/柳文 1780～1８１０ 肥向

４ 染１ 1． 碗 9.2 ５２ ５ 外 蛎蛎・詩文／＊SK245-2とセット 1780～1８１０ 肥向

５ 染１ 1． 碗 9.4 ５ １ 5.6 外 松・網干し／率SK245-l蓋とセット 1780～1810 肥向

６ 染１ Ｉ 碗 11.3 ６７ ４３ 内 四方裸・松/外：松・楼閣 18世紀後斗 肥向

７ 染イ 1． 碗 11.2 ６３ (４ l） 外 花唐草 18世紀後斗 肥向

８ 染イ↑ 碗 11.4 ６ ４４ 外 花 18世紀後半 肥向 ｉ

９ i描鮒 碗 11.2 ６ ９ ３６ 内 コンニャク五弁花・四方柳 1770～1880 肥向
▲
、
Ⅱ
Ⅱ
。

1０ i‘織染付 碗 7.1 ６２ ３ ８ 1770～1880 肥向 ｉ

1１ 陶器 碗 ９ １ ５ ２ ３ １ 18世紀末 京・信楽

1２ 染付 仏飯器 ６５ 斜格子文 1780～1860 肥前

1３ 染付 仏飯器 ７８ 7.1 4.2 格子地半菊文 1780～1860 肥前

1４ 白磁 紅皿 ４ ３ 1.7 1.2 型打成形 1780～1810 肥前

1５ 染付 紅皿 ７ ３ 3.6 2.4 笹
1811t紀，
1９１Ｉ紐lW9l2 肥前 ｉ

1６ 染付 仏飯器 2.4 梅鉢・松
18仙紀フ
1９１『§ilIiii､l《 肥向 ｉ

1７ 陶器 鉢 1８ 9.1 ８ 白象眼

1８ 陶器 土瓶 6.2 4.2 蓋

1９ 陶器 土瓶 身

2０ 陶器 土瓶 6.6 身

2１ 土師器 取瓶 4.4 5.1

2２ 土師器 焼塩壷 6.4 1.9 7.8 蓋/内面：布目 18世紀後半 肥向

2３ 土師器 焼塩壷 (6.0）(6.6）(6.0） 身/内面布目 18世紀後半 肥向

ＳＫ２３９ １ 染付 碗 広東碗/焼継文字｢上紺屋町｣力(|U)と｢宮その｣(|日)アリ 1770～１８１０ 肥前

ＳＫ２４５ １ 染イ 1． 蓋 7.9 1.8 4.3 広東碗蓋/外 編蛎・謙文／＊SK206-5とセット 1770～1810 肥前

２ 染１Ｉ 蓋 8.5 ２３ ４６ 広東碗蓋/外 松・網干し／噸SK206-4とセット 1770～1８１０ 肥向

３ 染イＩ 蓋 9.6 ２２ ４８ 広東碗蓋/内 外：菊花 1770～１８１０ 肥向

４ 染イＩ 蓋 (10.,２８ ４５ 内 四方樺・環状松竹梅/外： 18世紀後斗 肥Iｉ

５ 染｛↑ 蓋 (9.4） ２ ９ ３６ 内 コンニャク五弁花・四方裸 18世紀後斗 肥向 ｉ

６ 染（ 1． 蓋 ３ ９ 内 柿 １８世紀後斗 肥向ｉ

７ 磁 蓋 9.8 3.3 ４ 18世紀後半 肥前』

８ i描染付 碗 ７６ ６ ４ ４ 内 ． /ニャク五弁花・四方縄 1770～1880 肥前ｉ

９ 描染付 碗 (６ 8）(６ 3）(3.4） 内 ． /ニャク五弁花 四方槻 1770～1880 肥前

1０ 職染付 碗 (７ 6） ６６ ３４ 内 ． /ニャク五弁花 方概 1770～1880 肥向

11 i職染付 碗 (７ 4） ５９ ３４ 内 ． /ニャク五弁花 四方慨 1770～１８８０ 肥向 i(波佐見）

1２ i悩染付 碗 (７ 1） ６ ４ ３４ 内 ． /ニャク五弁花 四方慨 1770～1880 肥前

１３ ７撒梁付 碗 ７ １ ６ 1 ３ ７ 内 ． /ニャク五弁花 四方柳 1770～1880 肥向

1４ 7描染付 碗 ３５ 内 ． /ニャク五弁花 四方棚 1770～１８８０ 肥Ｈ

1５ ７瀧染付 碗 ３４ 内 ． /ニャク五弁花 四方襟 1770～1880 肥前

1６ 染付 碗 7.2 外 ． /ニャク印判紅葉/内：四方標 18世紀後半 肥向

1７ 染付 碗 (10.06.2 ４ 内 コンニャク五弁花・四方棚 1750～1770 中国

1８ 染付 碗 9.7 ５ 3.7 ｢大明年製」崩れ銘 18世紀前半 肥前

1９ 染付 碗 9.5 5.2 3.6 内：コンニャク五弁花 18世紀前半 肥向

2０ 染付 碗 (9.2） 梅鉢 1780～1810 肥間

2１ 陶胎染付 碗 (11.0 ８ 4.4 18世剛畔~中頃 肥前 i(波佐則

2２ 染付 小碗 7.4 3.8 2.2 小広東碗/覚字文・講文 1770～1780 肥１１



表１８その他主要遺構出土遺物観察表⑦

－９３－

i､物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SK245 2３ 染付 碗 10.2 5.5 3.7 小広東碗/誌文 1770～1780 肥前

2４ 染イ 1． 碗 1２ 5.8 ４２ 草花文 1770～1780 肥前ｉ

2５

2６

2７

染１

染１

染１

ｉ
－
ｉ
ｌ
ｉ

碗

碗

碗

10.9

12.4

5.9

6.1

３
－
４
－
４

８
－
５
－
９

草花文

外：謙文/内：I叫方裸

内：四方柳・瓢祁

1770～1780

1811t紀末

18世紀末

肥前

肥向

肥１１

ｉ

2８ 染１ ↑ 碗 (11.4） 広東碗/花 1780～1８１０ 肥向

2９ 染１ ↑ 碗 7.6 6.3 3.5 側面に沈線・側IIIiIlI央に鉄誘を巡らす 18世紀後1： 肥向

3０ 陶器 碗 (11.8） (6.1） (4.8） 藁灰袖 19世紀初頭 荻

３１

3２

3３

3４

陶器

陶器

染付

染付

碗

碗

皿

Ⅲ

(9.0）

17.9

4.8

5.8

3.4

5.1

(11.6）

9.7

唐津/胎土I｣段階

渦福

内:コンニャク五弁花･扇･花/外:唐草ｏＩＩｊＱ９ i字状渦福

１８世紀末

1711t紀初頭

18世紀後半

1750～1810

京・信楽

肥向

肥前

肥向 i(波佐見）

3５ 染付 皿 13.1 3.7 7.6 内 コンニャク孤弁花･扇･花/外:唐草･馬字状渦福 1750～1８１０ 肥向 i破佐見）

3６ 陶器 Ⅲ (14.4） 唐津/胎土I｣～砂I｣段階 １７世紀初頭 肥向 ｉ

3７ 陶器 Ⅲ 1２．６ 3.1 7.2

3８ 白磁 紅IⅢ 4.4 １４ １４ 型打成形 1780～1８１０ 肥前

3９ 役付 紅!Ⅲ ７ ３６ ２
ー

０ 笹
181 淵瀞mi,脈 肥前ｉ

4０ 終付 仏飯器 6.4 ５５ ３８ 斜格了文 1780～1860 肥向ｉ

4１

4２

4３

4４

終付

染付

白磁

染付

仏飯器

仏飯器

猪口

水滴

6.2

7.5

(4.1）

５４

７４

(２ 8）

３８

４２

(２ 9）

斜格子文

格子地半菊文

1780～1860

1780～1860

18世紀後半

肥向

肥向

肥向

肥向

ｉ

ｉ

ｉ

ｉ

4５ 陶器 鉢 (11.2） 唐津/鉄絵/砂1-1段階 １７世紀初頭 肥向ｉ

4６ 陶器 鉢 (15.0唐津/Ⅳ期/外・内：刷毛目・砂目械み 1690～1780 肥前ｉ

4７ 陶器 土鍋 (16.8） (6.9） (8.4） 18世紀後､'２ 関西

4８ 陶器 土瓶 (8.8）

4９

5０

陶器

陶器

橘鉢

播鉢

(32.CＤ

Q4.0

１８世紀後Ｉ

18世紀後斗

堺

肥前

5１ 土師器 培熔 (26.0リ 在地

5２ 土師器 規炉 在地

5３

5４

土師器

瓦

小壷

軒丸

(4.4） 型打成形

径14.1cm/珠文１５/巴反時計回り

Pit371 １ 染付 碗 11.1 6.1 ６ 広東碗/算木文 1780～1８１０ 肥前

２ 染付 llIl 14.4 ４ 9.4 蛇の目FI1型尚台/外：唐草 1810～1860 肥前

３ 陶器 蓋 9.6 3.4 ５ 土瓶蓋

４ 土師器 混炉 在地

ＳＫ７２７ １

２

染付

染（ ↑

蓋

蓋

(１０.CＤ

(10.0リ

(3.6） (5.4） 草

外：草/内：IIq方撫

18世紀後１

18世紀後､Ｉ

肥前

肥前

３ 染イ ↑ 碗 (10.Cリ ５ 3.4 小広東碗 1770～1780 肥前

４ 染イ Ｉ 碗 5.6 広東碗 1780～1８１０ 肥前

５ 陶器 Ⅲ (9.0） (0.9） (4.0） 焼締陶器

６ 陶器 水差し 4.8 3.6 3.6

７ 土師器 取瓶 (5.0）

８ 陶器 蓋 1４ 2.8 4.1 19世紀初頭 関西

９ 陶器 蓋 6.5 1.6 3.1 18世紀後半 九州

1０ 陶器 土瓶 7.4 1１．４ ７ 18世紀後半 九州

11 陶器 土瓶 １２ 9.5 13.8 18世紀後､雌 九州

1２ 陶器 播鉢 (32.0リ l81U:紀後半 肥１１

1３ 陶器 播鉢 (15.0》 18111:紀後半 肥前

1４ 陶器 喪 (32.0リ 焼締陶器／ ？
●

1５ 陶器 喪 (16.0リ 1１．４ 21.6 肥向

1６ 土師器 火鉢 ｢福」刻印 在地

ＳＫ７２３ １ 染付 蓋 9.9 3.2 4.4 内：四方縄・源氏香文 18世紀後半 肥前

２ 染付 蓋 1０ 5.5 ３ 広東碗蓋 1780～1８１０ 肥前

ＳＫ７２５ 1 染付 蓋 9.8 2.9 5.2 広東碗蒜 1780～1810 肥前

２ 染付 碗 9.4 ５ ３ 小広東碗/ねじ花又 1770～1780 肥前

３

４

陶器

陶器

土瓶

土瓶

8.7

8.9

9.5

9.7

1５．８

1４．２

18世紀後１

18世紀後１

九州

九州

５ 陶器 水注 ５ 1０．６ 5.4 18世紀後１ 瀬戸･美濃



表１９その他主要週構出土遺物観察表⑧

－９４－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SK725 ６ 染付 仏花器 1.4 6.8 2.6 梅鉢・松 '8111櫛原前半 肥前
Pit201 １ 染付 碗 1０ 5.4 ６ 広東碗/雨降文 1780～1810 肥前

２ 染付 碗 ０３．０ 広東碗 1780～1810 肥前

３ 染付 碗 10.2 2.6 ６ 蔓花文 1780～1810 肥前

SKO25 １ 背磯染付 碗 (10.10 内：四方擢 1770～1880 肥前

２ 肯磁染付 碗 (7.6） 内：四方樫 1770～1880 肥前

３ 染付 碗 広東碗 1780～1810 肥前

４ 陶器 皿 (１４．８

５ 染付 仏花器 1.8 梅鉢・松 l8tlt獅原前半 肥前

６ 染イ↑ 仏花器 ２ 梅鉢・松 '8世榊箆前半 肥前
７ 染１ Ｉ 水滴 肥前

ＳＫ２３３ １ 染１ Ｉ 猪口 (6.4） 蛇の目凹型高台 l8il獅原前半 肥前
２ 染１ Ｉ 仏飯器 6.3 5.4 ３６ 斜格子文 1780～1860 肥前

ＳＫｌｌ７ 1 染１ ↑ 碗 7.4 5.3 ３８ 外：格子地菊花 1780～1810 肥前

２ 染１ Ｉ 碗 (8.0）(4.5）(２ 5） 1780～１８１０ 肥前

３ i猫染付 碗 (４ 6） 五弁花/渦福 18世紀前半 肥前

４ 背磁染付 碗 11.3 6.2 ４ ９ 椿・四方禅/渦棉 18世紀前半 肥前

５ 陶器 碗 1３ ５ ６

６ 陶胎染付 碗 (10.0(7.2）(4.8） 18世紀前半 肥向
今
■
Ⅱ
■
。

７ 陶胎染付 碗 (11.0(6.9）(4.0） 18世紀前半 肥向 ｉ

８ 染付 lⅢ (7.2） コンニャク五弁花 18世紀前半 肥間 ｉ

９ 染１ ｉ 皿 ２ 4.1 4.4 見込み蛇の目袖剥ぎ/内：二重斜格子文 1680～1740 肥向 i(i雌則

1０ 染１ ↑ 蓋付鉢 (１１．２ 18世紀前半 肥間
今
■
Ⅱ
Ⅱ
甲

11 染１ ↑ 火入 10 7.8 6.8 18世紀後半 肥、
《
。
■
Ⅱ
●

1２ 青磁 香炉 1５ 9.3 ６ 肥、ｉ

1３ 陶器 壷 (4.0） 内面格子目タタキ 肥向ｉ

1４ 土師器 不明土製品 在地

1５ 白磁 壷 ００．２ 18世紀前半 肥前

ＳＫ２５４ １ 染付 蓋 4.5 内：環状松竹梅/外：鋸歯文 18世紀後半 在地

２ 青磁染付 蓋 (11.0 四方擦 1770～1780 肥前

３ 染付 蓋 (11.2(2.4）(5.8） 渦福 18世紀後半 肥前ｉ

４ 染｛Ｉ 皿 (9.0）(1.8）(5.6） 口紅/蛇の目凹形高台 1770～１７８０ 肥前ｉ

５ 染イＩ 皿 (7.2） 五弁花／「大明成化年製」銘/ハリ支え 18世紀後半 肥向』

６ 染イ↑ 皿 (9.4） 蛇の目凹形高台 1780～1810 肥向ｉ

７ 陶；
Ｊ
こ
り Ⅲ (12.2 笹 18世紀前半 京・信楽

８ 染１ 1． 碗 (11.2 1780～1810 肥前

９ 染１ ↑ 小坪 (5.2） コンニャク印判・桐 18世紀前半 肥前

10 染１ ↑ 瓶 肥前

11 染｛↑ 蓋付鉢 (15.0 蓋/蛸唐草 18世紀前半 肥前

1２ 染｛↑ 蓋付鉢 (13.0 身/蛸唐草 18世紀前半 肥前

1３ 白磁 盤 (5.6） 肥前

ＳＸ３２５ １ 染付 碗 (9.6） 松 1710～1750 肥前

(118） ２ 染付 碗 (9.2） 若松 1710～1750 肥前

３ 染付 碗 (10.0 1700～１７４０ 肥前

４ 陶胎染付 碗 10 7.4 4.2 18世紀前半 肥前

５ 陶器 碗 (10.0(6.5）(3.6） 唐津/Ⅳ期/外・内：刷毛目 1690～1780 肥前

６ 染付 碗 (13.2(6.2）(6.2） 内：四方標/外：柾 18世紀前斗 肥前

７ 染１ Ｉ 小碗 ４ 18世紀前斗 肥前

８ 染１ Ｉ 小碗 3.8 外面褐袖/見込み五弁花 18世紀前半 肥前

９ 染１ Ｉ 皿 (13.0(3.5） (３ 6） 見込み蛇の目袖剥ぎ/内：二重斜格子文 1680～1740 肥前(ii雌鋤

1０ 染１ Ｉ 皿 (13.0(3.9）(４ 5） 見込み蛇の目紬剥ぎ/内：二重斜格子文 1680～１７４０ 肥前(雌則

1１ 白磁 皿 (8.5）(1.9）(４ 8） 打成形 18世紀前半 肥前

1２ 陶器 皿 ０１．０ ４ ４３ 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 肥前

1３ 陶器 火人 9.8 ７ ４２ 唐津/Ⅱ期/砂日柚み段階 1610～1650 肥前

1４ 陶器 ５２ 不明

1５ 陶器 片口 (15.0 ７ ４ ４ 唐津/Ⅳ期/外・内：刷毛目 1690～１７８０ 肥前

1６ 染付 瓶 (６ 4） 肥前

1７ 陶器 土瓶 ８ 18世紀後半 九州

整地府405 １ 尚磁染付 蓋 1０．３ 3.2 4.8 内：四方擬/外：渦柵 18世紀後半 肥前



表２０その他主要遺構出土遺物観察表⑨

－９５－

遺物番号 実測播号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

笹地層405 ２ 染付 皿 (13.6） 4.4 7.4 内：桃/外：渦隔 １８世紀前半 肥前

３ 染１ ↑ 鉢 (19.8） 6.9 ８ 内：ウサギ/高台に砂が付着 1711t紀前半 肥向ｉ

４ 染｛ ↑ 瓶 4.2 22.1 6.7 鳥かご 18世紀後半 肥向』

SK180 １ 染１ ↑ 碗 (11.2） (5.7） (４ 4） 外 花/内：１１１１〃棚 18世紀後半 肥向』

２ 染１ ↑ 碗 (１０．０リ (5.0） (４ 2） 外 草花・「大川fｌ 製」崩れ銘 18世紀liirl《 肥間

３ 染（ ↑ 碗 (12.6） (6.6） (４ 6） 外 草花・「火Mjlfl製」崩れ銘 １８世紀前半 肥向

４ 陶；
力
む
７ 碗 9.9 6.4 ４６ 唐津/Ⅳ期/外：刷毛Ⅱ/内：打刷毛Ｕ 1690～1780 肥向

５ 染｛ Ｉ 皿 ２ 型打成形/内：コンニャク印判・若松/外：折松葉 1811t紀前旦Ｉ 肥前

６

７

８

染（

染｛

陶；

ｌ
－
Ｉ
ｌ
３
ｆ

紅皿

瓶

捕鉢

(6.4）

(32.6）

(2.9） (3.6）

5.2

笹 18世紀後旦Ｉ

18世紀後､Ｉ

肥前

肥向

肥前

ｉ

ｉ

』

Pit203 1 叶磁 蓋 (6.4） (2.9） (3.6） 内 五弁花・四方概/外：渦福 18世紀後半

２ i'磁染付 蓋 (10.4） 内 四方縄/口細 18世紀後半 肥向

３

４

５

i悩染付

染付

悶胎染

碗

碗

碗

(11.6）

(10.7）

(10.6）

(6.9）

(4.6）

(5.2）

(4.3）

(３ 9）

(３ 9）

内：五弁花・Ijq〃慨

見込み蛇の目軸剥ぎ

見込み蛇の、袖剥ぎ

18世紀後半

18世紀後､'２

18世紀後半

肥闇

肥向

肥向

i(波佐見）

i破佐則

６ 陶胎染付 碗 (４ 6） l81ll紀前半 肥向

７ 陶器 碗 (４ l） 唐津/Ⅳ期/外：刷毛目/内：打刷毛1-1 1690～1780 肥向

８ 陶器 碗 ４２ 唐津/京焼風陶器/111水 1650～1690 肥向

９

1０

農付

染付

lⅢ

lⅢ (14.6） (4.3）

(11.(、

(8.1）

五弁花／「(大Iﾘl）年製」／ハリ支え

蛇の目凹形間台

18世紀前､'４

1780～1８１０

肥向

肥向 ｉ

1１ 染付 llIl 12.4 3.8 ４４ 見込み蛇のＵ袖剥ぎ/流水文？ 1680～1740 肥前 i(波佐見）

1２ 染付 皿 ４３ 見込み蛇の目袖剥ぎ/内：二重斜格子文 1680～1740 肥前 i(波佐見）

1３ 陶器 皿 12.4 3.4 ４３ 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 肥前

1４ 陶器 皿 12.6 3.6 ４１ 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 肥向

1５

1６

染付

陶器

蓋付鉢

瓶 3.5

(８ l） 唐草 18世紀前半 肥向

SK156 １ 染付 碗 (8.0） (6.5） (4.2） 外：格子地菊イビ・内：四方裸・五弁花 18世紀後､'４ 肥前

２ 瓦 軒丸 径13.5cm/珠文１６／巴反時計回り

Pit237 １ 健付 蓋 (1０．３ 内：環状松竹梅・IIq方樫/外：松 18世紀後EＩ 肥前

２ 似 ↑ Ⅲ (13.8） 内：梅・蛸唐峨/外：渦福/ハリ支え 18世紀前､Ｉ 肥前

３

４

染付

白磁

Ⅲ

皿

(6.6）

8.7

17世紀前､Ｉ 中国

肥前

５ 染付 小坪 ３

６ 陶器 播鉢 (12.0リ 焼締陶器 17世紀前半

Pit238 １ 陶器 碗 (12.6》 9.5 5.8 唐津/Ⅳ期/外：刷毛[l/見込み蛇のｕ袖剥ぎ 1690～1780 肥向

２ 染付 鉢 (４ 8） 高台外面○×述統文/内;山水･唐草/外:庶草･渦福 1811t紀後､’ 肥間

ＳＫ２５７ １ 染付 皿 (７ 8） コンニャクＪ１弁花・渦福 18世紀後､Ｉ 肥向 i(i雌則

ＳＫ２１１

２

３

４

５

１

染付

i‘i磁

陶器

白磁

染付

壷

香炉

土瓶

播鉢

蓋

(7.6）

(27.8）

(7.3）

(5.4）

2.6

(７ l）

(４

(９

鋤
一
鋤

蓋付鉢/外：格ｆ地菊花

181M紀後､Ｉ

1811t紀後１

17世紀

18世紀後半

肥向

肥iｉ

備前

肥前

２ 染付 皿 (8.0） コンニャク五弁花・渦福 181M紀後半 肥前(波佐見）

３ 染付 IIIl (12.4） 3.2 ４４ 見込み蛇の目袖剥ぎ/内：二亜斜格ｆ文 1680～1740 肥前(波佐見）

ＳＫ２６５

Pit362

４

５

１

１

陶器

白磁

染１

染｛

皿

皿

鉢

碗

(12.6）

(12.0

1７．３

(２５）

(3.6）

８．６

、
一
⑯
一

７

(６

⑳
一
切
一
’
一
の

菊皿

口紅

内：四方棚

｢(富）輿（隆作)」銘

18111:紀後１

18111紀Iiirl

18111紀後半

1690～1780

京・信楽

肥向

肥向

肥向

２

３

染（

陶；

碗

皿

(7.2）

４ 唐津/Ⅲ期/兇込み蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 肥前

ＳＫ７０４

４

1

土師器

,‘撒染付

焼塩壷

蓋

(9.6）

8.6

(2.2）

２９ 3.4

蓋／内面布目痕アリ／穿孔アリ

内：コンニャクノ[弁花・四方擁

1811t紀後､ド

1770～1880

堺

肥前

２ ｉｌ撒染付 碗 (7.2） ５８ 3.6 内 コンニャク正弁花・四方操 1770～1880 肥向

３

４

i悩染付

染付

碗

碗

(10.3

(1０ ⑳

(６

５

例
－
２

(4.4）

3.6

内：コンニャク五弁花・四方裸

草花

1770～1880

1811t紀前､Ｉ

肥向

肥向
。
■
■
Ⅱ
、

５ 染付 碗 (1１ ① 外：椿/内：Ijq方概 18世紀後１ 肥向 ｉ

６ 陶器 碗 (1０ 4） (5.7） (4.0） 藁灰袖 １８世紀後１ 荻

７ 染付 皿 (1３ 4） ３ ７ 見込み蛇のＵ袖剥ぎ/内:唐草文･コンニャク五弁花 1680～1740 肥前(波佐見）



表２１その他主要遺構出土遺物観察表⑩

－９６－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＫ７０４ ８ 陶器 IⅢ (13.0 4.6 4.8 唐津/Ⅳ期 1690～1780 肥向ｉ

９ 染付 鉢 (7.8） 笹 肥向ｉ

1０ 青磁 香力 7.4 蛇の目''11形i;.ij台 肥向ｉ

11 陶器 水茜 (5.2） 肥向』

１２ 染付 瓶 (4.4） 肥向ｉ

1３ 陶器 瓶 5.4

1４ 白磁 燭台 1.6 5.8 2.6

１５ 陶器 鑑 6.4 4.9 九州

１６ 陶器 水指 16.6 12.4 1７ 九州

1７ 瓦 軒丸 径13.5cm/珠文１６／巴反時計回り

１８ 瓦 軒丸 径14.6cm/珠文１５力／巴反時計回り

SKl78 １ 染付 lⅢ 12.5 3.9 7.5 内 コンニャク五弁花/外：渦福・唐草 18世紀後半 肥向 i(i雛見）

SK313 １ 染付 腕 (12.0》 6.2 ４３ 外 花/内：花・四方裸 18世紀後半 肥向

２ ii撒染付 碗 (8.2） (6.1） (４ 0） 内 コンニャク面弁花・四方裸 1770～1880 肥ｉ

３ 陶；
１
つ
７ 碗 (４ O） 唐津/n期/砂目枇み段階 1610～1650 肥前

４ 染（ Ｉ Ⅲ１ (lａ２Ｄ (2.8） (６ ０） 蔓草/間台に砂付蒲 17世紀後:Ｉ 肥間

５ 染（ Ｉ 紅Ⅲ ６ 2.1 ２２ 笹 181M紀後上Ｉ 肥向

６ 陶；
１
．
丁 瓶 ５ 笹 18世紀後半 肥向

７ 瓦 軒丸 在地

８ 陶器 捕鉢 18世紀後半 堺

SK274 １ ｉｌｉ鋤 付 小碗 8.3 4.3 3.8 五弁花 1700～1740 肥向

２ 染（ ↑ 小碗 (8.0） (4.9） (3.6） 外 唐草・渦柵 1700～1740 肥向

３ 染１ ↑ 小碗 (7.5） 4.5 2.8 外 コンニャク印判紅葉 1700～1750 肥向

４ 染イ Ｉ 小碗 7.3 4.6 ３ 外 草花文 1700～1740 肥前

５ 染１ Ｉ． 小碗 3.2 外 草花文 1710～1750 肥間

６ 染１ Ｉ 小碗 ３１ 外 コンニャク印判/茜紬 1700～1750 肥向

７ 染１ 1． 碗 (9.6） (4.9） (３ 8） 1700～1750 肥向

８ 色絵染|;Ｉ 碗 (9.7） ４７ ４４ 1710～1740 肥向

９ 機付 耐 (9.4） ５３ ４２ 外：若松／「筒江」銘 1710～1750 肥向１

1０ 判 Ｉ 噺 (10.0,(５ 2） (４ 0） 内網目文/外：二重網目文/渦福 1710～1750 肥向ｉ

1１ 判 ↑ 噺 (10.0,(５ 3） (４ 0） 外：草花文／「大明１１ 製」崩れ銘 1710～1750 肥向ｉ

1２ 判 ↑ 耐 ３６ 外：峨花文／「ﾉＷｌｆＩ 製」崩れ銘 1710～1750 肥向

1３ 判 Ｉ 硝 ３８ 外：峨花文／「入明年製」崩れ銘 1710～１７５０ 肥向

1４ 判 Ｉ 耐 ３８ 渦補 1710～1750 肥１１

1５ 染１ Ｉ 蹴 (1０．０ (5.6） (４ 6） 外：コンニャク印判・団鶴・若松 1700～1750 肥前

1６ 陶胎染付 価 ４６ 1811t紀前半 肥向

1７ 陶器 耐 ３８ 唐津/Ⅳ卿/外：刷毛目/内：打刷毛日 1690～1780 肥向ｉ

1８ 染（ Ｉ 価 ４６ 肥前ｉ

１９ 陶膨 付 価 (10.4） 18世紀前半 肥前

2０ 染（ Ｉ 碗 (11.0, 6.4 4.2 見込み蛇の|｣袖剥ぎ 18世紀前半 肥向

2１ 色織 付 小碗 ３４ 1710～1740 肥向

2２ i'撒染付 碗 (12.0リ (6.3） (３ 2） 外：渦福/内：椿文/IIq方裸 １８世紀前半 肥向 ｉ

2３ 陶器 碗 ３８ 18世紀前半 関西？

2４ 染付 小碗 7.6 4.3 ２８ 外：雨降文 1700～1740 肥前

2５ 陶器 耐 (9.4） 7.5 ３６ 唐津Ⅲ又はⅢ期？ 17世紀代？ 肥前

2６ 陶器 儲 1０ 6.5 ４ 唐津/Ⅳ期/外：刷毛、/内：打刷毛目 1690～1780 肥前

2７ 陶器 価 (10.8’ (7.2） (3.4） 唐津/Ⅲ期 1690～1780 肥前

2８ 陶胎染付 価 (12.5）

2９ 陶器 剛 3.6 唐津/Ⅲ期 1690～1780 肥向

3０ 陶器 碗 (10.0リ (6.5） (4.0） 唐津/Ⅳ期/外：刷毛目/内：打刷毛目 1690～1780 肥同

3１ 染付 猪口 (7.2） 若松 17雌I|頓~後半 肥Iｉ

3２ 染付 Ⅲ (13.0, 3.8 4.4 見込み蛇の目袖剥ぎ/内：二重斜格子文 1680～1740 肥向 i(波佐見）

3３ 染付 Ⅲ (13.0, ３ ８２ 内：五弁花/外： 草 18世紀前半 肥甫 ｉ

3４ 染付 Ⅲ ７４ 内：花文 18世紀前半 肥間 ｉ

3５ 染付 1m (14.6） (2.9） (７ 6） 見込み蛇の目袖剥ぎ/内:唐草文･コンニャク五弁花 1680～1740 肥向 i(波佐見）

3６ 染付 Ⅲ (12.CD(3.5） (６ 0） 内：コンニャク五弁花・墨弾き/外：唐草・渦柵 1680～1740 肥向 i(波佐見）

3７ 陶器 Ⅲ (11.8） ４ ４２ 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 肥向

3８ 陶器 lⅢ ４ 唐津/Ⅲ期/兄込み蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 I鴎

3９ 染付 lⅢ (17.6） 18世紀前半 肥間



表２２その他主要遺構出土遺物観察表⑪

－９７－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＫ２７４ 4０ 染付 皿 型打成形/内：コンニャク印判桐/外：折松葉文 18世紀前半 肥向

4１ 染付 皿 3.6 見込み蛇の目袖剥ぎ 1680～1740 肥向 i(i雄則

4２ 染付 皿 (13.2） (2.9） (３ 4） 18世紀前半 肥向 ｉ

4３ 陶器 皿 ４２ 唐津/Ⅲ期/内：111水 1650～1690 肥向 ｉ

4４ 染付 紅Ⅲ ６ 2.3 ２６ 笹 18世紀前半 肥間
今
日
Ⅱ
Ⅱ
甲

4５ 白磁 小坪 (３ 0） 肥向ｉ

4６ 染付 小坪 (６０） (3.2） (４ 0） 外：雨降文 1700～1740 肥向ｉ

4７ 染付 皿 (21.0 内：蔓草・花 1630～1650 肥前

4８ 染付 鉢 (14.6） (5.5） (8.4） 18世紀前半 肥向

4９ 陶器 鉢 (22.20(7.2） (7.6） 唐津/Ⅳ期/内外共に刷毛目/見込み蛇の目袖剥ぎ 1690～1780 肥向

5０ 白磁 瓶 (6.6） 肥向

5１ 白磁 瓶 4.2 1690～1780 肥向

5２ 染付 仏飯器 ２５ 1690～1780 肥向ｉ

5３ 陶胎染付 火入 (13.6） 18世紀前半 肥向ｉ

5４ 陶器 壷 5.6

5５ 陶器 鉢 唐津/Ⅳ期/内外共に刷毛目 1690～1780 肥前

5６ 土師器 焼塩壷 7.8 1.8 蓋/内面布||痕 18世紀中頃 堺

5７ 土師器 焼塩壷 6.4 2.1 蓋/内面布[|痕 18世紀中頃 堺

5８ 土師器 焼塩壷 6.2 8.6 5.6 身/内面布１１痕 18世紀中頃 堺

5９ 陶器 壷 8.8

6０ 陶器 壷 (11.4） 唐津？／内面平行タタキ

6１ 陶器 播鉢 (30.0(12.7）(15.2） 1811紀I|頓~僻 堺

6２ 陶器 播鉢 18世紀前半 肥前

6３ 土師質 壷 (11.4） 火消し壷 在地

6４ 土師質 壷 (11.4） 火消し壷 在地

Pit372 １ 陶器 皿 (8.0） 唐津/Ⅳ期/内：刷毛目 1690～1780 肥前

２ 陶器 皿 (9.2） 唐津/Ⅳ期/内：刷毛目 1690～1780 肥前

３ 染１ Ｉ 蓋 (１０．０リ 内ご椿文/四方槻 18世紀前半 肥向

４ 染１ Ｉ 碗 (9.6） (5.0） (4.4） ｢筒江」銘 1710～1750 肥向

５ 染１ Ｉ 碗 (9.4） (5.7） (3.9） 1710～1750 肥向

６ 陶胞 付 小碗 (8.0） 1710～1750 肥向

７ 陶胎染付 碗 (11.4） 7.5 ５ 18世紀前半 肥ﾛｉ

８ 染付 碗 1１ 7.9 ５ 18世紀前半 肥閲

９ 陶器 壷 唐Ｉ 』/Ⅳ期/外：刷毛目/内：打刷毛Ⅱ 1690～1780 肥向

SK478 1 染付 小碗 (8.8） 3.9 3.2 外 若松 1710～1750 肥向

２ 染（ ↑ 碗 (9.8） ４４ 4.2 外 若松 1710～1750 肥向

３ 染（ ↑ 碗 (9.6） ４９ 3.7 外 格子目・菊花・半菊 １７１０～1750 肥前

４ 染イ ↑ 碗 (10.20 ４５ 3.6 外 氷裂・菊花 1710～１７５０ 肥向

５ 似 Ｉ 碗 10.7 ４４ ５ 見込み蛇の目袖剥ぎ/外：梅樹文 １７１０～1740 肥向 i(波佐見）

６ 側 Ｉ 碗 10.8 ４３ 5.1 見込み蛇の[l袖剥ぎ/外：梅樹文 1680～1740 肥向 i破佐則

７ 判 Ｉ 碗 10.1 ３８ 5.2 草花文／「入明年製」崩れ銘 1700～1750 肥前

８ 染１ ↑ 碗 (9.8） ５ ４ 草花文／「火明年製」崩れ銘 1700～1750 肥向

９ 白磁 小碗 7.5 3.9 3.2 18世紀前半 肥向 ｉ

10 悶胎染付 碗 11.4 7.9 5.1 18世紀前半 肥向 ｉ

１１ 陶胎染付 碗 8.8 6.4 ４ コンニャク印判・団鶴・花 18世紀前半 肥向

1２ 陶胎染付 碗 9.6 6.5 4.3 コンニャク印判・団鶴・花 18世紀前半 肥向

1３ 陶胎染付 碗 1０．１ ７ ４３ コンニャク印判・団鶴・花 18世紀前半 肥向 ｉ

1４ 陶器 碗 8.7 4.8 ６８ 楼閣山水 18世紀前半 肥向 』

1５ 陶器 碗 8.2 ７１ ４５ 山水 18世紀前半 京・信楽

1６ 染付 皿 (12.0リ (３ O） (７ 3） 内：花・血弁花/外：唐草・「火明年製」崩れ銘 18世紀前半 京・信楽

1７ 染｛ Ｉ 皿 9.3 ２１ ５ 内・外：花文 18世紀前半 肥前

1８ 染｛ ↑ 皿 12.4 ４５ 3.5 見込み蛇の|｣紬剥ぎ/内 二砿斜格ｆ文 1680～1740 肥前

1９ 染イ 1． Ⅲ (13.0 ３７ ４２ 見込み蛇の|]袖剥ぎ/内 二重斜格ｆ文 1680～1740 肥前(波佐見）

2０ 染イ ↑ 皿 ４４ 見込み蛇の目袖剥ぎ/内 二亜斜格ｊａ文 1680～1740 肥前破佐則

2１ 染（ ↑ 猪口 (8.2） (3.9） (３ 2） 外：若松・渦福 18世紀前半 肥前(脚視）

2２ 染｛ ↑ 猪口 7.2 5.4 ６1 花 18世紀前､'４ 肥前

2３ 陶器 皿 6.6 3.7 ３２ 唐津／Ⅱ期/砂目械み段階 １６１０～1650 肥前

2４ 陶器 皿 1０．６ ３ ３６ 唐津／Ⅱ期/砂ｕ被み 1610～１６５０ 肥前

2５ 陶器 皿 9.5 5.1 ３６ 18世紀前半 京・信楽



表２３その他主要遺構出土遺物観察表⑫

－９８－

遺物番号 実測播号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SK478 2６ 陶器 皿 唐津/Ⅱ期/鉄絵 1610～1650 肥前

2７ 陶器 Ⅲ (20.CD(6.1） (8.6） 唐津/Ⅳ期/内：刷毛目・蛇の目袖剥ぎ 1610～１６５０ 肥向 ｉ

2８ 陶器 蓋 10.6 3.4 3.6 蓋付鉢の蓋 18世紀前斗 肥向

2９ 陶器 鉢 1２ 内：刷毛目・砂目積み 18世紀前斗 肥向 ｉ

3０ 陶器 描鉢 65.0,14.8 １６ 18世紀前斗 肥向
。
。
■
９
口

ＳＫ４８３ １ 染付 碗 4.3 菊花 18世紀前半 肥向ｉ

２ 染付 碗 (11.心 6.2 ４３ ｢大明年製」崩れ銘 1700～1750 肥間ｉ

３ 染付 碗 (３ 8） ｢大明年製」崩れ銘 1700～1750 肥向 ｉ

４ 陶胎染付 碗 11.1 ８ ５４ 18世紀前半 肥向ｉ

５ 陶器 Ⅲ (13.CＤ (3.7） (４ 2） ｢大明年製」銘 18世紀前半 肥前ｉ

６ 染付 仏飯器 ３８ 18世紀前半 肥前ｉ

７ 染付 猪口 (４ 9） ｢大明年製」銘 18世紀前半 肥向ｉ

８ 土師器 焼塩壷 7.4 2.3 18世紀中頃 堺

９ 陶器 捕鉢 (15.2） 18世紀前半 肥前

SK229 １ 『職染付 蒜 ４ 外 渦福/内：椿文/四方裸 18世紀前半 肥前ｉ

２ 染付 小碗 7.8 4.5 2.8 外 雨降文 1700～1740 肥向ｉ

３ 染１ ↑ 小碗 (8.2） (4.0） (３ 7） 外 唐草・渦隔 1700～1740 肥向』

４ 染１ ↑ 耐 9.4 5.1 ３８ 内網目文/外：二亜網目文/渦福 1700～1750 肥向』

５ 染１ ↑ Bｉ ３６ 外：菊花文・渦福 1700～1750 肥向ｉ

６ 染１ ↑ 価 ４１ ｢大明年製」崩れ銘 1700～1750 肥前ｉ

７ 染Ｉ ↑ 価 ４２ 内・外：網目文/渦隔 1700～1750 肥向ｉ

８ 染Ｉ ↑ 耐 1０ 5.6 ４５ コンニャク印判菊文/渦福 1700～1750 肥向』

９ 染｛ ↑ '’１ 9.8 5.5 ４１ 草花文／「大明年製」崩れ銘 1700～1750 肥向ｉ

1０ 染１ 1。 剛 (9.4） (5.3） (４ 2） コンニャク印判 1700～1750 肥向〕

11 白磁 断 9.3 ５ ４１ 色絵素地？ 18世紀前半 肥前』

1２ 染付 碗 (12.CD 草花文 1710～1750 肥向ｉ

1３ 染付 碗 (9.8） (4.6） (4.1） 松竹文 1710～1750 肥向ｉ

１４ 染付 碗 (4.1） 若松 1710～1750 肥向ｉ

1５ 陶胎染’ 碗 (11.0リ ７ 4.7 コンニャク印判船文 18世紀前半 肥前ｉ
１６ 陶胎染’ 碗 (12.1） 山水文 18世紀前半 肥前ｉ
1７ 陶胎卿 碗 (11.0(5.7） (4.1） 見込み蛇の目袖剥ぎ 18世紀前半 肥前ｉ

1８ 陶胎卿 価 ４７ １８世紀前半 肥向ｉ

1９ 陶胎染Ｉ 耐 ４９ 18世紀前半 肥間ｉ
2０ 陶 器 価 (10.2》 (7.5） (４ 2） 唐 私/Ⅳ期/外・内 刷毛目 1690～1780 肥向ｉ

2１ 陶 器 価 (10.2》 (7.4） (４ 2） 唐 鞭/Ⅳ期/外・内 刷毛目 1690～1780 肥前ｉ

2２ 陶 価 (10.4） (7.3） (４ 2） 唐 蕊/Ⅳ期/外・内 刷毛目 1690～１７８０ 肥向 ｉ

2３ 陶 潟 儲 ４５ 唐 業/Ⅳ期/外・内 刷毛目 1690～1780 肥向 ｉ

2４ 陶 器 碗 (10.3(６１） (３ 6） 唐 1k/Ⅳ期/外：刷毛目/内：打刷毛目 1690～1780 肥F１

2５ 陶 帯 碗 (9.9） 唐 1k/Ⅳ期/外：刷毛目/内：打刷毛目 1690～1780 肥向

2６ 陶器 碗 (11.5） (7.4） (4.6） 唐 催/Ⅲ期/高台内施袖 1650～1690 肥Iｊ

2７ 陶器 碗 (10.9リ 唐 値/Ⅲ期 1650～1690 肥前ｉ

2８ 陶器 碗 4.6 唐津/Ⅲ期/高台内施紬 1650～1690 肥向ｉ

2９ 陶器 碗 (11.3(5.1） (4.7） 京焼き 18世紀前半 肥向ｉ
3０ 陶器 碗 4.4 唐津/Ⅱ期/砂目械み段階 1610～1650 肥向 ｉ

3１ 染Ｉ ↑ lⅢ (18.2》 (2.8） (11.3ハリ支え/内：蔓花文/外：唐草文・渦福 18世紀前半 肥向 ｉ

3２ 染１ ↑ IⅢ 1３ ３６ 7.9 内：コンニャク五弁花・墨弾き/外：唐草・渦福 1680～1740 肥向 i破佐則

3３ 染１ ↑ IIIl 14.1 ３５ ８ 内：蛸唐草/外唐草 1710～1740 肥向

3４ 染イ 1． IⅢ (1４ ①(３ 5） (8.1） 蛇の目凹形尚台/内：松竹文・五弁花/外：唐草 1730～1750 肥前 ｉ

3５ 染１ Ｉ IIll (1３ ① ２９ ４４ 見込み蛇の[l袖剥ぎ/内:半菊･唐草文･コンニャク五弁花 1680～1740 肥向i破佐則
3６ 染１ Ｉ lⅢ (１３ 3D(３ O） (６ 3） 見込み蛇の目紬剥ぎ/内:唐草文･コンニャク五弁花 1680～1740 肥向i破佐則
3７ 染１ Ｉ Ⅲ 10２ ２３ ５５ 内・外：花文 18世紀前半 肥『

3８ 染１ 1． Ⅲ (9.6） (１ 8） (４ 9） 内・外：花文 18世紀前半 肥ド

3９ 染１ 1． IⅢ 12.6 ３５ ４６ 見 △み蛇の目袖剥ぎ/内 二重斜格子文 1680～1740 肥間 i(波佐則

4０ 染１ Ｉ lⅢ 1２．２ ３９ ３９ 見 △み蛇の目袖剥ぎ/内 二重斜格子文 1680～1740 肥向 (波佐見）

4１ 染１ Ｉ Ⅲ１ ４６ 見 △み蛇の目袖剥ぎ/内 二重斜格子文？ 1680～1740 肥向 破佐則

4２ 染１ ↑ lⅢ 1１．８ 3.7 ３８ 見 △み蛇の目袖剥ぎ/流水文？ 1680～1740 肥向 i(波佐見）

4３ 染（ Ｉ Ⅲ１ 11.6 3.7 ４１ 見込み蛇の目袖剥ぎ/折松葉文 1680～１７４０ 肥前 i(波佐則

4４ 染イ ↑ lⅢ 1.9 型打成形/口紅/型紙摺り 18世紀前半 肥前 i(波佐見）

4５ 染イ ↑ IⅢ 8.8 1.8 5.4 型打成形/内：椿/外：折松葉文 18世紀前半 肥向 Ｉ



表２４その他主要遺構出土遺物観察表⑬

－９９－

遺物番号 実測播号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地
SK229 4６ 染付 紅皿 5.4 2.4 2.8 笹 18世紀前半 肥前

4７ 染付 紅皿 6.2 2.4 ３２ 笹 18世紀前半 肥向ｉ
4８ 陶器 皿 13.2 3.8 ４８ 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の目紬剥ぎ/銅緑袖 1650～1690 肥前 』

4９ 陶器 皿 (12.CD 3.6 ４３ 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の目袖剥ぎ/銅緑紬 1650～1690 肥iｉ ｉ
5０ 陶器 lⅢ ４３ 唐津/Ⅲ期/見込み蛇の[l軸剥ぎ/銅緑袖 1650～1690 肥向 ｉ

5１ 染付 蓋付鉢 8.1 4.1 ４５ 18世紀前半 肥向
5２ 陶器 香炉 ８９ 褐袖

5３ 染付 小坪 6.1 3.5 ３８ 雨降文 18世紀前半 肥前
5４ 染付 仏飯器 ７ 5.1 ３６ 雨降文 1690～1780 肥前
5５ 陶器 壷 (11.4）

5６ 白磁 壷 11.2 18世紀前半 肥前
5７ 染付

＝白雪

亜Ｚ 4.8 １８世紀前半 肥前
5８ 陶器 播鉢 ９ 唐津Ⅲ～Ⅳ期 18世紀中頃 肥前
5９ 磁 瓶 6.2

6０ 瓦質土器 饗 (24.4） 在地

Pitll9 1 染{Ｉ 皿 14.2 4.4 7.4 輪花/内：桃/外：唐草・渦柵 18世紀前半 肥前
２ 染イ Ｉ 皿 13.2 3.6 7.8 内:五州･型弾きによる購文/外:岬･吠明年製｣崩れ銘/染i＃き猟配 1680～1740 肥前(波佐則

３ 染１ 1． 皿 13.8 4.3 7.6 内：五弁花・唐草・山水/外：唐草・渦福 18世紀後半 肥前

４ 染１ Ｉ 皿 (12.2》 ハリ支え/内:笹/外:唐草･｢□□（奇玉）鼎之珍」銘 1690～1740 肥前

５ 染イ ↑ 皿 12.1 ３．２ 4.6 兇 △み蛇の目袖剥ぎ/流水文？ 1680～１７４０ 肥前破佐則

６ 染イ 1． 皿 12.6 ４ ３８ 兄 △み蛇の目袖剥ぎ/折松葉文 1680～1740 肥前破佐則

７ 染イ ↑ 皿 1２ 3.5 ３４ 兄 △み蛇の目袖剥ぎ/流水又？ 1680～1740 肥前(i雄則

８ 陶器 火人 (15.20(6.1） (６ 2） 唐 11/Ⅲ期 1650～1690 肥前

９ 陶器 碗 (４ 8） 唐津/Ⅲ期 1650～1690 肥前

1０ 土師器 焼塩壷 (7.0） 布目アリ／「サカイ泉州磨生御塩所」 1720～1740 堺

Pit428 1 染付 皿 1０ ２ 5.8 内・外：花文 18世紀前半 肥前

２ 陶器 人形 狛犬/緑袖/白色系の軟質胎土

SX286 １ 染付 碗 (10.8） (6.4） ４ 外:コンニャク印判若松十草花文･｢大明年製｣崩れ銘 1700～1740 肥前

２ 染イ↑ 碗 (9.6） (4.8） (4.0） 外 ｌＹ 花文・「大明年製」伽れ銘 1700～1740 肥前

３ 染イ ↑ 碗 (１０.‘、 5.9 ４．４ 外 ‘'； 花文・「大明年製」崩れ銘 1700～1740 肥前

４ 染イ↑ 碗 (9.8） (4.9） (4.0） 外 菊花文・渦福 1700～1750 肥前

５ 染｛↑ 碗 (9.6） 外 コンニャク印判鶴 18世紀前半 肥前

６ 染イ １． 碗 3.2 外 峨花文 1700～１７４０ 肥前

７ 染イ ｉ 碗 (1０．０ 1700～1740 肥前

８ 陶胎染付 碗 (1０．０ (6.9） (4.4） 18世紀前 ドー 【噸 肥前

９ 陶胎染付 碗 ５ 18世紀前 ｆ～【噸 肥前

1０ 陶胎染付 碗 4.4 18世紀前半～巾頃 肥前

1１ 陶器 碗 12.5 7.7 ４９ 唐側/Ⅳ期 1690～1780 肥前

1２ 陶器 碗 10.2 ６６ ４４ 唐脚/Ⅳ期/外・内：刷毛|」 1690～1780 肥前

1３ 陶器 碗 (１０．０ (７ O） (４ 6） ｆｊ鋼 /Ⅳ期/外・内：刷毛|］ 1690～1780 肥前

1４ 陶器 碗 9.2 ６９ ３８ 厭胤/Ⅳ期/外・刷毛目/内：打ち刷毛目 1690～1780 肥前

1５ 白磁 碗 (9.0） (５ 2） ３４ 色紹 莱地？ 17世紀後半 肥前

1６ 陶器 碗 ５ 唐津/Ⅳ期 1690～1780 肥前

1７ 陶器 碗 3.9 唐津／1-2期/胎土目横み段階 1594～１６１０ 肥前

1８ 陶器 碗 (４ 0） 唐沌／1-2期/胎土目積み段階/鉄絵アリ 1594～１６１０ 肥前

１９

2０

染付

染イ ↑

小坪

鉢

３
’
９

５
’
６

｢火明年型」崩れ銘 18世紀前半 肥前

肥前

2１ 染イ 1． Ⅲ 12.4 3.7 ４２ 兇 △み蛇の'二}袖剥き /折松災文 1680～1740 肥前(雌則

2２ 染イ 1． 皿 1３ ４ ３８ ４４ 兇 △み蛇のIj袖剥き 1680～1740 肥前(雌則

2３ 染イ ↑ 皿 (1２ ① ４２ ４２ 兇 △み蛇のl]袖剥き /折松災文 1680～1740 肥前(雌則

2４ 染イ↑ 皿 (1２ ‘l） (３ 5） (４ 2） 見 △み蛇の目袖剥き /制 水文？ 1680～1740 肥前(i雌則

2５

2６

染｛ i、

陶器

皿

Ⅲ

1２ ６ ３８ ４
’
３

３
’
８

見

唐

△み蛇の目袖剥ぎ/所 水文？

|t/Ⅲ期/見込み蛇のI｣袖剥ぎ/銅緑袖

1680～1740

1650～1690

肥前(雌則

肥前

2７ 陶器 Ⅲ I岬1t／Ⅱ'’1/砂'三|積み 1610～1650 肥前

2８ 白磁 紅IⅢ 7.2 2.8 ２ 18世紀前斗 肥前

2９

3０

染付

白磁

紅皿

紅皿

6.6

4.2

2.4

1.8

３

1.8

笹 18世紀

1700～1730

肥前

肥前

3１ 染付 鉢 蛸府草 18世紀 肥前

3２ 染付 瓶 肥前



表２５その他主要遺構出土遺物観察表⑭

－１００－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SX286 3３ 染付 瓶 肥前

3４ 染付 仏飯器 ４ 花唐津 18世紀前 |皇 肥前

3５ 陶器 播鉢 (33.0,(16.20(14.0リ 唐津/Ⅳ期 18世紀前 ド 肥前

3６ 陶器 橘鉢 ４１ 16.5 1５ 唐津/Ⅳ期 18世紀前半 肥前

3７ 瓦質土器 火鉢 (19.5） 在地

3８ 陶器 壷 (9.8）

ＳＥｌＯ６ １ 悶胎染付 碗 (5.8） 18世紀前半~中頃 肥向ｉ

２ 陶器 碗 (１６．０ 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階/鉄絵 1610～1650 肥向１

Pit348 1 染付 碗 9.9 5.9 3.9 草花文 1700～1740 肥向ｉ

２ 染イ ↑ 皿 10.4 2.7 4.7 桃 1680～1700 肥向ｉ

３ 陶；
才
乙
了 鉢 22.8 11.1 11.2 唐津/Ⅱ～Ⅳ期/内外面共に刷毛目装飾/玉縁状口縁部 18世紀前半~中頃 肥向』

ＳＥ500 １ 染｛ 1． 碗 11.5 4.8 4.2 中国染付？／見込みに花文/高台内無袖 17世紀前半 中国

２ 染｛ Ｉ 碗 (10.7） 4.8 3.3 中国染付？／見込みに花文/高台内無袖 １７世紀前半 中国

３ 白磁 碗 (9.5） 4.4 3.7 青みがかった白磁/肥前？／高台に砂が付着する 17世紀前半？ 肥向i？

４ 染付 碗 (10.0》 網目文 1650～1660 肥向ｉ

５ 白磁 碗 9.9 6.8 4.3 青みがかった白磁/高台に砂が付蒜する 1630～1650 肥向ｉ

６ 白磁 碗 (10.4） (7.2） (３ 8） 苛みがかった白磁/高台内無紬 1630～1650 肥向ｉ

７ 陶器 碗 (1２ 2０ 7.7 ５1 唐 業/Ⅲ期/京焼風陶器/呉器手碗 1650～1690 肥前

８ 陶器 碗 1３ ４ ８ ５７ 唐 粥/Ⅲ期/京焼風陶器/呉器手碗 1650～1690 肥向Ｉ

９ 陶器 碗 1２ ３ ７ ５２ 唐 業/Ⅲ期/高台内施袖 1650～1690 肥向ｉ

1０ 陶器 碗 1１ ５ 7.8 ５９ 唐 韮/Ⅲ期/高台内施紬 1650～1690 肥向

11 陶器 碗 (1２ 4） 7.1 ４８ 唐津/Ⅲ期/高台内施袖 1650～1690 肥向

1２ 陶器 碗 1１ ２ 7.4 ４８ 唐津/、期/高台内施袖/飼緑袖を口縁部～体部内外面に掛ける 1650～1690 肥向

1３ 白磁 碗 (３ 4） 青みがかった白磁/高台内無袖/砂が付着 1630～1650 肥向

1４ 白磁 碗 ５３ 磁胎/青みがかった白磁/職畑期陶器と共通する形態/全面施袖 1630～1650 肥向 ｉ

1５ 陶器 碗 ４４ 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥向ｉ

1６ 白磁 碗 (9.6） 4.3 ３７ 青みがかった白磁/肥前？/高台に砂が付着する 17世紀前半？ 肥向ｉ

1７ 陶器 碗 ５ 唐津/Ⅲ期/高台内施紬 1650～1690 肥前ｉ

1８ 陶器 壷or瓶 ８ 唐津/高台内施袖/砂が付諦 17世紀後半 肥向

1９ 染付 皿 4.5 初期伊万里/蔓草文 17世紀前半 肥向

2０ 染付 皿 (13.6） (3.1） (7.2） コンニャク五弁花 18世紀前半 肥向 i(波佐見）

2１ 陶器 皿 (1３ 89 ２９ ５ 唐 蕊/Ⅲ期/見込み部蛇の目袖剥ぎ 1650～１６９０ 肥向

2２ 陶器 皿 (1２ 5０ (４ 0） (4.0） 唐 華/Ⅲ期/見込み部蛇の目袖剥ぎ 1650～１６９０ 肥向ｉ

2３ 陶器 皿 (1１ 4） (３ 9） (３ 4） 唐 催/Ⅲ期/見込み部蛇の目袖剥ぎ/銅緑袖（内野山） 1650～1690 肥前ｉ

2４ 陶器 皿 (1３ 3） ３４ ４３ 唐 1t/Ⅲ期/見込み部蛇の目紬剥ぎ 1650～1690 肥前ｉ

2５ 陶器 皿 ３５ 唐 僧/Ⅱ期/砂目横み 1610～1650 肥向ｉ

2６ 陶器 皿 (４ 8） 唐 糟/Ⅲ期/見込み部蛇の目袖剥ぎ 1650～1690 肥向ｉ

2７ 陶器 皿 ４９ 唐津/Ⅱ期/砂目横み 1610～1650 肥向
Ｃ
■
Ⅱ
Ⅱ
口

2８ 土師器 皿 (1０．３ (1.6） (７ 4） 底部糸切り離し／白色系の胎土 17世紀後半 在地

2９ 土師器 皿 (15.7） (3.0） (８ 4） 底部糸切り離し/赤褐色系の胎土 17世紀後半 在地

3０ 白磁 蓋 (8.4） 白磁壷蓋／
１７世紀後半～
181Ｍ紀前半 肥前

3１ 陶器 灯火具 8.1 4.8 5.3 焼締陶器十鉄袖/受Ⅲ1部径15.2cIn/底部糸切り離し 17世紀後半 肥前？

3２ 謝磁 盤 4.4 脚付盤／ 肥前？

3３ 瓦質土器 火鉢 (12.① (5.8） (10.6） 脚付/底部糸切り離し 17世紀後半 在地

3４ 陶器 壷 (13.3焼締陶器

3５ 染付 瓶 4.8 17世紀後半 肥前

3６ 陶器 播鉢 備前/焼締陶器 17世紀後半 備前

3７ 陶器 播鉢 (28.CD(12.2》 (9.0）

3８ 陶器 橘鉢 (2３ 2，

3９ 陶器 鉢 (4６ 0リ 唐津/Ⅲ～Ⅳ期/二彩手
１７１Ｍ妃
1８

愛半～
冊紀航半 肥前

ＳＫ５１７ １ 陶器 碗 (1２ 8）

２ 陶器 碗 (1２ ‘l） (6.7） (4.2） 唐津/Ⅲ期 1650～１６９０ 肥屑

３ 陶器 碗 (１１ 2） 唐津/Ⅲ期/刷毛目 1650～1690 肥屑

４ 陶器 碗 (4.6） 津/Ⅲ期 1650～1690 肥同

５ 陶器 碗 (4.4） 唐津/Ⅲ期/焼成不良袖発色雌し 1650～1690 肥甫

６ 染付 小坪 (7.1） 1650～1680 肥間

７ 陶器 小碗 唐津/Ⅲ期/京焼風陶器/間台内に押印アリ 1650～1690 肥晴

８ 染付 小碗 3.3 草花文／「宣明年製」銘 1670～1690 肥ド

９ 染付 皿 (4.4） 初期伊万里/高台内に砂が付芯する 1610～１６３０ 肥『 ｉ



表２６その他主要遺構出土遺物観察表⑮

－１０１－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

SK517 1０ 染付 皿 (14.4） (3.0） (7.6） 中国染付／ ;(徳鎮 中国

11 染１ ↑ 皿
ー

０ ２ 型打賜刻hｊ 形/瑠璃袖を掛け分ける 1640～1650 肥前

1２ 染１ 1． Ⅲ 1４ 2.9 ７５ 初期伊ﾉjｌＩ 17世紀前半 肥前

1３

1４

染１

染１

Ｉ

|，

Ⅲ

皿

13.4

13.4

3.4

3.5

３
－
４

９

７

見込み蛇の|｣袖剥ぎ

崩れた折松葉文/見込み蛇の11袖剥ぎ

1650～1680

1650～１６８０

肥前(i雌見）

肥Iiij(洲幌）

1５

1６

陶；

陶；

１
●
了

Ｚ
ａ
ｒ

鉢

鉢

４

９

４

８

唐津／Ⅲ期/砂目横み段階/切り高台(3カ所）

唐津/Ⅲ期/刷毛目/砂目俄

1610～1650

1650～１６９０

肥前

肥前

1７ 陶器 鉢 唐津/鉄絵 肥前

1８ 陶器 壷 (14.4） 焼締陶器/ＷＴタタキ 九州

1９ 陶器 盤 (19.2） 17世紀前半 九

2０

2１

陶器

陶器

鉢

捕鉢 (29.2）

９ 唐津/鉄絵

唐津/焼締陶器/鉄袖 17世紀前半

肥前

肥前

2２ 染付 播鉢 (20.4） 備前/焼締陶器 17世紀前半
､ｐの

1111

SX309

2３

1

２

染付

染付

陶器

瓶

IⅢ

碗

(13.6）

(12.2）

2.4

(６８）

5.4

唐津/Ⅱ1期

1640～1650

1650～1690

肥前

肥前

肥前

３ 陶器 徳利 備前/焼締陶器 16世紀末
hグ■

1111

４ 瓦間土器 火鉢 (11.2） 三脚付 17世紀後半 在地

SK340 1 陶器 碗 3.8 唐津/Ⅲ期 1650～１６９０ 肥1１

２ 陶器 IIIl (12.40(3.3） (2.8） 唐津／Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥1１

３ 染付 皿 2０ 2.9 1０ 楼閣111水文 17世紀'|頓~後
〃
己
早

ｈ
１
１
Ｌ
ｒ
Ｉ 肥1１

◆
竹
Ⅱ
１
①

４ 土師器 皿 (11.4） 京郁系１ 師淵/白色系胎上/樋飾 17世紀後斗 油地

５ 土師器 皿 (10‘1） (2.2） 京都系１ IIIii淵 /白色系胎土/概沌 17世紀後斗 ｲＩ 地

６

７

土師器

陶器

皿

片口

(１１

(1９

３
’
０

都系」

唐津／Ｉ

IIlij器/厚い器壁

2期/胎土目積み段階

17世紀前半

1594～1６１０

ｲＩ 地

肥前

SX527 １ 陶器 碗 (117） (8.1） (4.8） 唐津/Ⅲ期/体部下半無袖 1650～1690 肥前

２ 陶器 碗 (5.3） 府津/Ⅲ期/高台内施袖 1650～１６９０ 肥前

３ 陶器 碗 ３ 唐津／ｎ期/砂目積み 1610～１６５０ 肥前

４ 陶器 皿 (108） 唐津／Ⅱ期/砂'三|積み段階 1610～1650 肥Ｉｉｉｊ

５ 陶器 皿 ３ 唐津／１１期/砂'三Ｉ横み 1610～1650 肥llij

６ 陶器 lⅢ ４．４ 唐津／11期/砂l]横み/底部糸切り離し 1610～1650 肥前

７

８

染付

陶器

皿

片口 (11.9リ

型打賜刻成形

唐津／ I‐２期/胎土目積み段階/鉄絵

1640～1650

1594～1６１０

肥前

肥前

９ 陶器 播鉢 (27.4） (12.6）(10.CＤ 術iii/焼締陶器 17世紀前半 伽前

Ｓ499 １ 陶器 碗 1０ ６．９ ４ 唐測/Ⅲ期/刷毛日 1650～1690 肥前

S461 １ 陶器 碗 4.5 唐刺/Ⅲ期 1650～１６９０ 肥前

２ 陶器 (5.4） 唐測/11期/砂[|横み段階 1610～1650 肥Iiij

３ 染付 皿 1４ 2.7 ８ ハリ支え/ili海波 17世紀【|】頃~後半 肥前

４ 陶器 鉢 (6.2） 唐津／Ｉ‐２期/胎土目積み 1594～1610 肥前

５ 陶器 鉢 (36.0 唐津/Ⅲ期/刷毛目 1650～1690 肥前

Pit223 １ 陶器 碗 3.6 唐津/Ⅳ期/外：刷毛目/内：打刷毛目 1690～1780 肥前

２ 陶器 饗 (30.0 唐津/Ⅳ剛/刷毛目・皇彩手 1690～1780 肥前

３ 陶器 饗 (2８ Cリ 15聯 17世紀後半 肥前

ＳＫ３２７ 1 陶器 碗 (1１ 7） 津／'''’1/砂目積段階 1610～1650 肥前

２ 陶器 碗 (118） 唐津／n期/砂目積段階 1610～1650 肥前

３ 陶器 碗 (1３ 2》 ８ ５ 唐津/Ⅲ期 1650～1690 肥前

４ 土師器 Ⅲ (11CＤ (1.8） (4.0） 底部糸切り離し/黒褐色系の胎土 17世紀後半 在地

５ 陶器 皿 唐津／Ｉ‐２期/胎土目積み 1594～1610 肥前

６ 陶器 播鉢 備前/焼締 17世紀前半 伽前

Pit336 １ 陶器 鉢 (38.9リ (11.3） (1２３ 唐津/Ⅳ期/刷毛目/砂目枇 1690～１７８０ 肥前

ＳＫ３３３ １ 白磁 小坪 (6.2） (2.4） (4.8） 色絵素地？ 肥前

２ 染付 小坪 (３ 0） 梅花文 肥前

３

４

５

陶器

陶器

陶器

碗

碗

碗

(124） 8.1 ５
’
５
’
４

４
’
７
’
２

唐津/Ⅲ期

唐津/Ⅲ期

唐泳/Ⅲ期

1650～1690

1650～1690

1650～1690

肥前

肥前

肥前

６ 土師器 皿 (10.8》 (1.8） (４ 0） 京都系土師器/白色系胎土/極薄 17世紀後半 在地

７ 染付 皿 (12.0(3.0） (５ 4） 肥前/Ⅲ期/蔓草 17世紀中頃~後半 肥前

８ 染付 皿 (15.2） (3.4） (６ 2） 肥前/Ⅲ期/ｕ紅 1711紀申頃~後半 肥前

９ 染付 皿 (13.4） 17世紀中頃~後半 肥前



表２７その他主要遺構出土遺物観察表⑯

－１０２－

遺物番号 実測播号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＫ３３３ １０ 陶器 皿 5.8 不明

ＳＫ３３９ １ 陶器 碗 (13.4） 唐津/Ⅱ期 1610～1650 肥前

２ 陶器 Ⅲ (13.4） (2.5） (5.8） 唐津/砂目積み 1610～1650 肥前

３ 陶器 Ⅲ (4.4） 唐津/砂目積み 1610～1650 肥前

４ 染付 Ⅲ (5.2） 蛇の目高台 17世紀前半 中国

ＳＫ５３１ １ 染付 碗 11.2 5.8 4.2 初期伊万里/高台に砂付着／ 1610～1630 肥前

２ 染付 碗 (10.0 中国染付 17世紀前半 中国

３ 陶器 碗 12.4 7.6 ５ 唐津/Ⅱ期 1610～1650 肥前

４ 陶器 碗 4.8 唐津/Ⅲ期/刷毛目 1650～1690 肥iｉ

５ 陶器 碗 ４ 唐津/天目碗の名残を残す 1650～１６９０ 肥Iｉ

６ 染付 碗 (10.0中国染付 １７世紀前半 中国

７ 陶器 皿 不明陶器

SK541 1 陶器 耐 天目碗

２ 陶器 耐 10.6 6.9 3.8 唐津／Ⅱ期 1610～1650 肥Ｈ

３ 陶器 職 ４．４ 唐津/Ⅱ期 1610～１６５０ 肥1１

４ 陶器 砂 ４ 唐津/Ⅲ期 1650～１６９０ 肥向

５ 陶器 碗 8.8 ６ ３．２ 唐津/Ⅲ期/刷毛目 1650～1690 肥向

SX225 1 土師器 IⅢ (5.5） (2.2） (2.8） 17世紀 在地

２ 陶器 lⅢ (5.0） 唐津/Ⅱ期 1610～1650 肥前

３ 陶器 Ⅲ１ (3.4） 唐津/砂目積み／Ⅱ期 1610～1650 肥前

４ 染付 皿 中国染付 '6世舗魚 中国

５ 陶器 Ⅲ (13.0 唐津/Ⅱ期 1610～1650 肥前

ＳＫ２６１ 1 陶器 Ⅲ (14.6） 唐津/Ⅱ期 1610～1650 肥前

２ 土師器 Ⅲ１ (12.6） (2.5） 京都系土師器 17世紀前半 在地

SK259 １ 陶器 碗 (10.‘、 6.9 4.2 唐津/Ⅱ期/鉄絵 1610～1650 肥、

２ 陶器 lⅢ 4.5 唐津／1-2期/胎土目穣み 1594～1610 肥iｉ

３ 陶器 llll (4.2） 唐津／1-2期/胎土目積み 1594～1610 肥、

４ 陶器 瓶 (12.6） 唐津/二枚貝の貝目積み(合わせ目部分が{橘する)/同心'１１叩き １７世紀前半 肥ｉｉ

５ 陶器 Ⅲ (11.0唐津/Ⅱ期/砂目積み 1610～１６５０ 肥向

６ 土師器 琳渦 在地

７ 石 砥石 天草石

８ 瓦 軒丸瓦 在地

SK267 １ 陶器 碗 (12.8） 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥Ｉｉ

２ 染付 碗 初期伊万里/胴部に「福寿」銘アリ 1610～１６２０ 肥Iｉ

３ 陶器 碗 3.8 府津/Ⅱ期 1610～1650 肥Iｉ

４ 陶器 ｌｌｌｌ 2.8 唐津/Ⅱ期/全面施袖 1610～1650 肥iｉ

５ 青磁 碗 (5.0） 池泉窯系青磁碗Ｉ類 13世紀代 中国

６ 陶器 Ⅲ 1１．６ 2.9 ３ 唐 華/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

７ 陶器 Ⅲ 1１ 2.6 3.4 唐 華／1-2期/胎土目積み 1594～1610 肥前

８ 陶器 Ⅲ 1１．４ ３ ３２ 唐 業/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

９ 陶器 Ⅲ (1１ 帥 ４ ３４ 唐 業／1-2期/胎土目穣み 1594～1610 肥前

１０ 陶器 Ⅲ (1４ ０ 3.2 ３８ 唐 梨/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

１１ 陶器 lⅢ (1２ 8） (3.2） (３ 0） 唐 龍/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

1２ 陶器 lⅢ (1３ ０(3.3） (３ 0） 唐 蕊／Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

1３ 陶器 IⅢ (４ 0） 唐 猶/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥前

１４

1５

陶器

染付

Ⅲ

Ⅲ

唐津/Ⅱ期/砂目積み段階/鉄絵

初期伊万里／

1610～1650

1610～1630

肥前

肥前

ＳＫ２９５ 1 染付 小味 初期伊万里／ 1630～1640 肥前

２ 陶器 １１－１ (13.0 唐 韮/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

３ 陶器 Ⅲ 1３．２ 3.4 3.4 唐 業/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

４ 陶器 Ⅲ (11.0 唐 業／Ⅱ期/砂目積み段階 1610～１６５０ 肥前

５ 陶器 碗 (12.0 唐 韮/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥前

６ 陶器 碗 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～１６５０ 肥前

７ 陶器 描鉢

Pit436 １ 陶器 碗 3.6 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～１６５０ 肥、

２ 陶器 碗 4.2 パ『津／Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥向

Pit353 １ 陶器 Ⅲ (11.8） ３ 3.6 1１ 『津/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥１１

Pit477 1 陶器 碗 ４ 唐津／Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥向

２ 土師器 lⅢ (11.(》 京都系土師器 17世紀前半 在地



表２８その他主要遺構出土遺物観察表⑰

－１０３－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

Pit474 １ 陶器 碗 (6.0） 唐津／Ⅱ期/砂目積み段階 1610～１６５０ 肥前

２ 陶器 徳利 備前 16世紀末 備前

SK528 １ 染１ ↑ 碗 (11.1） 6.7 4.5 初期伊万』/菊花文/高台に砂付諦 1610～１６３０ 肥前

２ 染１ Ｉ 碗 (11.3 ７ 4.8 初期伊万ヨ/111水/高台に砂付諦 1610～1630 肥前

３ 染１ |・ 皿 (13.9リ 2.7 ６ 初期伊ガリ /菊花文/高台に砂付満 １６１０～1630 肥前

侭地層530 １ 陶；
力
む
了 碗 5.8 唐津／Ⅱ期/砂１１砿み段階 1610～1650 肥前

２ 染１ Ｉ 碗 (５ 3） 初期伊万里 1610～1630 肥前

３ 陶器 皿 ３８ 唐 業／Ⅱ期/砂Ｈ欄み段階 １６１０～1650 肥前

４ 陶器 lⅢ ３４ 唐 業/Ⅱ期/砂目積み １６１０～1650 肥前

５ 陶器 Ⅲ 1３ ４ ３８ 唐 業/Ⅱ期/砂ll積み段階/見込み部蛇の目紬剥ぎ状 1610～1650 肥前

６ 染付 皿 (13.2） 4.2 ２８ 唐 華/n期/砂目横み 1610～1650 肥前

７ 陶器 皿 (７ 4） 唐 業/Ⅱ期/砂１１職み １６１０～1650 肥前

８ 陶胤 皿 ７ 唐 篭／Ｉ‐２期/胎土目積み段階 1594～1６１０ 肥前

９ 陶器 片口 唐 業／ｌ‐２期/胎土目積み段階 1594～1６１０ 肥前

SK741 1 陶器 碗 3.4 唐津／Ⅱ期/砂目横み段階 １６１０～1650 肥前

２ 染付 碗 (11.2） 初期伊万収 １６１０～１６３０ 肥前

３

４

陶器

染付

Ⅲ

皿 (１Ｍ）

3.4 唐津／Ⅱ期/砂Ⅱ砿み

初期伊万里

１６１０～1650

1610～1650

肥前

肥前

５ 陶器 片口 唐津／Ｉ‐２期/胎土目積み段階 1594～1６１０ 肥前

６ 陶器 Ⅲ (30.0 唐津／Ｉ‐２期/胎土目積み段階 1594～1６１０ 肥前

SK748

７

１

陶器

陶器

徳利

碗 (10.0

備前/へラ記号アリ

唐津／Ⅱ期/砂凹械み段階

161M紀末

１６１０～1650

備前

肥前

２ 陶器 碗 ４．７ 唐 業／Ⅱ期/砂目積み段階 １６１０～1650 肥前

３ 陶器 碗 (11.8） 唐 業／Ⅱ期/砂目穣み段階 １６１０～1650 肥前

４ 陶器 Ⅲ１ ３．４ 唐 華／Ⅱ期/砂Ｕ横み段階 １６１０～1650 肥前

５ 陶器 ｌｌｌｌ (14.0 ３ ４ 唐 猶/ｎ期/砂l]横み １６１０～1650 肥前

６ 陶器 Ⅲ (24.6） 唐津/11期/砂Ｕ機み段階 1610～1650 肥前

７ 陶器 片口 焼締陶器/SK748‐７（片口)に共通する胎土 171M紀前半 九州？

SK749 １

２

３

陶器

陶器

染付

碗

碗

碗

(12.2）

(13.0

7.9

３

4.2

4.4

４

唐津／Ⅱ期/砂|｣横み

唐津／Ⅱ期/砂'1砿み

初期伊万里

1610～1650

１６１０～1650

１６１０～1650

肥前

肥向

肥向

ｉ

ｉ

４ 陶器 皿 (13.4） ３ ４ 唐津／Ⅱ期/砂目祇み 1610～1650 肥前

５ 陶器 皿 (9.0） ３ 2.4 唐津／Ⅱ期/砂|｣柚み 1610～1650 肥向

６ 染付 碗 4.6 初期伊 公
一 1610～1650 肥向

７ 陶器 壷 14.6 焼締陶器/SK748‐７（片口)に共通する胎土 171M紀前半 九州？

ＳＥ755

８

１

凡蘭土器

染付

火鉢

碗 (120

(16.6）

初期伊万里

17111紀前半

１６１０～1650

在地

肥前

２ 陶器 碗 3.8 唐 業／Ⅱ期/砂目横み段階 1610～1650 肥前

３ 陶器 IⅢ ５２ 唐 私／11期/砂Ⅲ柵み段階/鉄絵 1610～1650 肥前

４ 陶器 皿 13.4 3.9 ４４ 唐 華／Ⅱ期/砂目械み １６１０～1650 肥前

５ 陶器 皿 ５２ 唐 華/Ⅱ期/砂Ⅱ械み １６１０～1650 肥前

ＳＫ７６５ １ 陶器 皿 12.8 3.2 ３８ 唐 猶／Ⅱ期/砂11俄み １６１０～1650 肥前

２ 陶器 皿 (15.《、 唐 業／Ⅱ期/砂目械み段階 １６１０～1650 肥前

３ 陶器 皿 (13.0リ 唐津／Ⅱ期/砂目穣み段階 １６１０～1650 肥前

４ 陶器 徳利 備前/焼締陶器 l61Il紀末 備前

SK300 １ 陶器 皿 (11.0リ 唐津／11期/砂[l秘み段階 1610～1650 肥前

２ 陶器 皿 ４ 唐津／11期/砂[|職み/鉄絵 1610～1650 肥前

３ 陶器 皿 (14.0 中国染付ＩＩｌｌＢ２群 16世紀後半 中国

４

５

染付

陶器

皿

播鉢

４

(9.0）

唐津／Ｕ期/砂目積み段階

備前/焼締陶器

１６１０～1650

17世紀前半

肥向

傭向

ｉ

ｉ

整地層802 １ 陶器 碗 3.6 唐津/Ⅱ期/砂|耐み段階/｢上紺■(屋力)■(金力)作｣墨書アリ １６１０～1650 肥向ｉ

ＳＫ４３２ １ 染付 碗 (10.4） 初期伊万里 １６１０～1６５０ 肥向I

２ 陶器 碗 4.2 唐 華/Ⅱ期/砂目横み段階 １６１０～1650 肥前

３ 陶器 皿 (12.‘、 (３１） (４ 4） 唐 蕊／Ⅱ期/砂Ij彼み 1610～1650 肥向

４ 陶器 皿 (12.8》 (2.3） (４ 6） 唐 掌／Ⅱ期/砂側俄み 1610～1650 肥向

５ 陶器 皿 (４ 0） 唐 龍／Ⅱ期/砂[l穣み 1610～1650 肥前

６ 陶器 皿 ４２ 唐 龍/ｎ期/砂I]髄み/焼成不良で､袖が発色していない 1610～1650 肥向 ｉ

７ 陶器 皿 (４ 2） 唐津／Ⅱ期/砂目穣み １６１０～1650 肥向 ｉ

ＳＫ７５９ １ 土師器 皿 (1０．０ (1.8） (７ 4） 底部糸切り離し／白色系の胎土 17世紀前半 在地



表２９その他主要遺構出土遺物観察表⑱

－１０４－

遺物番号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＫ７５９ ２ 染付 碗 (10.4） 初期伊万里/波文／「福寿」銘 1610～1630 肥前

３ 染付 碗 (10.8, 初期伊万里 1610～１６５０ 肥1１

４ 陶器 1１１１ １３ 2.7 4.2 唐津／11期/砂目横み 1610～1650 肥而

５ 陶器 Ⅲ ４ 唐津／Ｉ‐２期/胎土目積み 1594～1610 肥向

６ 陶器 １－－１ (21.6） 唐津/Ⅱ期/砂目穣み段階/鉄絵 1610～1650 肥1１

７ 陶器 片口 (11.8） 店津／Ｉ‐２期/胎土目積み段階/鉄絵 1594～1610 肥前

整地届蝿 １ 陶器 噺 (132》 ７ ５ 唐津/Ⅱ期/砂目穣み段階 1610～1650 肥前

２ 陶器 耐 (4.8） 唐津／1-2期/胎土目積み段階 1594～1610 肥向

３ 陶器 断 唐津/Ⅱ期/砂目穣み段階 1610～1650 肥向

４ 陶器 砂 唐津/n期/砂Ｉ l積み段階 1610～１６５０ 肥向

５ 陶器 碗 府津／Ⅱ期/砂Ｉ |横み段階 1610～1650 肥向

６ 陶器 碗 (ａ８） 唐津/Ⅱ期/砂’ l祇み段階 1610～1650 肥向

７ 陶器 碗 (5.2） 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥向

８ 陶器 碗 (5.0） 唐津/Ⅱ期/砂目憤み段階 1610～1650 肥向

９ 荷白磁 碗 3.2 中国？／見込部無紬 16世紀後半 中国？

1０ 染付 碗 初期伊万里／「福寿」銘 1610～1630 肥間

1１ 染付 碗 (11.8, 5.9 4.6 初期伊万里/蔓草文/高台に砂付着 1610～1630 肥向

1２ 陶器 lⅢ 4.8 唐津/11期/砂目俄み 1610～1650 肥前

1３ 陶器 1111 (11.4） 唐津/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥間

1４ 染付 IⅢ (15.4） (3.6） (6.6） 型打陽刻成形 1640～1650 肥向

1５ 陶器 鉢 5.8 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階/切り高台 1610～1650 備向

1６ 陶 器 捕鉢 (28.8, 伽前/焼締陶器/放射状スリ目十斜め方向のスリ日 16世紀末 備向

SK298 １ 陶 掃 IⅢ (7.8） 唐津/ｎ期/砂目積み段階 1610～1650 肥前

２ 陶 》ｔｏ術 Ⅲ (7.5） 唐津/n期/砂目概み段階 1610～1650 肥前

３ 陶器 盤 (16.CＤ 17世紀前半 九州？

SK305 １ 磁 碗 龍泉窯系 !i磁/上田分類C-3類 16世紀後半 中国

２ 土師器 Ⅲ１ (12.0, 京都系土 iii器 17世紀前半 在地

３ 土師器 Ⅲ (16.0リ 京都系土 iii器 17世紀前半 在地

４ 土師器 IⅢ 京都系土 iii器 16世紀後半 在地

５ 陶器 碗 (１２.CD 唐津／Ｉ‐1期/胎土目積み段階 1580～1594 肥前

６ 染付 小坪 (8.0） 17世紀前半 肥前

７ 陶器 価鉢 (27.0 備前冊鉢/放射状スリ目十斜め方向のスリI］ 16世紀末 備前

８ 土師器 鉢 (27.6, 17世紀前半 在地

Pit306 １ 陶器 Ⅲ 4.2 唐津/ｎ期/砂目横み 1610～1650 肥前

SK315 １ 陶器 碗 ６ 外面に緑紬を施す 17世紀前半 九州？

２ 陶器 Ⅲ (3.2） 唐津/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥iｉ

３ 陶器 碗 (１０.CＤ 初期伊万里 1610～1630 肥向

４ 陶器 碗 (3.6） 初期伊万里/間台に砂付着 1610～１６３０ 肥向

５ 陶器 Ⅲ (12.8,(3.1） (３ 4） 唐津/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥耐

６ 陶器 Ⅲ (３ 0） 唐甘/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥、

７ 陶器 lⅢ (３ 0） 唐測/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥耐

８ 陶器 llll (４ 0） 唐測/n期/砂目積み 1610～1650 肥前

９ 染（ ↑ １１－１ (12.4） 2.4 ５６ 初期伊万里/蔓草文 1610～１６３０ 肥向

1０ 陶；
Ｊ
ｆ Ⅲ (28.0 唐津／11期/鉄絵 1610～1650 肥向

11 陶；
Ｉ
ｐ
ｒ 小壷 16世紀末

冬

1１

1２ 陶；
１
ぞ
い
り 描鉢 (34.CＤ 備前描鉢/放射状スリ目十斜め方向のスリ目 １６世紀末 備Ｈ ｉ

SK329 １ 陶器 Ⅲ (13.6, 唐津/Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥向 ｉ

２ 染付 １１１１ (１０．４） 中国染付llllE群/景徳鎮 １６世紀後半 中国

SK349 １ 陶器 碗 (3.6） 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥iｉ ｉ

２ 陶器 Ⅲ (3.4） 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 傭向

３ 陶器 皿 (19.6） 唐津／11期/砂目積み段階/鉄絵 1610～1650 肥向

４ 陶器 Ⅲ 6.4 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階/切高台 1610～1650 肥向

５ 陶器 鉢 (30.4） 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～１６５０ 肥前

６ 陶器 喪 備前 １６世紀後半 傭向

Pit398 １ 陶器 盤 (35.CＤ 17世紀前半 九州？

SX420 １ 陶器 碗 4.2 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥向

２ 陶器 碗 ６ 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥間

３ 陶器 碗 ５ 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥向

４ 陶器 碗 (12.40 唐津/Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥向



－１０５－

表３０その他主要遺構出土遺物観察表⑲

遡幡号 実測番号 種別 器種 口径 器高 底径 備 考 制作年代 生産地

ＳＸ４２０ ５ 陶器 碗 (13.3 唐津／Ⅱ期/砂目積み段階 1610～1650 肥前

６ 染付 碗 (114） 初期伊万里／ １６１０～1630 肥前

７ 陶器 Ⅲ 1２ ９ 3.6 4.8 ＩＩｆ津／Ⅱ期/砂目積み 1610～1650 肥前

８ 土師器 Ⅲ (1６ CＤ 休部ド半へラ削り 古代 在地

９ 陶器 片口 (2４ ① 17世紀前半 肥前

１０ 陶器 片口 (1７ CＤ 17世紀前半 肥前

ＳＫ４５２ １ 土師器 Ⅲ (9.4） (2.2） 部系土師器 17世紀初頭 在地

２ 土師器 皿 (9.2） (2.9） 京郁男 土師器 17世紀初頭 在地

３ 土師器 1１１１ 11.6 3.7 京部男 土師器 17世紀初頭 在地

４ 土師器 皿 1１ ４ 那男 土師器 17世紀初頭 在地

５ 土師器 皿 (12.89 3.5 京都男 土師器 17世紀初頭 在地

６ 陶器 １１１１ (13.0リ 唐津/胎土目段階
1611t紀，
1７１ 初砿
一
紀 肥前

７ 陶器 瓶or壷 6.5 不明焼締陶器/底部及び休部ド部へラ削り
1611t紀フ
1７１

’
一 初如
一
紀 不明

８ 瓦質土滞 捕鉢 (34.0, 防長系播鉢？/放射状スリ'三|＋斜め方向のスリ目 17世紀初頭 防長地域？

９ 陶器 Ⅲ 02.8, 府津/鉄絵/胎土目段階 17世紀初頭 肥前

ＳＫ２６９ １ 染付 碗 (4.6） 中国染付碗Ｅ群／「大Iﾘ1年造」銘/景徳鎮 16世紀後半 中国

２ 土師器 lⅢ (11.4） (2.3） 京部系土師器
I6iII紀〉
１７１

一
一
・
、

t紀初釦 在地

３ 陶器 捕鉢 (1０．０ 備前播鉢/放射状スリ［'十斜め方向のスリ目 16世紀末 備前

４ 瓦質土器 播鉢 (20.8） 防長系？ 16世紀末 防長地域？

ＳＫ３６３ １ 土師器 IIIl (5.5） 京都男 土師器
1６ 一

“
１

．
７

一寺
、

t紀柳顕 在地

２ 土師器 IIIl (６ 0） (2.3） 都男土師器
1６ ノ

ｂ
Ｔ
Ⅱ

○
訳
』
内
Ｊ
Ｏ

一手
、

雌fWI耐 在地

３ 土師器 IⅢ (５ O） 郁昇 土師器
1６ 一

ノ
ー

ｄ
７

一
二
今
、

雌iWI” 在地

４ 土ＩiIj器 Ⅲ１ (６ 0） 郁昇 土師器
1６ “

１

．
７

一
・
・
、

f紀初” 在地

５ 土ＩiIj器 Ⅲ (５ 2） 郁昇 上師器
1６ 一

ノ
ー

ｄ
７

一
一
・
、

lr紀初醜 在地

６ 土Ｉiij器 IⅢ (６ O） 都昇 土師器
1６ “

Ｉ

ｄ
７

一
旬
今
蛇

lr紀初釦 在地

７ 土Ｉ而器 IIIl (６ 9） 京都男 土師器
1６ ｡，
7１

一
つ
争
い

雌rＷＩｍ 在地

８ 土師器 Ⅲ (６ 0） 都男 土師器
１６ d２
７１

一
・
・
℃

t紀初頭 在地

９ 染付 碗 中国染付碗Ｅ群/景徳陳 161 後半 中国

１０ 瓦質土器 捕鉢 (13.1） (8.4） (5.0） 防長系？ 16世紀末 防長地域？

１１ 瓦間土器 橘鉢 (12.3 防長系？ 16世紀末 防長地域？

SK392 １ 土師器 Ⅲ 求都系土師器 17世紀初頭 在地

２ 陶器 不明 牌津/胎土目段階/鉄絵 17世紀初頭 肥前

SK391 １ 陶器 1ｍ (2.4） AI『津/胎土目積み '6M!補箆初諏 肥前
SK762 １ 陶器 IⅢ ４ 【'１国染付/樟州窯系/C群模倣 16世紀末 中国

Pit421 １ 陶器 IⅢ (11.0リ 2.8 (4.8） 唐津/胎土目段階 17世紀初頭 肥向

２ 陶器 皿 (5.0） 脈津/胎土目段階 17世紀初頭 肥向

SK444 1 陶器 碗 (11.CＤ 庶津/胎土ロ段階 17世紀初頭 肥向

２ 陶器 碗 3.2 唐津/胎土目段階 17世紀初頭 肥向

３ 瓦質土淵 描鉢 (33.2》 防長系？ １６世紀末 防長地域？

SK763 1 陶器 薬研 備前/1'1央に方形の一次穿孔アリ
１６１１t紀，
1７１

一
。
。
、

t紀柳曲 備前

SK411 １ 陶器 Ⅲ１ (4.4） 府津/砂目積み 17世紀初頭 肥前

２ 陶器 lⅢ (6.4） 府津/胎土目積み/墨書アリ
1611t紀》
1７１

一
句
、
、

+紀柳” 肥前

３ 色絵染付 Ⅲ１ 流州窯/呉須赤絵Ⅲ
１６１１t紀〉
l7i

一考
、

+紀綱頭 中国

SX454 1 土師器 IIIl (10.① (3.6） 京都系土師器 17世紀初頭 在地



Ⅳまとめ

１．火災処理土坑について

今回の府内城・城下町跡第14次の調査成果の中でも特筆されるものとして、火災処理土坑の一群の存在が挙げ

られる。前述したとおり、これらの火災処理土坑に関しては、複数時期にわたって形成されていることに加え、大

分市史にまとめられた「府内藩日記」にみえる大火（１００軒以上焼失のもの）との整合作業も可能である。従って

本章では、出土遺物の詳細検討により本調査区で確認された火災処理土坑の時期比定及び、「府内藩日記」に見え

る火災との整合作業を行い、火災処理土坑群の変遷を明らかにする。

「府内藩日記」にみえる大火（100軒以上焼失のもの）の内、今回の調査区である「竹町」及び「笠和町」一帯

が被災したと考えられるものは、下柳町を火元とする寛保３年（1743)、明和８年（1771)、安永８年（1779)、文

化７年（1810）のもの、上柳町を火元とする寛政３年（1791）の５件が挙げられる。今回確認された火災処理土

坑は、前述したとおりその出土遺物から概ね１８世紀中頃、１８世紀後半、１８世紀末～19世紀初頭、１９世紀前半～中

頃の４つの時期にそれぞれ分類することができた。以下、火災記録の無い19世紀前半～中頃のものをのぞいた火災

処理土坑について、各時期別にその詳細検討を加える。

18世紀中頃に位置づけられる火災処理土坑には、ＳK３６０．０１８．１５１．２１０の４基がある。

まず、SK360及びSKl51に関しては、両遺構から出土した色絵鶏形香合が、接合関係は無いもののほぼ同一個体

といってよいものであることから、この二つの火災処理土坑が同一火災によって形成されたことが確認される。そ

の他の火災処理土坑についても、１８世紀前半代の遺物群を主体に、１７世紀後半代、１８世紀中頃の遺物が入る遺物

組成から、ほぼ同時期の火災処理土坑である可能性が非常に高いと考えられる。

次に、これらの火災土坑群の詳細時期及び、「府内藩日記」に見える火災との整合についてであるが、SK210出

土の焼塩壷（SK210から1720～1740に比定される「サカイ泉州磨生御塩所」の刻印をもつものと、「泉湊伊織」

の刻印をもつものが共伴する状況)、出土した色絵磁器の年代観（SK360-9-l710～１７４０・鶏形香合一１８世紀前半)、

SK360から出土した蛇の目凹形高台皿の年代観（1740～1780）から、１８世紀前半でも中頃に近い年代が考えられ、

下柳町を火元とする寛保３年（1743）がもっとも近い位置づけとなる。

１８世紀後半に位置づけられる火災処理土坑には、SKO23・０２８．１９４．２０５．２１５の5基がある。

まず、これらの火災土坑群には、共通して口縁部付近の内面に四方裸文を巡らすものが含まれていることから、

概ね18世紀後半に位置づけられるものと考えられるが、これらの中には切合いを有するものもあり、（その切合い的

に新しく位置づけられるSKO２３．２０５、古く位置づけられるSKO２８．２１５、切合いを持たないSKl94がある。）少なく

とも２時期の細分が可能な状況が考えられる。

次に、これらの火災土坑群の詳細時期及び、「府内藩日記」に見える火災との整合についてであるが、切合い的

に新しい一群の中でSK205に1780年代以降に出現する紅1111が含まれ、切合い的に古い一群の中でSK215に小広東碗

(1770～1780)が含まれることから（切合いを有さないSKl94については、1780年代以降に出現するお神酒徳利が含

まれることから、新しい一群と同時期であると考えたい)、前者については、上柳町を火元とする寛政３年（1791）

の火災に相当し、後者については、下柳町を火元とする明和８年（1771）又は、安永８年（1779）の火災のいず

れかが相当する。（安永８年の火災は、その規模が１００軒余と比較的小規模であることから、竹町までの位置関係を

考慮すると、明和８年（1771）の火災が妥当であろう）

１８世紀末～19世紀初頭に位置づけられる火災処理土坑には、ＳＫＯｌＯ・’７１．２０９の３基がある。

－１０６－
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まず、これらの火災処理土坑群は、SK171と209との間で遺構間接合する遺物の存在及び、SKOlOと209との間で

セット関係となる碗と蓋が遺構間出土する状況から同一時期であることが確認されている。併せて、すべての遺櫛

から広東碗が出土することから、これらの遺構群が概ね、1780～1810の年代が考えられる。

次に、これらの火災土坑群の詳細時期及び、「府内藩日記」に見える火災との整合についてであるが、SKOlO・

SK171より出土した染付Ⅲlの中に、東大編年では、Ⅷa期（1800～1810）に限定される皿の銘款とされている馬字

状「渦福」を有するものがあることに加え、SKl71より出土した蘭人がモチーフとなった図柄を有する台付小坪

(ワイングラス）については、同じ図柄の小杯が、柴田コレクションの中に存在し、その年代がやはり１９世紀初頭に

位置づけられており、下柳町を火元とする文化７年（1810）の火災に比定できる。

以上の火災処理土坑の変遷を、建物跡及び井戸跡等の主要遺構の変遷と合わせて提示したものが、第73図～７６

図である。

まず始めに、特に18世紀後半以前の火災処理土坑群及び、井戸跡、建物跡が、０－３グリッド、０－４グリッ

ド、Ａ－４グリッド、Ａ－５グリッドにわずかに残されている石列を一つの基準として分布し、変遷している状況

が確認される。即ちこの石列が、一つの区画として機能していたことがわかる。この区画を推定復元すると、間口

に対する奥行きが長い短冊状の地割りが想定されることに加えて調査区北側の東西道路に間口が想定される区画

(ａ－ｌ）と、調杏区西側の南北道路に間口が想定される区画（ｂ－１・ｂ－２・ｂ－３）の２種類の区画が想定

される。即ち、前者が「竹町｣、後者が「笠和町」の区画ということになり、「笠和町」と「竹町」の町境が、その

区画（短冊状地割り）の方向性によって現れていることとなっている。

次に、上記の地割り（区割り）を前提として火災処理土坑の変遷をまとめる。

寛保３年（1743）の火災が想定される１８世紀中頃の火災処理土坑については、竹町のｌ区画に対して1基の火災

処理土坑が区画のほぼ中央部に位置し、笠和町の３区画に対して３基の火災処理土坑が区画の最奥部にそれぞれ

位置する状況がわかる。即ち、それぞれの区画の製庭もしくは中庭が想定される空閑地に、火災処理土坑が造られ

ていることが想定される。

寛政３年（1791）及び明和８年（1771）の火災が想定される18世紀後半になると、竹町の１区画に対して１基

の火災処理土坑の配置は変わらないが、笠和町のｂ－２とｂ－３が1区画になり、２区画に対して２基の火災処理

土坑が区画の最奥部にそれぞれ位置する状況に変遷する。

文化７年（1810）の火災が想定される１９世紀初頭段階では、これまでの区画を切る形で３つの火災処理土坑が

並ぶ状況に変遷している。

これら火災処理土坑の変遷について、文化７年（1810）の３つの火災処理土坑間で、遺構間接合する遺物の存

在及び、セット関係となる碗と蓋が遺構間出土する状況が観られることや、１９世紀中頃以降の遺構配置を併せて考

えると、この段階以降、旧来の笠和町、竹町の町割りが崩れ、調査区北側の東西道路（現在の竹町通り）に間口

をもつ町割に変遷したことが窺える。

このことについては、「大分市史中巻」第二章の３において述べられている、「当初、北側では上紺屋町・中柳

町・桜町・大工町、南側では笠和町・上柳町・室町・革屋町という東西に間口を向けた町の中で、唯一南北に間

口を持つ町筋として位置づけられた竹町が、府内城下町のメインストリートとしての位置づけから、他の町におい

ても南北に間口をもつ町筋に変化し、明治八年（1785）段階の地積図に観られる現在の竹町通りに沿った町割りが

成立した」としているその変遷課程を如実に示す調査例となった。

［参考文献］

大分市『大分市史中巻』
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元禄７

正徳元

享保1９

元文元

寛細保３

宝暦６

宝暦９

明和８

安永８

天明４

寛政３

寛政３

享和元

文化７

文化９

文化1０

天保９

(1694） 11.1

(1711） 3.21

(1734） 1.14

(1736） 1.14

(1743） 4.7

(1756） 閏11.27

(1759） 9.2

(1771） 2.2

(1779） 1.29

(1784） １２．１

(1791） 1.2

(1791） 12.19

(1801） 12.15.16

(1810） 12.15

(1812） 12.19

(1813） 1１．１１

(1838） 12.23

西町より出火、焼失町数10町、家数232

ﾉ|畠石村長吉製出火、焼失188、残家4６

州川町松本与七郎土蔵出火、町数24、家603、倉13、死人９（ｿｊ６・久３)、
城内酒井七兵衛屋敷類焼。

火元中上市町岩田屋善三郎納随、71111、家数111（本家89、襲家２，こぽち家２、
空き家１、納屋８、馬屋９)。

咽醒元下柳町市兵衛宅、jW蕨､禾丸・天守はじめ城内大半、町42、家数1079、他土蔵37、
､ 8醗蛎３、馬１．！

火元後小路町、４町109軒。

火元荻原村孫兵衛納屋、４町Ｍ２軒（内こぽち家４、裏家14）他に納崖８、厩23。

火元下柳町清六、２７町、家606、土蔵25、納屋67、馬屋14。

火元下柳町利兵衛、１００軒余。

山新町ド駄屋平兵術、家【'１７７（内､¥２)、家601、土蔵14、納屋60、賜催６、蛍２､篭１．

占河町与六、３町、家35、納膿１、宝ｌ、土蔵13。

竹町要助納屋（上柳町段六宅）１６町、家301、土蔵４、納屋43、室２、空屋３、馬屋８、
死人１。

勢家町彦松納屋、勢家、沖浜、船頭家114、馬屋・納屋58、土蔵19、寺社３。

下柳町季代治、三の丸へ飛び火、187粁。

火元沖ノ浜町、町屋１３３，徒土足擁４．

荻原出火、241軒。

雌石出火、勢家、駄原、農家647、寺２、庵１、土蔵199。

表３１「府内藩日記」にみえる大火（100軒以上のもの。『大分市史中巻』より）

２．遺構の変遷について

以上、火災処理土坑の変遷を追う課程で、竹町・笠利町の町割に関する問題が提起されたところであるが、以

下、火災処理土坑を含めたその他の遺構変遷を、第77図～82図に提示しその変遷について、竹町・笠和町の境界

問題を中心に記す。

第77図（19111紀中頃以降）については、特にSB800とした礎石建物が調査区北辺部全休を,liめている状況に代

表されるようそのlXlIIIiは、現在の竹町の通りに面したものが想定される。

第78図（18世紀末～19111:紀初頭）については、洲資区|ﾉ1に竹IllIと笠和町の町境がある段階から、この境界が崩

壊する段階になる。

第79図（１８世紀後半）については、竹町と笠和町の境界が|ﾘ1確な段階であり、竹町においては、そのLl.庭が想定

される空閑地に、笠和町においては、その裏庭が想定される空閑地に火災処理土坑及び廃棄土坑が分布している。

第80図（18世紀前半～Ｉｌ１頃）については、竹町と笠和町の境界が明確な段階であることに加え、笠和町が３つ

に区画されている段階である。遺構分布の特徴としては、特に笠和町の区画の中で、その裏庭部分が想定される空

閑地に火災処理.上坑及び廃莱土坑が分布している。

第81図（17111:紀後半）については、遺構分布が散見的で、区iIUi施設については不明である。

第82図（161M:紀末～171M:紀前''４）については、いわゆる近'11:府内城下の形成期となる辿椛郡である。いくつか南

北方向の石列が観られるが、これらを町割の区1曲iとするには弱いようで、１７世紀後半同様、区IiI』i施設は不|ﾘjである。

以上、調沓反全休の辿描変遷を観てきたが、特にl71Ik紀代の遺構配侭に不明な点が多く、今後の課題となった。
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３．１７世紀代の京都系土師器について

蝦後における京都系土師器については、城館等の'11-kに限られず広く町屋にまで分布・在地化し、近世段階まで

存統する可能性が指摘されている厳'。蝦後における近世段階における京都系|川i器の/Ｍﾐは、前述した京都系|川

器の在地化とは無関係ではないものと考えられることから、本章は、本遺跡より出上した京都系土師器について、

特に''１世段階からの連続性について検討を行い、その位置づけを考察する。

まず、中世段階の京都系ｋ師器について篭者は、人友府内町跡第４次の洲錦戊果をまとめた「大友府内４」脳2に

て、近接法溌の京都系土師器を口縁部形態等から７つの細分を行い、それぞれの時期変遷を提示しているが、今lIIl

近111段階の京都系ｔ師器を考える１２での堆本資料としたい。特にこのIl1で、器壁の肥11』I化による変進モデル、及び

161M紀後半～末にかけて出現する器尚の商い椀形態の序在の提示については、これまでの研究雌3においても指摘さ

れてきた器壁の肥厚化及び器高の伸張化に共通するものであり、１７世紀代の京都系土師器について考える上で軍要

な位慨づけと考えられる。

次に、今回の調査で出_こした京都系上師器のなかで、比較的良好な出上状況を示したSK452中の３．４．５を

観察してみると、３は、大きく外反する11縁部に、やや高めの器高を有するもので、１１経12.0cm、器高3.7cm、器

壁１０mm前後を測る。４は、つまみ上げ状の口縁部で、深い椀形態を示すもので、１１径lLOcm、器尚4.0cm、器縦１０

mm前後を測る。５は、つまみ上げ状の11縁部にやや,葡めの器I奇を有するもので、１１径12.8cm、器尚3.5cm、器壁ｌＯ

ｍ１１１前後を測る。

これらの京都系土師器は、その口縁部形態等から、前述した分類の!'1にあてはめると、４はｇ類に、５はｂ類に、

３はｃ類に相淵するものと考えられるが、それぞれ器壁が8mm前後から10mnl前後へと更なる肥厚化が観られ、加え

てｇ噸が想定される４以外の器高に関しては、３cm後､|f代とlIlI帳化が観られた。器壁の肥I'』』化に加え、器尚の'''１張

化については、１６世紀後半～末に出現するｇ類の出現の影響を色濃く示したものと考えられ、共に前述した京都系

土師器の変遷におけるＧ－３とした一脈に後出する位慨づけであることを示している。

このことは、今InlのSK452出土の京都系土師器の一群が、’'''1t段階の物との明確な迎続性のもとに成勉したもの

であることを裏付けるものであり、その年代についても、共伴する唐津の17111紀前半とする年代観と矛盾しない。

即ちこれらの一脈が17世紀代の求都系ｔ師器の良好な資料であることを示している。

さて、本遺跡におけるその後の京都系-ｋ師器の動向については、ＳK３４０－４．５に代表される薄手の器壁に、色

系の胎土を有する別系列の京都系土師器の一群（17世紀後半～）が観られるのみであった。なお、この他の新しい

遺椛から出土する〃〔都系上師器については、破片費料であることに加え、今'''1の資料から更に器商が高くなる一群

の作在や、器雛が厚くなる一群が皆無であることから、都市遺跡特有の混入物であるとするのが妥団'しiであろう。即

ち、現時点で'''''1:からの述統性をｲjする京部系-ｋ｢IIli器については、171M紀前､|皇で終馬するIIJ能性が１１‘iiいことを示し

ている。

a類 ｂ類 ｃ類

‘･-'＝ﾌ副"6塁王信雲込箪,１．類よ牢を
!‘｡-厘＝豆:b"｡※」扉iﾌ)‘嘉ﾐ手麦1Mf=.；
，|‘－，｜逼唾,｡;=三毛.‘:==二鋤=。
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雪＝=雲守ヨワsmfm卿”
｜＜…へ更毒司〆６~7ｍｍ
中ｌＳ１４０１包

悪〃８mm前後
，ＳＯ６４１Ｓ１６０，

器壁

第83図京都系土師器変遷モデル※「大友府内4」2002.大分市教育委員会より
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最後に、今回行った京都系土師器については、口径12cm前後を測る中型のものについての分類であり、１６世紀末

以降その数を増すとされる小型のものについては、未だに詳細検討を行っていない状況である。中世段階を含めた

小型の京都系土師器の詳細分類及びその変遷を今後の課題として、本章を終えたい。

戸ａ類ロ縁部に向かい肥厚する

ア．穎巽瀞躍毅鵬…端鋤
チ

アｄ類蹴瀞角的で､外面指押さえ部との境が

ア｡類b類とc類の折衷で､ﾛ織部が短く外反する。

〃ｆ類体部から大きく外反する。

訂９類蕊縛生したもので､つまみあげ状のﾛ綴
第84図京都系土師器口縁部形態分類

g類 b類 ｃ類

８mm前後 ８mm前後 ８mm前後

竃 麺ヅーア恵三ﾌァ
蚕尚伸藍

第85図１７世紀代京都系土師器変遷モデル

[註］

ｌ）坪根伸也１９９７「豊後における戦国期京都系土師器に関する覚書」『大分・大友土器研究第16号』

大分・大友土器研究会

２）河野史郎２００２「Ｖまとめ１．出土土師器坪・'111類及び瓦質土器雑器の分類と編年」『大友府内４』

大分市教育委員会

３）塩地潤一１９９８「大友領国内における京都系土師器の分布とその背景」『博多研究会誌第６号』

博多研究会
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大分県
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分
秒
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４

３
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131度

36分

26秒

000807
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330㎡ マンション

建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

府内城。

城下町跡

都市 近世 火災処理土坑

井戸

肥前陶磁器

中国産磁器

在地雑器

京都系土師器

竹町と笠和町

の町境の調査

である。

現在の竹町に

観られる東西

道路に面した

短冊状地割り

への変遷課程

を確認する。
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